




















[image: ]








[image: ]








[image: ]







ＭＦ文庫Ｊ

お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?　さんっ！


すぎやまリュウ







口絵・本文イラスト●kakao







Ｍａｙ　５


　　　　　prologue　プロローグ




６　mon　１　終日。充実。帰り道の相談。

７　tue　２　熱中。必中。シューティング。

８　wed　３　食べたい？　食べない？　リクエスト。

９　thu　４　訪問。校門。放課後デート。

10　fri　５　父さん。母さん。家族会議。

11　sat　６　全員。集合。幸せな週末。

12　sun　７　解散。離散。さんざんな結末。

13　mon　８　責任。解放。マイナスからの第一歩。

14　tue　９　衝撃。攻撃。ノーガードの打ち合い。

15　wed　10　希望。願望。純粋な欲望。

16　thu　11　矛盾。逡巡。清純な想い。

17　fri　12　十六歳。誕生日。思い出のあの場所。


　　　　　13　決心。熱心。心のこたえ。

　　　　　epilogue　エピローグ











　エレベーターのドアが開くと、最上階に出た。

　僕は、おじさんに手を引かれて歩く。

　まっすぐ行った一番奥の突き当たりにある、展望レストラン。

　ガラスのショーケースに並んでいるのは、チョコレートパフェとかプリンサンデーとか、おっきなエビフライやオムライスに、デミグラスソースのたっぷりかかったハンバーグ。

　今日は特別な日だから、なんでも食べていいんだって。

　ぜんぶ食べたいってお願いしたら、おじさんは優しく笑ってこう言った。

「じゃあ、お子様ランチだな」

　オムライスにハンバーグにエビフライが一枚のお皿に勢せい揃ぞろいしてた。デザートはプリンサンデーだ。ぜんぶ僕の大好物で、とっても美お味いしかった。

　ごちそうでおなかいっぱいになったあと、クリームソーダを飲みながら窓際の席から外を見ていて、ふと思った。

　あれ？　今日はなんで特別な日だったんだっけ。

　きょとんとする僕に、おじさんは何かを聞いてきた。

　でも、外の景色に気を取られていた僕はおじさんの声が、うまく聞き取れなかった。









　prologue　　プロローグ






「……ちゃん。お兄ちゃん。起きないと死にます。わたしが絶望の淵ふちに追い落とされて死にます。悲しみにこの身を朽ち果てさせないでください」

　身体からだを揺さぶられて俺は目を覚ました。

　雲の上みたいな寝心地のベッドの隅っこで、俺は胎児みたいにうずくまってすっかり眠りこけていた。

　目を開くと、俺の顔を黒髪の女の子がのぞきこんでいる。

　世せ霊れ音ねだった。一番早起きが苦手そうなのに、世霊音はすっかり服を着替えて、まるで遠足に行きたくてワクワクしている子供みたいだ。

「ずいぶんせっかちだな。まだ外は暗いじゃないか」

　窓の外は真っ暗だった。夜明け前が一番暗いなんて話を、ふと思いだす。

「……早くしないと渋滞するから」

　眠い目をこすって身体を起こしながら、混線した記憶をたどる。

　胸がドキドキと早鐘を打っていた。奇妙な夢をみたせいだ。なのに、その夢がなんだったのか、まるっきり思いだせない。













「……泣いてたんですか？」

「あくびをしたら涙も出るだろ」

　世せ霊れ音ねはそっと、俺の枕まくらを指さした。

　ぽつんと染みがついている。すごく恥ずかしいものを見られた気がしてならない。

「……泣くほど怖い夢でもみたんですか？」

「子供じゃないんだから、怖い夢をみたくらいで泣いたりするわけないよ」

　世霊音は不思議そうに首をかしげた。ふわりと、彼女のつややかな髪からフローラル系の良い匂においがする。

　改めて、俺はお出かけの準備を終えた世霊音を見つめ直した。

　ああ、もしかしたらこれも夢の続きなのかもしれない。いつもなら世霊音が夜明け前に早起きできるわけがないのだから。

「つうか、今日だって休みなんだしもう少し寝かせて……あっ」

　意識がハッキリしだして、ようやく俺は今日の予定を思いだした。世霊音はゆっくり俺から離れると、ぽつりと呟つぶやく。

「……もうみんな、準備できてます」

「あああっ！　マウマウランド！」

　今日は兄妹きようだいと紫むらさきさんと、みんなでマウマウランドに遊びに……もとい、誰だれが一番妹らしく振る舞えるか、確認しに行くんだった。

　俺は飛び起きるとすぐに顔を洗って歯を磨き、着替えを済ませた。手荷物は昨晩のうちにまとめてある。

　リビングに妹たちが揃そろっていた。

「おはよ！　にーちゃん！」

　友とも美みは今日も元気そうだ。

「おはようございます。お兄様」

　お弁当のおかずを重箱に詰め終えて、小さ百ゆ合りが微笑ほほえみながらエプロンを外した。重箱を重ねて蓋ふたをすると、紫色の風ふ呂ろ敷しきに包む。

「おはよう兄さん」

　優ゆう希きがマグカップ片手に笑う。今日も彼女はブラックコーヒー党だ。

「にーちゃま、おねぼうさんだね。メープルは昨日から興奮して寝てないって。つらいわー。まじねてませんわー。だって」

　クマのメープルをばんざいさせながら、美み佳かが小躍りした。

「おはようみんな。紫さんは？」

　小百合がスマートフォンを手にして確認した。

「車を駐車場から出すところだそうです」

「じゃあ、下で待ってた方がいいかもな。お弁当は俺が持つよ」

「お兄様に持っていただくなんて」

「任せっきりだし、力仕事くらいさせてくれよ」

　紫むらさきさんの分もいれて七人分のお弁当なので、けっこうな重量だ。たった今、小さ百ゆ合りが詰め終えた他ほかに、四段重ねの重箱はもう一つあった。そちらも持ち上げる。

　ずしっと重たい。友とも美みが跳ねるように俺の前に立った。

「にーちゃん大丈夫か？　半分持つけど？」

「大丈夫だって。じゃあ行こうか」

　友美も俺の言葉に素直に「それなら甘えちゃおっかな」と言ってくれた。

　長女だから甘えられないっていう我慢と不満が爆発しきったおかげで、すっかり落ち着いた感がある。

「……しゅっぱーつ」

　意外とノリノリで、世せ霊れ音ねが一番に玄関に向かって歩きだした。俺もそれについていく。引きこもることにプライドすら持っていた世霊音とは思えない、まさかのアクティブさだ。

「わーいわーい！　マウマウランド─！　みーちゃん初体験だね!!」

　時々、天然できわどいことを言う美み佳かに、優ゆう希きがおろおろした。

「美佳ちゃん。初体験っていうのはその、えっと、合ってるけど女の子がみだりに口にすると、いらぬ誤解を招くっていうか……」

「優希ねーちゃまも初体験なの？」

「そ、そそそそうだよ！」

　二人のやりとりに、しんがりで並ぶ友美と小百合がニヤニヤしていた。

「優希はピュアだなー」

「優希さんは純情キャラなんですね」

　慌てて優希は二人に振り返って告げた。

「きゃ、キャラとかじゃないから！」

　自然とこんなやりとりができるくらい、俺達は打ち解けられたんだな。

　エレベーターを降りて外に出た。やっと東の空が明るくなり始めてきたけど、外はまだ薄暗い。道沿いにライトを点灯させたミニバンが、俺達を待っていた。運転席には紫さんの姿があった。

　予報によると今日の天気は快晴で、絶好の行楽日和びよりになるらしい。









　May　　５／６　mon　　１　終日。充実。帰り道の相談。






　マウマウランドでの一日はあっという間に過ぎていった。楽しい時間が早く流れるというのは本当だ。

　開園時間よりも早く入場ゲートに並んでから、人の列に流されるように入場した。

　中に入ってからは、小さ百ゆ合りのガイドでアトラクション巡りだ。

　連休で混雑してたけど、お目当ての乗り物にもちゃんと乗れたし、パレードやショーもばっちり堪たん能のうすることができた。

　お昼ご飯は一度、園の外に出て小百合の作ったお弁当をみんなで食べた。

　再入園してから、ちょっとだけ事件があったのだけれど……結局、日が暮れてからも遊び通した。

　最後に夜空を彩る花火をみんなで眺めて、スーベニアショップでおみやげを買って、眠りこけた美み佳かを駐車場の車までおんぶして、へとへとになりながら俺は車の助手席についた。

　美佳だけじゃなく、友とも美みも小百合も優ゆう希きも世せ霊れ音ねも、ミニバンが渋滞を抜けたころにはすっかり寝息をたてていた。

「陽よう一いちさんもお休みにならないのですか？」

　ハンドルを握って前を向いたまま、紫むらさきさんがぽつりと呟つぶやいた。

「なんだか目が冴さえちゃって」

「そうですか」

「あの、大丈夫ですか？」

　免許を持ってないから、運転を代わりますとは言えないけど、少し心配だ。

「問題ありません」

　実は、マウマウランドで最強にして最恐のアトラクション「ビッグボルケーノマウンテン」に乗ろうという時に、ちょっとしたアクシデントがあったのだ。

　優希が「怖い。やっぱり無理だよ。みんなで乗ってきて。ボクは待ってるから」と、すっかりびびってしまったのである。

　それを見た美佳が「しょうがないなぁ。みーちゃんが優希ねーちゃまと一緒に、下から応援するね」と、乗車を辞退してしまった。

　まあ、ここまでは良かったんだけど、美佳が付け加えた一言によって、新たな犠牲者が生まれてしまったのだ。

「そうだ！　みーちゃんの代わりに、紫ねーちゃまが乗って感想をおしえてください！」

　美佳のお願いに、まじめな紫さんは「承知しました」とこたえて……それからのことは、紫むらさきさんの名誉にかかわるから早く忘れてあげたい。

　ともかく、保護者の紫さんを俺達が手厚く介抱することになったのである。

　美み佳かも紫さんに無理をさせちゃったことに責任を感じて、なんとか生還した紫さんの頭を抱くと、「いいこいいこ。なかないで。よしよし」と撫なで撫でしてあげていた。

　それでほどほど回復した紫さんもある意味すごいんだけど……。

「やっぱり、美佳の撫で撫でが効いたんですか？」

　俺の質問と同時に、紫さんが急ハンドルを切ってミニバンが左右にぶわんと大きく揺れた。こ、こえええ。時速百キロ近くでそんな挙動をいきなりしないでください。

「その話はなさらないでください。お願いします」

　俺の方を向いて紫さんは真顔で言った。やばい。目が笑ってない。しかもアクセルをベタ踏みだ。

「つうか、前見て前！」

　いつの間にか、トラックに車体がつっこみかけていた。

「失礼しました」

　スピードを緩めて、紫さんは運転に集中しなおす。

　しばらく、沈黙が続いた。車は順調に流れている。マウマウランドの駐車場を出るまでの、長い渋滞の列がもうずっと昔のことのように感じられた。

　都内に入ったところで、俺は紫さんに聞く。

「あの、紫さん」

「なんでしょうか？」

「今後のことなんですけど……」

　漠然とした、これからのこと。これからの暮らし。俺と妹たちの人生について。何一つ決められなかった俺が、今日、こうして一日楽しんでしまって良かったのだろうか。

　みんな喜んでくれてたし、俺自身、すごく楽しかった。

　これが最後の日と言われても、悔いは無い。もちろん、もっとみんなと一緒にいられるなら……とは思うけど。

　紫さんはそっと唇を開いた。いつもの「お答えできません」を、俺は予感していた。

「あと数日だけ……待ってください」

　意外な返答に一瞬、唖あ然ぜんとした。あと数日で何か状況が変わるんだろうか。

「聞いてもそれ以上はこたえてくれないんですよね」

「はい。今はお答えできません」

　不思議だ。今日だって紫さんは俺に対して「お答えできません」で良かったはずなのに。

　これ以上聞くと、紫さんが鉄仮面をかぶり直してしまうように思えて、俺は口をつぐんだ。

　車内のバックミラーを確認すると、後ろの席の妹たちはみんな茨いばら姫ひめみたいに、すやすやと眠っている。

　明日からもまた、俺はみんなのお兄ちゃんでいられるんだろうか？









　May　　５／７　tue　　２　熱中。必中。シューティング。






　マウマウランドのお土産を、俺は千歳ちとせちゃんの分も合わせて万ま里り子こにプレゼントした。

　俺が一人で行ったなんていうのは不自然きわまりない。なので、中学時代の友達に急に誘われて……ということにした。けど、万里子はなんだか不思議そうだ。

　その日、行くはずだった友達の一人が、急病でどうしても行けなくなってチケットが余ったから。という体にした。

　嘘うそをつくのは心苦しいし、それならそもそもお土産なんて買わないで、行ったことを黙ってればよかったんだけど……小さ百ゆ合りがお土産の解説をして、おすすめしてくれたこともあり俺は押し切られてしまった。

　なんだか、ひとのせいにばっかりして言い訳がましいな。

　寂しそうな万里子に「次は必ず万里子も誘うから！」と、つい、言ってしまった。いつになるかわからないので、言ってから少し後悔した。

　万里子は「うん！　約束だよ」と、嬉うれしそうに目を細めて笑ってくれた。その笑顔で、俺は罪悪感にさいなまれる。それでも、嘘をついた報いにしては軽いよな。

　幸い、万里子はお土産も気に入ってくれたみたいだ。期間限定のストラップで、なかなか手に入らない限定品なんだとか。

　そんなやりとりをして万ま里り子こと別れ、帰宅した俺はスマートキーを確認した。

　状況は変わっていない。そのことにほっとしながら、俺は友とも美みの部屋に向かう。

　チャイムを鳴らすなり、友美の方からドアを開いて俺を部屋の中に引っ張り込んだ。

「にーちゃんにーちゃん！　おっかえりー！」

　テンション高ッ!?　友美はそのまま、俺をリビングまであっという間に連行する。

　Ｔシャツにショートパンツと、今日も友美はラフな格好だ。

「今日も元気だな？　つうか、いつもの三割増しって感じだ」

「だってさぁ。マウマウランドの帰りに寝ちゃったじゃん。おかげで充電はバッチリだけど、楽しさを語り足りないって感じでさ」

「その様子だと、友美はマウマウランドを満喫できたみたいだな」

「もうばっちり！　ほら、あの光線銃で宇宙人を撃つやつ？　あれ、超燃えたよね」

　宇宙船型のゴンドラに乗って、備え付けの銃で宇宙人の標的を撃つアトラクションがあったけど、たしか友美はその日のハイスコアを出して記念品までもらったんだっけ。

　じっと俺の顔をのぞき込んで、友美はちょっぴり憂うような表情になった。

「にーちゃんまさか、つまんなかったなんて言わないよな？」

「すごく楽しかったぞ」

　友美はほっと胸をなでおろした。安あん堵どとともに胸がゆっさり上下する。Ｔシャツの胸元だけが窮屈そうで……ううっ……友美は妹なのに視線がつい谷間に……。

　どうしてこうも見てしまうんだ。兄失格だぞ俺。

「よかった。ほっとしたよ。にーちゃんが楽しくないと、あたしだって寂しいし。でさ！　にーちゃんがどんな時に楽しいのか、妹としては興味津々なんだよね」

「いきなり何を言い出すんだ」

「い、いきなりってほどでもないと思うよ？　ちゃんと前振りもしたし」

　友美の目が少しだけ泳いでいた。声もうわずり気味だ。

「自然な会話の流れだったとオモウヨ？」

「大丈夫か？　声がひっくりかえってるけど」

「だだだ大丈夫だって。にーちゃんは心配性だなぁ。それより、可愛かわいい友美ちゃんの質問に兄として責任を持って答えること」

「俺が、どんな時に楽しいか？　だっけ」

　友美はうんうんと全身を振るようにうなずいた。つい、その激しい動きについて行けずにたわみ揺れまくる胸に視線が……。

　ちゃんと集中して考えろ俺。えーと、そうだな。ズバリ、今のこんな状況が俺にはとっても心地よい。

「俺は友とも美みたちと一緒にいると楽しいぞ」

「うぅ。恥ずかしいこと言うのは禁止」

　友美は赤くなってうつむいた。

「そっちが言えって言ったんじゃないか」

「そ、そうだけどさ。それ以外！　それ以外でお願いします！」

　急に敬語になる友美に、俺はしぶしぶ考え直した。

　改めて考えてみると思いつかない。悩む俺にしびれを切らして、友美は声を上げた。

「じゃあじゃあじゃあ！　趣味！　にーちゃんの趣味を教えてよ！　アブノーマルにならない範囲内でいいから」

「アブノーマルってなんだよ。というか、趣味って言われても……俺には趣味なんて……友美の多趣味さに圧倒されっぱなしだしな」

「そう言わずにぃ。なにかあるはずだって！　たとえばゲームとか、プラモとかエアガンとか？」

　秋あき葉は原ばらでデート練習をした時に、そういったものにたくさん触れる機会があったけど、自分で「あ！　これほしい！」なんて思うものは見つからなかったな。

　あの時は友美が楽しそうにしてくれて、それで満足って感じだった。

「うーん……」

　再び考え込む俺に、友美はソファーの後ろに回り込むと、背中側から覆い被かぶさるようにゲーム機のコントローラーを握らせてきた。後頭部に柔らかい膨らみが当たっているのですが……。

「よし。にーちゃんがそこまで言うならゲームしよ！」

　少し前傾姿勢になってから、俺は振り返って抗議した。

「そこまで言ったおぼえはないし、なんでまた唐突にゲームなんだ？　対戦しても俺じゃ友美の練習相手にはならないだろ？」

「対戦じゃなくて、にーちゃんには純粋にゲームを楽しんでほしいんだ」

「それだと……友美は退屈じゃないか？」

　俺がゲームをしている脇わきで、友美が暇をもてあましそうだ。友美は慌てたようにソファーの裏から出てくると、俺の隣に座って声を上げた。

「あ、あたしはいいの。ほら、ネットでゲーム実況とか流は行やってるじゃん。今日はにーちゃんがあたしのために、あたしだけの実況主になってよ」

「初心者丸出しの俺がゲームしてるのを見て、おもしろいのか？　アイストザンシャーとか、昔のシンプルなゲームじゃないと、ちゃんとできる自信ないぞ」

「恐れてばかりで前に進まなかったら進歩しないじゃん。最新ゲームのめざましい発展と進化に触れてみなよ！　そこににーちゃんの楽しいことが見つかるかもしれないしさ。それに、初心者っていうか、初見プレイだからこそ、やりこんでるプレイヤーの予想の斜め上を行くプレイをしたりするから！　ギャラリーとしてはそういう珍プレイ好プレイを期待しちゃうんだよね」

「まあ、友とも美みがそれでいいならかまわないけど。それで、何をプレイすればいいんだ？」

　友美は嬉うれしそうにうなずくと、テレビ台の脇わきにあるゲームのコレクション棚から、何本もゲームソフトを引っ張り出してテーブルの上に積み上げた。

　棚の下の段を探す友美は、こっちにお尻しりを突き出すようにしている。ショートパンツだからパンツは見えないけど、なんていうか……直視してるこっちが恥ずかしい。もうちょっと女の子らしいはじらいを身につけてくれないもんだろうか。

　友達感覚なところが友美の可愛かわいさだとは思うんだけど……うーん、注意すべきか良さを残すべきか。それが問題だ。

　俺が妙なことに迷っている間に、ソフトを見繕い終えて、友美は解説を始めた。

「えっとねー。まずはワールドクラブイレブン。これって、世界中の有名クラブに所属してる選手が実名で出てるやつ。実名だよ実名！」

「実名だとそんなにすごいのか？　というか、サッカーにはあんまり興味ないな」

「えー。にーちゃん本当にタマタマついてんの？　男子なの？」

「友美は女の子なんだから、そういう下品なことは言わないように」

「いいじゃん兄妹きようだいなんだしさ。んじゃあテニスはどう？　初代ファミゲー時代のテニスからグラフィックも進化して実写さながらだし、ゲーム性も進歩してるんだよ。スライスとかトップスピンとかフラットとか、色々打ち分けできるし」

「うーん。そこまでリアルなら、実際にテニスをした方が早いんじゃないか？」

「身も蓋ふたも無いこと言うなよにーちゃん。なら、このカーレースゲーム！　免許はまだとれないんだし、これこそゲームで体験するにはぴったりだよ。収録車種は全部実車で超リアル！　最新のスポーツカーからアメリカンマッスルカーにヨーロッパのクラシカルな名車も網羅してるんだよねぇ」

「好きな人には魅力的なんだろうな」

「にーちゃんの男の本能をくすぐるには、車ゲーもダメかぁ」

　友美なりにがんばってくれてるのに、食わず嫌いが過ぎたかな。

「友美がおすすめなゲームを一本にしぼってくれると、ありがたいです。選択肢が多すぎてどれを選んでいいか、正直わからないんだ」

「にーちゃんさ、あたしがおすすめしたゲームなら、それなりに楽しもうとがんばってくれるでしょ？　それじゃあちょっと寂しくてさ。ちゃんとにーちゃんに選んでほしいんだ」

　いつになく友美は真剣だった。友美が選んでくれた様々なジャンルの名作ゲームが、テーブルにはまだたくさん積まれている。

「わかった。じゃあ説明を続けてくれ」

「うん！　なら次はこれね。前にも紹介したかもだけど、シリーズ七作品……うち、二本は外伝っぽいけど、人気のヤクザアクションゲームだよ！　夜の繁華街を練り歩き、からんでくるヤクザやチンピラをフルボッコ！　キャバクラで豪遊したり博ばく打ちを打ったりやりたい放題。男の夢が詰まってるって感じ！」

「えーと、パスで」

「草食系のにーちゃんの気分転換にはうってつけだと思ったんだけどなぁ。なら、やっぱりこれがいいかな？　恐怖の館やかたの主になって、侵入者を罠わなにかけて殺すやつ」

「スプラッター＆バイオレンスはちょっと……」

　友とも美みはそれからも、いろんなゲームをおすすめしてくれたけど、結局「これだ！」ってのが見つからなかった。自分の気持ちに正直になったとはいえ、我ながら何にもフックしないなんて情けない。

「負けたよにーちゃん。友美ちゃんのゲームコレクションがまさか敗北を喫する日が訪れるとは思わなかった」

「ご、ごめんな友美」

「ううん。にーちゃんがちゃんと考えて正直に答えてくれた結果だしね。じゃあ、前言撤回して……」

「撤回って、まさか……」

　友美は自分の分のコントローラーを用意すると、ゲーム機を起動させた。

「ここは一つ、原点に戻ってＦＰＳしよっか！」

　やっぱりこうなるのか。と、思ったけど、俺がプレイしたいゲームを決められなかったのが、そもそも悪いわけだし。

　友美と一緒に遊べそうなゲームで思いつくものといえば、鉄道王シリーズなんだけど、俺……コンピューターの一番弱いキャラよりも弱いもんな。それにあれは、みんなでやるから楽しいんだ。と思ったところで、一つ疑問が浮かんだ。

「ところで友美。ＦＰＳっていうのは二人同時にプレイできるのか？」

「もっちろん！　ま、対戦って言ってもにーちゃんとあたしでコンビを組んで、ネットでいろんな人たちに交ざって遊ぶ感じだし。画面二分割になるんで、にーちゃんは下側ね」

「せめて一人用で動かし方の練習を……」

「こういうのはならうよりなれろってやつだよ」

　友美はゲームのスタートボタンを押した。画面が切り替わり、次々と参加プレイヤーらしき名前で空白欄が埋め尽くされ、あっというまにゲーム開始のカウントダウンが始まった。

　何度か友美がプレイしてるのを見たことがあるけど、えーとコントローラーの右のスティックで狙ねらいをつけて、左で移動して……いかん、ボタンが多すぎてなにがなんだかわからないぞ。

「にーちゃん始まったぞ！　こっちついてきて！」

「え、ええ!?　ちょっと待て。待ちなさい友とも美みさんや」

　テレビに映った分割画面の下に、俺のキャラが立っている。といっても見えるのは自分の手と持っている武器だけだ。俺の目の前で、仲間たちが一斉に走り出した。

　追いかけようとスティックを操作してキャラを前進させる。荒野の向こうに行ってしまう味方に、なんとかがんばってついていこうとしていると、友美が声を上げた。

「にーちゃんそれ、違う人！　あたしはこっちだって！」

　仲間といっても、みんな迷彩柄の服を着てて、どれが友美なのか判別できない。

　視点をぐるりと回すと、その場でぴょんぴょんジャンプしているキャラがいた。あれが友美なのか。

「どれも一緒に見えて見分けがつかないんだけど」

「そういう時はカーソル合わせて。名前が出るから」

　あっという間に、ほかのチームメートの姿は見えなくなってしまった。銃声が遠くから聞こえてくる。

「あっ！　にーちゃん後ろ！」

「へ？」

　ぼんやり立っていた俺の操作キャラが、一瞬で倒された。

「もう裏取りしてきたか。攻めてくるやつは嫌いじゃないよ」

　友美が俺を倒した敵兵をあっさり倒し返す。俺はといえば、自分が倒される姿をリプレイ画面で見せられていた。それから、急にまた荒野にぽつんと立った画面に切り替わる。

「にーちゃんリスポンしたから、まずは隠れよっか」

「ポルトガルの首都がどうしたって？」

「それはリスボン！　って、また死んでるし！」

　棒立ちだった俺のキャラが、またしても倒されてしまった。

　復活してから五秒もしないうちに、どこから撃たれたのかもわからず倒されるなんて不条理だ。

「よし、復活したぞ。えーと、隠れればいいんだよな」

　三人目の俺は荒野の真ん中に陣取る、基地みたいな建物を一直線に目指した。

「あっ！　にーちゃんまっすぐ行きすぎ！」

「まっすぐって、正面に隠れる場所があるんだから最短距離で向か……し、死んでる!?」

　建物の入り口まで走っていった俺は、超遠距離から狙そ撃げき手のスナイパーライフルで撃たれていた。

　コントローラーを握る手が、じわっと汗ばんできたのがわかる。

「なあ友とも美み。無敵アイテムとかないのか？」

「うーん、さすがにそういうのはないかな」

　あったらあったで、みんなそれを使ったらゲームにならないか。と、思っている間に四人目の俺が生まれた。ちなみに、ゲームが始まってから俺はまだ一発も銃を撃ってない。このゲームには似つかわしくない平和主義者っぷりだ。

「せめて撃たないと始まらないよな」

　なんとなく、俺はその場で空に向けて銃を撃ってみた。ダダダダダダダッ！　と、銃声が響き渡る。

「おお、コントローラーがブルブルってなるのか」

「にーちゃん、無駄な発砲すると、敵が集まって来ちゃうよ？」

「今、復活したばっかりなんだし、そうそう敵がくるわけ……あっ」

　建物の陰から誰だれかが顔を出したかと思った瞬間、四人目の俺は死んでいた。

　五人目も六人目も七人目も八人目も。ああ、俺ってば死にすぎだ。

　九人目の俺が、ようやく人影を発見して背後をとった。偶然だけど、チャンス到来だ。

「友美。やっと一人倒せるぞ！　って、あれ、弾が当たらないな」

　俺のキャラは銃を連射した。トリガーボタンを引きっぱなしにして、弾が出なくなるまで撃ちきる。

「にーちゃん、それ……あたしだし。味方には弾が当たらないルールだから、味方殺しにはなんないんだけどね。知らない人にそれやると嫌がられるから、やっちゃだめだよ」

　そう言いながら、俺の不用意な銃声に集まってきた敵チームの三人を、友美はきっちり倒してみせた。ちなみに、俺はその三人を目視する前にやられている。

「にーちゃん、初心者だからしょうがないけど、それにしたって不用意に飛び出しすぎだよ。それに、銃は威力重視でサプレッサーがついてないやつだから、撃ったら敵が来るって思わなきゃ。あと、足音も立てすぎかな。特に室内では、ゆっくり移動して足音をたてないようにね。それから、部屋に入る時はカッティングパイっていって……」

「そんなに一気にはできないから、アドバイスは一つにしてくれ！」

　思わず声が大きくなった。さっきからずっとやられっぱなしで……少しむかつく。悪いのは自分なのに……なんか悔しい。

　俺が大声を出したことに、友美は目を丸くさせた。

「ご、ごめん。びっくりさせちゃったか？」

　すぐに友美は笑顔になった。

「ううん。にーちゃん、結構熱くなってんじゃん。なんか嬉うれしいかも」

「でも俺、思いっきり仲間の足を引っ張ってるよな」

「初心者なんだしそれが普通だって。それより、にーちゃんが真剣にプレイしてくれてることがあたしは、すごく嬉うれしいし。あっ！　にーちゃんチャンスだよ！」

　俺の画面の中に、偶然敵兵が飛び込んできた。目を離していて、俺は棒立ちになっていたのだが、ピクリとも動かなかったおかげで相手は俺に気づかなかったみたいだ。

　敵兵は物陰に隠れて、弾倉の交換を始めた。俺の方からはその姿が丸見えだ。

「にーちゃんやっちゃえ！」

「お、おおおう！」

　人を撃つのはゲームだとわかってても、ちょっと抵抗がある。けど、ゲームはゲームなんだし、むしろちゃんと参加しない方が失礼にあたるかもしれない。

　右スティックで狙ねらいを定めて、トリガーボタンを引く。

　ダダダダダダッ！　と、弾が発射された。敵は……生きていた。というか、俺の銃の弾はほとんど当たってないみたいだ。こっちに気づいた敵は、交換し終えた弾倉の弾を俺にたたき込んでくる。またしても俺だけご臨終である。

　それがこの試合の最後のキルだったみたいで、俺が大いに足を引っ張ったこともあり、チームは負けてしまった。

「にーちゃんどんまい！　次はちゃんとエイムすればうまくいくって」

「お、おう！　もう一回！　もう一回だ！」

　このままやられっぱなしは、さすがに情けない。それに、やっと操作方法がわかってきたところだ。

「お！　にーちゃんガッツあるじゃん。じゃあこのまま次の試合にいってみよっか」

　それから三時間、俺は友とも美みとどっぷり肩までＦＰＳ漬けになった。

　というか、三時間かけてやっと一キル……敵を一人倒したわけだ。その間に百人単位の俺が死んでいる。さすがに自分でも才能が皆無だとわかる戦績だ。

　ゲームを終えてコントローラーを置くと、俺はソファーの背もたれに体重をあずけて背伸びした。

「こんなにゲームに集中したのって、生まれてはじめてかもしれない」

　友美が途中で冷蔵庫からもってきたコーラのペットボトルに口を付ける。

「ぷっはー！　にーちゃん下手だな」

「言うなって。それに、実際に遊んでみて友美がすごいってことがよーくわかったよ」

　敵の弾を避よけるみたいな動きをしたかと思えば、狙いを的確に付けながら自分自身は動き回って相手を翻ほん弄ろうし、そのうえ待ち伏せしている相手の位置が、手に取るようにわかってるみたいな……ともかく友美は超能力者じみた戦い方をする。

「で、どうだったにーちゃん？　自分の力でゲットした一キルは？」

「しんどかったけど、達成感はあったよ」

　俺みたいな超初心者に撃たれた人はご愁傷様だ。

「真剣にゲームするにーちゃんなんて、超レアだよね」

「疲労感が半はん端ぱじゃないな。もうＦＰＳは勘弁してください」

「だらしないなぁ。じゃあ友とも美みちゃんがにーちゃんの眼精疲労をとってあげよう！」

　するりとソファーの後ろに回り込んで、友美は俺の頭を後ろから抱くようにすると、その手で俺の目の辺りをふさいで揉もみ揉みしはじめた。

　友美の手の温かさがじんわり気持ちいい。それに後頭部には二つのやわらかい膨らみが押しつけられて……い、いかん。

「ちょ、ちょっと待て！」

「待たないよぉーだ。にーちゃんは揉み揉みの刑に処す！　異論は認めない」

　ああ、このままだと友美のマッサージに落ちてしまいそうだ。

　だんだん眠くなってきた。

　……そういえば、何かにこんなに本気になったのはいつ以来だろう。

　今の状況になってから、友美たち妹のことを考える時は、本気だった。真剣にやってきたつもりだ。

　けど、それはやらなきゃいけないことであって……それ以外のことで本気になるなんて、本当に本当に久しぶりな気がした。
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　万ま里り子こと一緒にお弁当を食べるのが、すっかり普通のことになっていた。正確には食べさせてもらう……だな。

　たまには俺が万里子にお弁当を作ってお返しをしたいけど、作れるレパートリーはカレーオンリーだ。カレーって……どうがんばってもお弁当にはならないよな。

　なんてことを万里子に話したら、万里子は「そうだね。ちょっと向いてないかも」と無邪気に笑ってくれた。

　途中から「料理ができる男はもてる」なんて話にもなったけど、俺にはちょっと無理そうだ。

　一応、料理に関しては、良い先生を買って出てくれそうな妹がいるにはいるけど……そのことは万里子に言えずじまいだった。

　いきなり五人も妹ができたなんて、嘘うそっぽすぎて信じてもらえるわけないし。

　そんなことを思い起こしながら、帰宅した俺は小さ百ゆ合りの部屋のチャイムを鳴らした。

「一日千秋の思いでお待ちしてました。お兄様！」

　ドアを開いて俺を迎え入れた小百合は、うやうやしくお辞儀をした。

「そんなオーバーな……」

「こうして二人きりになれるのに、おおげさなことなんてありません。妹冥みよう利りに尽きますから」

　顔をあげると小さ百ゆ合りはとびきりの笑顔で言った。

　手を引かれてリビングに通される。九官鳥のキューちゃんが……今日はやけに静かだ。

「こんにちはキューちゃん」

　俺が声をかけると、キューちゃんはカゴの中で小さく首を左右に振った。

『お兄様がいらしたら、おとなしくしてるんですよ』

　どうやら、小百合の言いつけを守っていたらしい。けど、そんな小百合の口ぶりをそっくりキューちゃんは真ま似ねてしまった。

　ほっぺたを赤くして、小百合が声を震えさせる。

「え、えっと……キューちゃんそれは言わないでください！」

『キューちゃんそれは言わないでください！』

　こういうのをオウム返しっていうのかな。キューちゃんはオウムじゃなくて九官鳥だけど。

　これ以上、キューちゃんには何を言ってもきりがなさそうなので、小百合は黙ってうつむいてしまった。

　さてと、今日は小百合とはなにをしてすごそうか。

「え、ええと、小百合？」

　俺が声をかけた途端、がばっと勢い良く小百合は顔を上げた。

「はいお兄様！　なんなりと申しつけてくださいね！」

「いやいやいや、申しつけることなんてないんだけど」

「お兄様のお役に立てるだけで幸せですから」

　ワクワクした顔で小百合は俺に訴えた。こうしてみると……なんだかちょっと犬っぽい。小百合のお尻しりに、ふさふさのしっぽがブンブン揺れているような錯覚にみまわれる。

「ええと……そうだ！　マウマウランドではありがとうな。小百合がガイドをしてくれたおかげで、みんな楽しく過ごせたよ」

「本当ですか？」

　小百合の瞳ひとみがキラリと輝いた。

「ああ。本当だ。今回は小百合にたくさんがんばってもらったからな。だからっていうわけじゃないけど、小百合も俺にしてほしいことがあったら、遠慮無く言ってくれよ」

「あの、でしたらお兄様。お願いがあります」

「なんだい小百合？」

「が、ががががんばったご褒美をください」

　小さ百ゆ合りはプルプルと全身を小刻みに震えさせた。

　最近、洋服を買うのに目覚めた小百合がほしがるご褒美か。いったいなんだろう？

「なにか欲しいものがあるのか？」

「お兄様のハートをください！」

　そっちのお願いかっ！　まだ、その……なんというか、兄妹きようだいの一線を踏み越える的なのは継続中みたいだな。

「さすがに可愛かわいい妹の頼みでも、俺の心臓は捧ささげられないな。死ぬから」

「そういう意味でのハートじゃありません！　私が欲しいのはお兄様の心です」

「仮にもしあげたとして、どうするんだ？」

「ハートとハートを重ね合わせたり、お兄様の大事なものと、私の大事なものを重ね合わせたりしたいです。その、あの……身体的な意味で」

　恥ずかしそうにもじもじしながら、言ってることはストレートすぎる!?

　前にも兄妹だとたしなめたのに……どうすればいいんだ。

「小百合。俺達は兄妹なんだ」

「お兄様はどれだけフラグを折れば気が済むんですか？　据え妹に手を出さねば兄の恥ということわざを、ご存じないのですか？」

「ことわざを改造するんじゃない」

「ですが、私はがんばったんですよ？　いっぱいいっぱい、がんばったんです」

　敬語でずうずうしくなりながら、小百合は正面から俺に身を寄せると、ぴたっと密着してきた。まだ大きくなりかけな胸がすいつくように俺の身体からだに……。

　なんでこうも、スキンシップが大好きなんだ我が家の妹たちは。

　俺が下を向くと、小百合は見上げるように俺の顔をのぞき込んできた。

「お兄様。私に名案があります」

「な、なんでしょうか？」

　その真剣なまなざしに、つい敬語で返してしまった。

「ハートが欲しいというのは、あの……交渉術の基礎というか、最初に無茶なお願いをしておいて、次のハードルを下げた要求をお兄様にのんでいただくための、前振りです」

「それを俺に解説しちゃったら、せっかくの交渉術が台無しじゃないか？」

「はっ……うう、お兄様は交渉上手ですね」

　いやいや、自爆ですから。普段はしっかりしてるのに、相変わらずテンパると小百合は不安定になりがちだな。

「ええと、小百合の本命のお願いっていうのはなんだい？」

「わ、私の最初の人になってください。私の大事なものを奪ってください」

　あんまり変わってない!?

　無理です。ハードルは全然下がってません。人として兄として男として人間として、守るべき大事なものがあるでしょうに。察してください妹様。

「いいか小さ百ゆ合り。そういうことはだな……」

「そういうとは、具体的にはどういった状況を想定してるんですかお兄様？」

　小百合は小悪魔っぽく笑った。しまった、誘導尋問か!?

「ど、どういった状況って……その、小百合の最初の……ってのは、つまり……その」

「お兄様？　もっとはっきりおっしゃってください」

「だ、だから。女の子の大事なものを奪うのは……そうだ！　なんであれ、奪われていい大事なものなんてないんだ」

　俺の力説を、小百合はそよ風のように受け流し……というか、カウンターを打ち返してきた。

「私はお兄様になら、なんだって喜んで捧ささげますから」

　小百合はそっと俺の首に腕を回してきた。いかん、ふりほどけば小百合の気持ちを傷つけるし、そうでないなら……ど、どうなるんだ!?

「お兄様。ついうっかりということもあると思います。兄妹きようだいで仲良くじゃれあっていたら、うっかりそういうことになってしまった。事故です！　事故を装いましょう！」

　顔を真っ赤にしながら小百合は俺に訴えた。恥ずかしいなら言わなきゃいいものを……まったく、今日の小百合はこれまで以上の暴走っぷりだ。

「事故なんて装うな！　人の道を行くのも安全運転が第一だ」

　ふっと、小百合が真顔になった。寂しげに俺を見つめる。

　やばい。こういう時の、かすかに儚はかなげな表情をする小百合に見つめられると、ゾクッとするんだ。

「お兄様は私のことがお嫌いですか？」

　その質問は……反則だ。

「す、好きだけど……」

　再び、小百合は嬉うれしいと恥ずかしいを足して二で割ったような顔に戻った。

「ならよろしいではありませんか？　両者の同意と合意の下もとに、大事故を起こしたように装いましょう」

「小百合は、じ、事故でいいのか？」

「もちろんです。私にとっては、どんなことであっても、物事の最初がお兄様と一緒であることが、なにより大切で、幸せですばらしいことなんですから」

　だめだ。何を言っても説得できそうにない。こうなったら……やるしかないか。

　せめて大事故にならないよう、俺の方からぶつかって砕けるのみだ。

　俺は優しく包み込むように小百合を抱きしめると、ゆっくりと顔を小百合に近づけた。小さ百ゆ合りはかかとをあげて背伸びをしながら、そっと瞳ひとみを閉じる。

「ああ！　ついにお兄様が私と転落事故してくださるんですね。車両も崖がけ下したで大破して大炎上してしまいそうです！」

　俺はそっと、小百合の……おでこにキスをした。

　すぐに小百合の批難めいた視線が飛んでくる。ほっぺたをぷくーっと膨らませて、小百合は俺に抗議した。

「あの、お兄様？　それではバンパーが凹へこんだ程度なんですけど」

「どういうたとえ方だ。こっちはこれでも心臓が飛び出るくらいドキドキしてるんだが」

「そ、そうなんですか！　私のおでこにキスするだけで興奮のあまり山の頂に達してしまいそうになるなんて……お兄様ったら……登山家ですね」

　たとえ方がおかしい！　というか、エスカレートしてるし……。

　小百合は俺の心臓のあたりに耳を添えると、心音を聞きながらぽやーっとした表情になった。俺の心臓は短距離走をした直後みたいに、バクンバクンと早鐘を打ち鳴らしっぱなしだ。

　荒くなりそうな呼吸を整えるだけで、精一杯だった。

　ほんの少しの間、小百合と俺は何をするでもなく密着したままだった。だんだんと、呼吸も心音も元のリズムを取り戻していく。













　俺の心音が完全に落ち着いたところで、小さ百ゆ合りの方からそっと離れた。

「これ以上、お兄様を刺激しては夜まで持たないですよね」

　なにをどう持たせようっていうんだ。

　嬉うれしそうに目を細める妹に、なんて返していいのかわかりません。

　お兄ちゃんは妄想力豊かな小百合が心配です。というか、俺……妹にキスしちゃったんだな。おでこだけど。

「お兄様、顔が真っ赤です」

「と、ととと当然だろ！　こんな過剰なスキンシップはしたことないんだから！」

　子供の頃ころはなにもわからずに、万ま里り子こに「おでこにチュ！　して。ほっぺでもいいよ！」と言われるままに、してしまったことがあるけど、キスをするなんてそれ以来だ。

　兄妹きようだいなのに……ああ、なんてことを俺はしてしまったんだ……。

「もしかして後悔してるんですか？」

「し、してないぞ」

　してるなんて言おうものなら、小百合を傷つけることになる。

「強がりはいけません。もっと素直になってください。おでこだけでは物足りないんですよね？」

　上着のボタンに指をかけながら、小百合は熱っぽく俺を見つめた。

「急に用事を思いだしたので、今日はこのへんでおいとましようかな」

「怖がらなくてもいいんですよ？　けど、仕方ないですよね。ほんの数週間前まで他人だったわけですし、妹を素直に愛せるようになるまで、私がお兄様の兄リハビリ……略してアニハビリに協力しますから」

「新しい用語を作るな！」

「お兄様のことは、妹と一緒にお風ふ呂ろに入ることに抵抗感がなくなるくらいの、立派な兄に私がしてさしあげますから」

　胸を張る小百合に、俺は心の中で頭を抱えた。

「というか、俺の妹にならない宣言をしたよな？」

　思いだしたように、小百合はそっぽを向いた。

「あ！　私としたことがお茶も出さずに。お兄様、まずはくつろいでください」

　小百合の場合、妹になってもならなくても危険な気がするけど……。

　ともあれやっと一息つけそうだ。俺は座布団に座って胸をなで下ろした。その間に、小百合はいつものお茶を淹いれてくれた。

「お茶が入りました。お兄様」

「ああ。ありがとう小百合。いただくよ」

　小百合が淹れてくれたお茶は、渋みがなくて香りも豊かで美お味いしかった。さっきまでのおかしな会話が嘘うそみたいに、一服したら落ち着いた。

　小さ百ゆ合りはどこに出しても恥ずかしくない立派な妹だ。ただ、性格的に一部とはいえ極端すぎるところがあるのが、玉に瑕きずというか心配というか。

　小百合もお茶で口元を湿らせると、俺をじっと見つめてきた。さっきの続きはできれば勘弁してください。

「お兄様。質問してもいいですか？」

「ええと、なんだい小百合？」

　妹たちの中でも特に、小百合に対しては、できるだけ拒絶するような素振りは見せたくない。他ほかの姉妹がいる時は、小百合は大人であろうと我慢してる気がするので、二人きりの時はなおさら、小百合のしたいように振る舞ってほしかった。

　さっきのは、さすがにちょっとやり過ぎだけど。

「あの、お兄様の好きな食べ物はなんですか？」

「好きな食べ物？」

「はい。好きな食べ物です」

　紫むらさきさんが用意した俺に関する資料には、和食系が好みで肉じゃがが好き……ってなってたはずだし、小百合はそのマニュアルを誰だれよりも熟読してたのに……どうしたんだろう？

「えーと、和食系かな」

「できれば、洋食っぽいものでお願いします」

　最近、料理好きの間では好きな食べ物のリサーチをするのが流は行やってるのか？　万ま里り子こも俺に聞いてきたし……。

　そういえば万里子には悪いことをしちゃったな。結局、俺は自分の好みがわからなくて、万里子のリサーチにちゃんと協力できなかったんだ。

　小百合はじーっと、お地蔵さんみたいに固まって俺の返事を待っていた。

「ええと……そうだな」

　何かないか？　洋食っぽいもの……。

　最近、変な夢を見たような気がする。うまく思いだせないけど、俺は夢の中でごちそうを食べてたんだ。誰かと一緒に……。

「あっ！　オムライス！」

「オムライスですかお兄様？」

　小百合が目を驚いた猫みたいにまん丸くさせた。

「そうそう。オムライスだ」

「意外です。けど、それでしたらバッチリですね」

　俺も自分で言い出しておいて、確かに意外だと思う。というか何がバッチリなんだ……？　と、俺が疑問に思ったところで、小百合まで首を傾かしげた。

「ところで、どうしてオムライスなんですか？」

「よくわからないんだけど……いや！　もちろん食べたいっていうのは本当だし、嘘うそもついてないし無理もしてない。本当に……理由はわからないけど、オムライスって気持ちになったんだ。子供っぽいよな？　それに、ばあちゃんが作ってくれたことなんてなかったのに、なんだか自分でも不思議だよ」

　小さ百ゆ合りはうんとうなずいた。

「良かったです。お兄様がちゃんとリクエストしてくれて。私も嬉うれしいです」

「そ、そっか」

「では、任せてくださいお兄様。最高のオムライスを作ってみせます。ところで、オムライスの卵はとろとろですか？　それとも薄焼きですか？」

「薄焼きだったな。あと、旗が立ってた」

「旗？　ですか」

「あ、いや。なんでもない。忘れてくれ」

　どうして旗なんて言ったんだ俺は？　それに薄焼き「だった」なんて言い方も、我ながら変な感じだ。

「それではお兄様。いちゃいちゃタイムと質問タイムはこれくらいにして……今日はお勉強をがんばりましょう。私がお兄様と同じ七しち葉よう学園に入学するためにも！」

「え？　あ……はい」

　唐突に勉強をすることになってしまった。けど、俺としてはありがたい。

　しばらくの間、俺と小百合は机にノートと参考書や教科書を並べて勉学にいそしんだ。

　一区切りついたところで、小百合がそっと立ち上がる。

「そろそろ、御夕飯の支度をしますね」

「俺に手伝えることはないか？」

「お兄様はお勉強でお疲れですし、ゆっくりなさっていてください」

　小百合はキッチンでエプロンをつけると、夕飯の支度を始めた。

　ご飯の炊けるふわっとした匂においがリビングの方まで流れてきた。それから味み噌そ汁しるの心温まる香りと、焼き魚の皮がこんがり焦げた香ばしさ……ってあれ？

　途中で気になって俺はキッチンに顔を出すと小百合に聞いた。

「オムライスを作ってくれるんじゃないのか？」

　小百合は困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「そ、それは……えっと、材料を切らしていて……」

「ご、ごめん。そうだよな。俺の思いつきのリクエストなんだし」

「オムライスはまた次の機会に……それまで練習しておきますから」

　小百合は予習さえしていれば、なんでもできちゃうような女の子だ。予習ができないと、本人が不安になって失敗することがある。その失敗がもとで、更に失敗を重ねちゃったりもしてしまう。

　だから、小さ百ゆ合りにはなによりもまず、準備期間が必要なんだよな。

「小百合の作ってくれるオムライス、楽しみにしてるよ」

　そんなわけで、本日の夕飯は和食なメニューだった。









　May　　５／９　thu　　４　訪問。校門。放課後デート。






　今日は日直の仕事で、万ま里り子この帰りは遅くなるらしい。

　何か手伝えないかと思って声をかけたんだけど「大丈夫だよ。それより……」と、万里子に心配されてしまった。俺がクラスの男子になじめていないのを、気に掛けてくれていた。

　太たい子し堂どうの名字のことに加えて、いつも万里子にくっついて歩いていたために、俺はすっかりクラスメートたちと疎遠になってしまったのである。

　学校にいるあいだ、俺は万里子に甘えっぱなしだ。妹たちからも「もっと自分の時間を大事にしてほしい」と言われたばっかりなのに……。

　そうだ！　これはきっと、友達作りのチャンスなんだ！

　一念発起して、俺は放課後、まだ教室に残っていたクラスメートの男子に話しかけてみた。

「あっ……ごめん。これから部活なんだ」

「太子堂さん、す、すみません。外せない用事がありまして。失礼します」

「彼女に相手にされないからって、こっち見んなよ」

　最後の男子──平ひら岡おか君にだけは言いたい。万ま里り子こは彼女じゃなくて、ただの幼なじみなんだ！

　と、俺が弁明する前に、平岡君は舌打ちして、さっさと帰ってしまった。

　万里子が忙しいから、急に男子の友達を作ろうとすり寄ってくるなんて、よろしくないですよね。はい。不徳の致すところです。

　仕方ない。大人しく一人で帰ることにしよう。泣いてないからな。目にゴミ的な何かが入っただけだ。べ、別に……寂しくなんかねーし。

　昇降口から外に出て校門に向けて歩く。放課後のこの時間に下校する生徒の影は、まばらだった。

　校門を出てすぐの所に、生徒の人だかりができていた。しかも、女の子たちから黄色い声があがっている。となると、事故や事件の類たぐいじゃないな。それならいったいなんだろう？　芸能人でも来てるのか？　卒業生の有名人が母校を見に来た……なんてこともあるかもしれない。

　俺が校門につくころには、人だかりはひときわ大きくなっていた。

　誰だれかが足を止めると、つい気になって見てしまうものだ。例に漏れず、俺もこの人だかりの正体が気になって、足を止めてしまった。

　校門の脇わきに立っていたのは──とびっきりの美少女だった。













　すらっとした長い足にモデルのような身のこなし。服は胸元がやや開き気味なゴス系デザインのドレス姿で、まるで別世界からやってきたお姫様みたいだ。

　彼女にはこの人だかりが想定外だったみたいで、赤面したまま固まってしまっていた。

　自分を取り囲む生徒たちの中から俺を見つけると、美少女は手を振った。

　その表情は、ほっと安心したような柔和な笑顔だ。男子だけでなく女子までも、その場に居合わせた誰だれもが見入ってしまうような、素敵なスマイルで彼女はこう言った。

「よかったぁ。ちゃんと合流できて」

　彼女が一歩、俺の方に踏み出すと人ひと混ごみが真っ二つに割れた。早足でまっすぐ俺の下もとまでやってくると、彼女はそっと俺の腕をとり、腕組みをして歩き出す。

「ちょ、ちょっと……」

「今日は万ま里り子こさんは一緒じゃないの？」

　ゴス系ドレス姿の極上な美少女──優ゆう希きはきょろきょろと周囲を見渡した。

「日直で遅くなるみたいで……」

「そっか。会ってみたかったような、ほっとしたような感じだよ」

　人混みがざわついた。俺は自分が思っている以上に、いろんな人に存在を認知されているらしい。

「あれ、太たい子し堂どう陽よう一いちじゃない？」

「えっ!?　マジか？」

「たしか新入生の首席の子とデキてるって話じゃ……」

「これは三角関係の線が濃厚だな。あの子は許嫁いいなずけの可能性が高いぞ。学校にまで押しかけてくる美少女なんて、許嫁以外に考えられないだろ」

　俺は歩くスピードを速めた。

「うわ！　いきなりどうしたの兄さ……陽一くん」

　優希は俺を兄さんと呼びかけて、言い直した。俺が妹の存在を伏せてることを、察してくれたみたいだ。

　俺は心の中で耳を塞ふさいだまま、優希を連れて校門から離れた。

　しばらく通学路を歩いて落ち着いたところで、優希が申し訳なさそうに俺に言う。

「ごめん兄さん。いきなり押しかけちゃって」

　俺は立ち止まると首を左右に振って断言した。

「学校に来るなとは言ってないし、今のはその……色々とタイミングが悪かっただけだよ。優希が気にすることは何もないから」

「で、でも……兄さん、すごく誤解されちゃったみたいだし。い、許嫁……とか」

　優希は恥ずかしそうに顔を真っ赤にさせた。

「誤解ならされなれてるよ。それに、弁明すればしたで余計に大おお事ごとになりかねないし」

「うう、ただでさえ友達のいない兄さんなのに、学校の人たちに余計な誤解をさせちゃうなんて……ボクが至らなかったよ」

　こっちがフォローするほど優ゆう希きは泣き出しそうな顔になってしまった。というか、友達がいないのは図星だけど、改めて現実を突きつけないでくれ！　話題を変えよう。

　歩き出しながら、俺は優希に聞いた。

「ところで、優希の方から訪ねてくるなんて、どうしたんだい？」

「じ、実は兄さんに……お願いがあって来たんだ」

「お願い？　家で待っててくれても良かったのに」

　うっかり口がすべった。またしても優希は眉まゆを八の字にさせてしまう。

「うう！　ごめんね兄さん！　まさかあんなに人が集まってくるなんて思わなくて。ボクが似合わないスカートなんてはいたばっかりに。いくら反省してもし足りないよ」

「あの人ひと混ごみはなんていうか……その服が優希に似合いすぎてて、モデルでも来たのかって誤解されてたんだと思うぞ」

「兄さんは優しいね。けど、優しい嘘うそでボクを包み殺さないで」

　嘘じゃないんだけど、言ってもなかなか信じてくれそうにないな。

　優希は自分の持つ女子力に本当に自信がないみたいだ。

「スカート姿で外出できるようになったんだし、優希は自分で思ってるよりもずっと成長してるぞ」

「これはその……空うつ蝉せみさんの新作なんだ。これを着て外を歩いてほしいって。モニターっていうかなんていうか……そ、それに万ま里り子こさんにも会うかもしれないし、ちゃんと女の子らしい格好じゃないとって思って。も、もちろん兄さんが困らないように、妹って名乗り出ないつもりでいたよ。中学時代の後輩ってことに……うう……」

　焦ったように声を裏返させながら、優希は早口でまくし立てた。

　なるほど。空蝉さんこと世せ霊れ音ねが優希の背中を押したのか。普通の女の子がこのドレスを着て外を出歩いてたら、浮きまくりそうだ。

　世霊音のやつ、デザインが攻めすぎじゃないか？　胸なんて大きく開きすぎだし……まあ、着ているのが優希だからこそ浮くようなことなく……というか、似合いすぎて人だかりができるほどで、攻めまくりな世霊音の見立てはバッチリだったわけだけど。

　優希はすっかり落ち込んでしまった。

　素直で心優しい妹は、俺に色々と気を遣ってまで、こうして会いにきてくれた。

　優希が「中学の後輩」なんて嘘を考えたのも、元はといえば俺が万里子に優希たちのことを、ちゃんと話せていないからだ。

　話してしまって、万里子との今の関係が壊れるのが……怖い。

　けど、それでも……いつかは言わなきゃいけない。

　いや、いつかなんて思ってたら、いつまでたっても言えなそうだ。

　いつだって俺は問題を先送りにしてきた。逃げてきた。もう、逃げたくない。

　優ゆう希きが学校に来てくれなかったら、俺はきちんと向き合おうとしなかったと思う。

　近々、時間を作ってみんなに万ま里り子こを紹介しよう。

　そうなると、必然的に俺がおかれてる現状についても、万里子には知ってもらうことになるな。万里子がどんな顔をするか、想像も付かない。

　心を決めると、少し落ち着いてきた。冷静になってようやく俺は気づく。

　今日の優希の行動は大胆というか、普段の彼女らしくないように思えてならない。

　事前通告も無しに学校まで押しかけてきたのが、友とも美みや小さ百ゆ合りだったら「しょうがないか」となるんだけれど、優希だったのは意外だった。

「それで、優希のお願いっていうのはなんだい？」

　優希は肩をすぼめて、うつむきながら呟つぶやいた。自信なさげな仕草をする優希を見てると、励ましてあげたくなる。元気づけてあげたくなる。

「ボクも……兄さんとデートしたくて。も、もちろん万里子さんと用事があったなら、兄さんの予定を優先してもらうつもりだったし、ボクのことは気にしないでほしいっていうか……」

「気にしないわけないだろ。妹なんだから」

「うう……け、けど……変だよね？　兄さんとデートするのって。友美ちゃんの時はその……えっと……トレーニングみたいなもので……ぼ、ボクにはその必要はないかもしれないけど、でも……でも……」

　優希は耳まで真っ赤にさせていた。うまく言葉がまとまらなくて、混乱してるみたいだ。

「変じゃないって。兄妹きようだい仲良くデートしてもいいじゃないか！」

「そ、そうなのかな？」

「この世にデートしてる兄妹なんていくらでもいるだろう!!」

　あくまで俺の主観です。とはいえ、自信を持てない優希にはなにより、断言してあげることが必要なんだ……と、思う。

　プルプルと小動物みたいに震えながら、優希は少しだけ潤んだ瞳ひとみで俺を見つめた。

「い、いいの兄さん？　兄さんに迷惑をかけちゃったのに」

　さっきの人だかりだって、誰だれが悪いわけでもない。優希が魅力的だったから、起こってしまった自然現象みたいなものだ。

「迷惑なもんか。それに俺もなんていうか……今日は一人だったし。優希が来てくれて良かったよ」

「じゃ、じゃあ二人っきりでデートできるの!?」

「デートっていうのはそもそも二人でするものだろ？」

　もう、兄妹きようだいでデートなんて変だ……とは思うものか。

　世せ霊れ音ねや友とも美みと俺はデートしまくりなわけだし。兄妹でデートすることは自然なことなのだ。悪いことのはずがない！

「ボクら兄妹なんだよ？　デートっていうのは恋人同士がすることなんだよ？」

「自分からデートしたいって言っておいて、今さら怖おじ気けづいたとは言わせないぞ」

「う、うん……」

　優ゆう希きは寄り添うようにくっついてきた。俺の耳元に囁ささやきかける。

「なんだか、こうしてくっついて歩くと恋人同士みたいだね」

　ま、まさか……優希まで小さ百ゆ合りみたいなことは考えてない……よな？

「優希みたいな美人と腕を組んで歩けるなんて、兄冥みよう利りに尽きるよ」

「恥ずかしいよ兄さん！」

　口で怒ってみせながら、優希は一層俺にくっついてきた。少し、歩きづらいです。

　ともかく、本日これからの予定は優希とデートに決定だな。

　結果的にクラスメートの誰だれからもスルーされてしまって、失意のまま帰宅する予定だった俺を優希が救ってくれた……と、いうことだ。

　さてと。このまま当てもなく閑静な住宅街を歩いていても、一向にデートらしくならないぞ。これじゃあただのお散歩だ。

「優希はどこか行きたいところはあるかい？」

「兄さんと一緒ならどこに行っても楽しいよ」

　まいったな。「何食べたい？」「何でも良い！」みたいな感じだ。

　ここで揉もめるパターンの定番は「何でも良い！」と言った方が、メニューが決まったあとで「やっぱりやだ」と、文句を言うケースにほかならない。

　優希の場合はそういう心配は皆無だろう。とはいえ、せっかく優希が勇気を振り絞って俺に会いに来てくれたんだから、それに報いるようなデートにしたい。

　どこに行けばいいんだろう？

　悩む俺に優希が提案した。

「むしろ、ボクは兄さんが行きたいと思うところに行ってみたいな」

「俺が行きたいところ……か？」

　ぱっと思い浮かばない。

　あれがしたいとか、あそこに行ってみたいとか。そういうのが考えなきゃ出てこないなんて……いや、考えても出てこないくらい、俺は重症みたいだ。

　こんな病気は存在しないだろうし、そもそも自分で言うのも変だと思うけど、俺は願望欠乏症なのかもしれない。こと、自分に関する事柄に関して、誰かのためとか理由付けしないと、自分でも何がしたいのかわからなくなる時がある。

　今まではそれでも、何も問題はなかったんだ。「どうしたいの？」なんて、聞いてくる人が、長い間いなかったから。

　結局、流されるままの空っぽな人間なんだな。俺って。

　優ゆう希きたちとふれ合うことで、そんな自分にやっと気づけた。

「ちょっと待ってくれ！　今、考えるから」

「うん。ゆっくり考えてね」

　二人並んで歩きながらバス通りに出た。バス停の前を通り過ぎて、次のバス停があるところまで歩く。停留所の区間一つ分歩いて、考えてみたんだけど……思い浮かばない。

「ごめん優希。俺……空っぽなんだ」

「どうしたの兄さん？　空っぽって……兄さんはパンパンに詰まってるよ！」

「詰まってるって……スイカじゃあるまいに」

「妹愛が詰まってるんだよ。兄さんは」

「え、ええと……兄として優希が俺を受け入れてくれてるのはすごく嬉うれしいんだけど、やっぱり俺は空っぽなんだ。考えても行きたい場所が思い浮かばないし……」

　優希はどこか納得したような顔でうなずくと、微笑ほほえんだ。

「兄さんは自分のことを空っぽって思うんだね」

「ああ。中身がないみたいだ」

　俺は自分でも気づかないうちに、自分の中身を作ることを放棄してきたみたいだ。

　こうありたいとか、こうしたいとか。

　いつからだろう。自分の欲望を悪いものだと思うようになったのは。

　たぶん、無い物ねだりをじっちゃんたちにしちゃった時に、俺は……ねだることや求めることが悪いことだと思うようになったんだ。

　心がぱさついてるな……俺。だから優希たちとふれあえて、今はすごく潤ってると思う。

　優希がじっと俺の目を見つめてきた。その瞳ひとみは宝石みたいに透き通っていて、眼まな差ざしはどこまでもまっすぐだ。

「兄さんは空っぽなんかじゃないよ。ボクらを受け入れてくれる大きな袋なんだ。兄さんの袋は大きいから、遠くから見たら空っぽに見えるのかもしれない。けど、ちゃんとその中に兄さん自身もいると思うし……ああ、うまくたとえられないや。けど、兄さんっていう真っ白な画用紙があるからこそ、ボクらが絵の具になって……両方揃そろわないと夢は描かけないんだ」

「……優希ってロマンチストなんだな。まるで歌詞みたいだ」

「うっ……ごめん盗作したよ。実は好きな歌手の歌にあるんだ」

　優希が恥ずかしそうにほっぺたを赤らめた。優希なりに俺を励ましてくれてるのに、揚げ足を取るみたいになっちゃったな。

「盗作っていうのは言い過ぎじゃないかな。今のは引用だよ」

　優ゆう希きは小さくうなずきながら続けた。

「あのね兄さん、本当に空っぽな人間なんていないと思うんだ。ええと、ほら！　兄さんの７０１号室は部屋がたくさんあるけど、兄さんの部屋はちゃんとあるし。無いように見えても、やっぱりきちんとあるんだよ」

「人の部屋を未確認生物みたいに言わないでくれ」

「あははは！　そうだね兄さん……あっ！」

　急に優希がお腹なかのあたりに手を置いた。

　くきゅ───────！　と、音がする。恥ずかしそうに笑いながら優希は言った。

「兄さん。お腹が空すいたよ」

　お腹が空いてお腹が鳴る人って、本当にいるんだな。

「じゃあ、何か食べに行こう。優希は何が食べたい？」

　目的ができて、やっと行き先も決まりそうだ。

「じゃ、じゃあ！　甘い物を食べようよ兄さん！」

「甘い物？　ちゃんとしたご飯じゃなくていいのか？」

「女子と言えばスイーツだよ！　あ！　でも男子でもスイーツはいいと思うんだ。兄さんはどんな甘い物が好き？」

「そうだな。ええと……あえて言うなら……」

　俺の脳裏に、ふっとイメージが舞い降りた。つい、口を突いて言葉が漏れる。

「プリンサンデーかな」

　優希は瞳ひとみをキラリと輝かせた。

「なら、ボクに心当たりがあるよ！　実は前から行ってみたいって思ってたお店があるんだけど、兄さん……つ、つつつ付き合ってよ！　一人で入るには勇気がいるんだ」

　二人なら入りやすいお店なんだろうか？　せっかく提案してくれてるんだし、俺には異存も異論もない。

「じゃあそのお店に行ってみよう」

　優希は嬉うれしそうにうなずくと、反対側の道路脇わきにあるバス停に向かった。




　駅前のロータリーでバスを降りると、優希は人ひと混ごみを避けるように路地裏を目指した。

　繁華街から外れて、なんだか大人っぽすぎるというか……先日の渋しぶ谷やの道どう玄げん坂ざかに近い雰囲気の町並みに、俺達は迷い込んでしまった。

「本当にこんなところに、優希のお目当てのお店があるのか？」

「う、うん！　ちょっとはずれたところにあってね。今や減少の一途をたどっている希少なタイプのお店なんだ」

　たどり着いたのは、まるで洋館みたいな外観の喫茶店だった。なかなか渋い感じの、いわゆる昭和テイストな店構えだ。

　スターマックスやテリーズみたいなカフェに押されて、希少化したのかもしれない。

　優ゆう希きがお店のドアをゆっくり開けると、カランコロンとドアベルが鳴った。

　店内もどことなくレトロで、落ち着いた雰囲気だ。

　木製のどっしりとしたカウンターテーブルがまず目を引いた。ボックス型のテーブル席が六つほど。そのうち四つが窓際に面している。窓はそれほど大きくなくて、隠れ家とか、たとえが子供っぽいけど秘密基地っていう印象だ。

　すぐにお店の人が……ええと、ウェイトレスさんでいいんだろうか。メイド服の女の子がやってきて、ぺこりとお辞儀をした。

「お帰りなさいませご主人様。お嬢様」

　これってもしかして……。店内のインテリアに目がいっちゃったけど、よくよく確認してみると、お店の広さのわりにはウェイトレスさんの数が多い気がする。

　みんなエプロンドレスのメイド服姿だった。

「ゆ、優希？　ここって……」

「め、めめめメイドカフェだよ兄さん。メイドさんの女子力に、前から興味があったからね。一度、コスプレはしたけど、やっぱり実際にメイドさんとふれ合ってみないと！」

　メイドさんに声を掛けられて、優希は焦ったように早口になった。そういえば、優希の女の子への苦手意識って、どれくらい克服されたんだろう。

　さっき、学園の校門前でも緊張してたけど、あれも人だかりの半数を占めていた、女子生徒たちの視線を感じていたからかもしれない。知らない女の子に注視されたり、声を掛けられるのにはまだ優希は慣れていないのかな？

　渋しぶ谷やで美み佳かと一緒だった時は、美佳のおかげで乗り切れたんだと思う。

　なるほど、一人で入るには勇気がいるって、こういうことか。

「大丈夫だよ。俺がそばにいるから」

「う、うん。ありがとう兄さん」

　俺と優希はメイドさんに促されて、一番奥の窓際の席に通された。

　しかしまさか、メイドカフェに訪れる日が来ようとは……。知識としては、秋あき葉は原ばらのデート練習の時に調べたから知ってたけど……。

　やっぱりこのお店も、オムライスにケチャップでメッセージを書くサービスをするんだろうか？

　席について考えているうちに、俺の方まで緊張してきた。

　すぐに、メイドさんがトレーにお水とおしぼりを載せて、俺達の席にやってくる。

　最初に席に案内してくれた人とは違う、小柄で少しぽちゃっとした感じのメイドさんだ。エプロンドレスの名札には「新人！」と、大きく書かれていた。

「あ、あわわわ」

　新人メイドさんまで緊張してるみたいで、トレーを持つ手がぷるぷる震えている。なんか、あぶなっかしい感じだ。

　俺も優ゆう希きもメイドさんも、三者三様の理由で緊張していた。

　──瞬間、新人メイドさんは俺達の目の前で足をもつれさせた。

「危な──い！」

　俺が腰を浮かせた時には、優希が軽やかな足取りで席を立ちメイドさんを抱きかかえていた。優希の反応速度に俺はもちろん、支えられた新人メイドさんまでびっくりして目をぱちくりさせている。

　メイドさんの手から放り出されそうになったトレーも無事だ。優希がそっと支えて、グラスから水がこぼれるようなこともなかった。

　危うく転びかけた新人メイドさんに、優希が優しい口ぶりで確認する。

「大丈夫かい？」

　瞬間、新人メイドさんの顔が……耳の先まで真っ赤になった。

「た、たたた大変失礼いたしました！」

「よかった。怪け我がはしてないみたいだね」

「は、はい！　お嬢様！　ありがとうございます！」

　優希……今の対応はイケメンすぎる。女子力を磨くはずが、優希のイケメンっぷりに新人メイドさんの目がハートマークに輝いちゃったじゃないか。

　なるほど。優希が女の子にもてるのも納得だ。普段は緊張しちゃうけど、ここぞという時にはイケメンっぷりがはみ出ちゃうんだろうな、優希って。

　新人メイドさんは緊張したまま、声を裏返らせながらオーダーをとると、そそくさと引っ込んでしまった。

　ちなみに、俺も優希もプリンサンデーとドリンクのセットを注文した。セットの飲み物は優希がコーヒーで、俺は紅茶を選んだ。

　一段落して、優希は小さく息を吐ついた。

「驚いたね兄さん。いきなりメイドさんが転びそうになるなんて」

「そ、そうだな。というか、俺は即座にメイドさんが転ぶのを阻止した優希にびっくりしてるよ。まるで転ぶことがわかってたみたいな反応速度だったし」

　優希は不思議そうに小さく首を傾かしげた。

「うーん、そんなことないよ。ただ、時々『危ないかも』って思う時があって、その予感が結構当たるんだ」

　前に美み佳かが転びそうになった時も、優希はすぐにフォローしてあげてたっけ。それだけ、相手をよく見て周囲にも気を配ってるんだろうな。

「それにほら、兄さんだって腰を上げて助けようとしてたじゃないか。けど、相手が女の子だから躊ちゆう躇ちよしちゃったんでしょ？　ボクは女の子だから相手のことを支えてもセクハラにならないしね」

「言われて気づいたよ。セクハラの心配する余裕なんて俺にはなかったし、買いかぶりです。むしろ優ゆう希きは女の子が苦手だったのに、よくがんばったね」

「あっ！　そういえばそうだね兄さん。普通に女の子とお話する時はまだ緊張しちゃうんだけどね」

　優希が無邪気に笑っていると、さっきの新人メイドさんが飲み物とプリンサンデーを載せたトレーをもって、俺達の席までやってきた。

　今度は転ばないよう、ゆっくり慎重に歩いている。

「お、お待たせいたしました！」

　新人メイドさんがプリンサンデーと紅茶とコーヒーをテーブルに置くと、じっと優希を見つめた。優希と目があった瞬間に顔が真っ赤だ。

「あ、ありがとう」

　優希がちょっぴり緊張しながらお礼を言って微笑ほほえみ返した瞬間、新人メイドさんが声を上げた。

「あ、あの！　ご主人様とお嬢さまは……その……お付き合いなさっていらっしゃるのでしょうか!?」

「へっ!?　え、ええと……」

　突然すぎる質問に、優希がぽかーんとした顔になる。

　いきなりプライベートな質問をしてくるなんて、メイド喫茶の接客ってこういうものなのか？

　女の子が二人して緊張しながら顔を赤くさせ、黙り込んでしまった。ここは俺からきちんと説明しておこう。

「似てないかもしれないけど兄妹きようだいです。あ！　念のために言っておきますが、俺が兄で優希は妹ですから」

　一応、知らない人だし敬語で説明……したんだけど、新人メイドさんは俺には目もくれず、その場で身もだえた。

「優希お嬢様……はぁん！　少々おまちくださいませー！」

　トレーを自分の胸に押し当てるようにしながら、新人メイドさんはバタバタとした足取りで引っ込んでしまった。

　優希が口元をむずがゆそうにしている。

「な、なんなんだろうね兄さん？　こんな接客があるなんて知らなかったよ」

「まあ、その……優ゆう希きに助けてもらってあのメイドさん、すっかり優希を見る目がハートマークになってたし。特別な接客になってるのかもしれないな」

「特別って!?　女の子に好きになられるのは困るよ！」

「優希の場合、天然でイケメンな雰囲気を出しちゃうから仕方ないんじゃないか」

「うう……イケメンじゃなくて、女の子なのに……」

　そんな話をしていると、新人メイドさんが生クリームのしぼり袋を手にして戻って来た。

「お嬢様！　ご主人様！　しぼりたてクリームのサービスをさせていただきますね！」

　俺達があっけにとられている間に、新人メイドさんはプリンサンデーのプリンに生クリームのタワーをもりもりっと作り上げた。

　俺の方は高さ五センチほどで終了だ。かなり甘そうだな。

　一方、優希のプリンサンデーはというと、生クリームがかかりすぎてプリンの黄色が見えなくなっていた。俺のプリンサンデーが東とう都とタワー盛りだとすれば、優希のそれは倍以上あるデカイツリー状態だ。

「ご、ごゆっくりおくつろぎくださいませ！」

　最後にぺこりとお辞儀して、顔を真っ赤にさせたまま新人メイドさんは別のお客さんの接客に行ってしまった。

　優希が目の前の白い巨塔と化したプリンサンデーに、ぽつりと呟つぶやく。

「過剰サービスだね、兄さん」

「そうだな。ソフトクリームじゃあるまいし」

　放っておくと崩れてきそうなので、俺と優希は生クリームの山と戦うようにプリンサンデーを食べ始めた。

　半分も生クリームを減らさないうちに、俺の味覚が非常事態宣言を発令する。

「甘さで頭痛がしてきたんだが……」

　優希も困ったように眉まゆを八の字にさせて、肩を落とした。

「実はボク……甘い物って、あんまり得意じゃないんだ。けど、女の子ってスイーツが大好きだよね。これを越えないと、女子力が磨けないし」

「甘い物が苦手な女の子がいてもいいんじゃないか？」

「けど……」

「優希が変わりたいと思うなら、俺は応援する。けどさ……無理に変わろうとしなくてもいいと思うぞ。ありのままの優希も魅力的なんだから」

「……は、恥ずかしいよ兄さん」

　優希の手はすっかり止まってしまった。俺はスプーンで優希の山盛りになった生クリームをすくうと、一口で食べる。甘い！　脳が栄養過多で悲鳴をあげている。

「兄さんこそ無理はいけないよ！」

「それでも俺はお兄ちゃんだからな！」

　優ゆう希きの分の生クリームも受け持ちながら、ふと思った。

　無理をしない、本当の自分っていったいなんなんだろう。

　空っぽな俺に、生クリームがパンパンに詰まっていく。

　そんな午後の甘すぎるひとときを、俺は優希と過ごした。









　May　　５／10　fri　　５　父さん。母さん。家族会議。






　クラスメートとの間にできた壁が、さらに厚みを増してしまった。朝のホームルーム前の教室にいても、遠巻きに見られているような感じがして落ち着かない。まるで動物園の珍獣扱いだ。

　昨日の優希の来訪は、すっかり噂うわさになって学園内の隅々にまで広まってしまったらしい。自分の席につくなり、さっそく万ま里り子こが俺の元にやってきた。

　彼女の第一声は「許嫁いいなずけって本当なの？」だった。噂話に万里子は困惑してるみたいだ。ストレートすぎる質問内容に、俺は一考した。

　ここで「実は妹なんだ」と言っていいんだろうか。嘘うそは重ねたくないけど、周囲の視線が気になった。昨日、優希が来ただけで許嫁騒ぎになるくらいだ。太たい子し堂どう家のスキャンダルともなれば、どんな風に尾ひれがつくか想像もつかない。

　自分に思いつく限りの当たり障りの無い設定が、口からもれた。

「ええと……実は中学の後輩なんだ」

　ああ、バカバカ。また嘘を……。

　万里子は俺の言葉に、小さく息を吐つきながら「いくら仲良しでも、高校まで押しかけてくるなんて……本当にただの後輩さんなの？」と、不思議そうに首を傾かしげた。

「ええと、その……り、律儀な後輩で、生徒会室に置きっぱなしにしてた私物をわざわざ届けてくれたんだよ！」

　万ま里り子こは「ふーん。そっか。別に彼女さんっていうわけじゃないんだ」と、確認してきた。

「ないない！　絶対無いから！」

　万里子はほっと息を吐ついてから「ちょっと心配しちゃった」と、呟つぶやいて席に戻っていった。心配って……な、なんですか!?

　というわけで、朝のホームルーム前にこんなやりとりをしたおかげか、昼休み前には「太たい子し堂どう陽よう一いちの許嫁いいなずけの正体は、実はただの中学の後輩だった」という方向で沈静化していった。

　今回ばかりはＳＴＲＩＮＧに感謝だな。噂うわさが拡散するのも一瞬だけど、その続報が広まるのも、あっという間だ。

　もし「実は……急にできた五人の妹のうちの、一人なんだ」なんて言ってたら、今いま頃ごろどうなってただろう。考えるだけで怖い。

　それでも万里子にだけはきちんと言わないといけない。

　けど……万里子を他ほかの誰だれもいないところに呼び出すなんて、それはそれで誤解を招きそうだし……。ただでさえクラスでは、俺と万里子が付き合ってるみたいな感じにされてるし。とにかく万里子に迷惑だけはかけたくない。

　色々と迷っているうちに、あっという間に放課後になっていた。

　一緒の帰り道を普段通り万里子と歩く。しばらくしてから、俺はやっと気づいた。

　なにも連れ出さなくたって、今言えばいいじゃないか。他にこの道を下校する学園の生徒も見当たらない。

「あの、えっと……」

　言いかけた俺に万里子は「来週の約束、忘れちゃいやだよ？」と、笑顔で告げて、分岐点になる分かれ道で行ってしまった。

　タイミング悪いな、俺。

　仕方ない。月曜日の帰りに、改めて万里子に打ち明けよう。

　決めたら少しだけ気持ちが落ち着いてきた。




　普段より少しハードな学園での一日を乗り越えて、どうにかレジデンス太子堂に帰り着くと、俺は美み佳かの部屋に向かった。

　インターホンを鳴らすと、美佳がドアを開けて俺を出迎えながら笑顔になる。

「にーちゃまお帰りなさい！」

「ただいま」

　美み佳かに両手で腕をひっぱられて、引きずられ気味に俺はリビングにやってきた。

　相変わらず可愛かわいらしい部屋だ。それに良く片付いている。

　あれ？　テレビ台に飾ってある折り紙が増えてるな。近づいて確認すると、それは紫色の紙で折られた鶴つるだった。

　一緒に並ぶ俺の不格好な力作よりも、輪を掛けて不器用というか、なんというか……残念な感じがする。何度も折り直したみたいで紙がよれよれになっていた。

　美佳が俺の隣で楽しそうに声をあげた。

「これね！　紫むらさきねーちゃまが折ったんだよ。なんでもできるのに、折り紙は苦手なんだって。おかしいね」

　紫さんが聞いたらきちんと折れるようになるまで、特訓の千せん羽ば鶴づるを折りかねない気がした。美佳のお願いには敏感だからな、あの人。

「そ、そうなのか。意外だな」

　ジェットコースターも苦手だったし、案外不器用だったりもして、紫さんって不思議な人だ。

　美佳は紫さんの折り鶴を指で軽く撫なでるようにしてから、テレビ台の前から離れると、メープルをソファーに座らせた。あれ？　なんだろう、この違和感は。

「にーちゃま、今日はこっちに座ってね」

「あ、ああ。美佳がそう言うなら」

　俺はスツールの方に座らされた。

「よくできました。偉い偉い」

　美佳は座った俺の頭を正面から抱き込むようにすると、そのまま頭を撫でてきた。ああ、石けんみたいな良い匂においがする……って、なんなんだこの状況は？

「なあ美佳？　俺は褒められるようなことは何もしてないんだけど？」

「俺なんて言葉づかいは十年はやいです。ちゃんと僕って言うんですよ」

「は、はい？」

「あらやだ。お父さん。陽よう一いちったら反抗期みたい。しかってやってくださいな」

　美佳は俺から離れると、ソファーにどっしり腰を落ち着かせたメープルの手をとって振り上げた。

「お母さんにそんな態度をとるとは、ゆるすまーじ」

　すぐに美佳がくるんと俺の方に向き直って目を細めた。

「まあまあお父さんたら、しかってとお願いはしたけど、なにもそこまで言わなくても。ねえ陽一？」

　これはいったい……あっ。子供の頃ころにあったな。万ま里り子こに付き合わされたっけ。

　この状況はずばり、おままごとだ。

　開始の合図もなしに、俺はおままごとのまっただ中にいた。

「ちょ、ちょっと待った！　なあ美み佳か。俺の役ってもしかして……」

「もう！　せっかくみーちゃん、お母さんになりきってたざますのに」

「ざますって、それはお母さんじゃなくて……マダムだ！」

　美佳には俺のツッコミがわからないようで、ぽかーんとしていた。我ながら、マダムってなんだよ！

　ともかく、美佳はお母さん役みたいだ。俺はいやな予感しかしてこないけど、改めて確認した。

「もしかして、メープルがお父さんで、俺が……」

「にーちゃまは長男だよ？」

　美佳は、さも当然のように言う。ここは配役替えをお願いしなければ。

「俺がお父さん役で、メープルが長男の方がいいんじゃないかな？　ほら、俺の方が背も高いし身体からだも大きいわけだし」

「えー！　だってメープルがお父さんになりたいって言うから……」

　美佳のほっぺがぷうっとふくれた。

「俺もお父さんがやりたいな。ほ、ほら、俺の方がたぶんメープルより年上だし。製造年月日的な意味で」

　さすがのメープルも製造年月日が十五年前ってことはないだろう。あれ？　十六年か？

　ともかく、年上の男子がお父さんをやるのが妥当だと、俺は思う。

　本音を言えば、小学生のお母さん相手に、長男役なんて恥ずかしいですから！

　美佳は俺の要望と主張に対して、首を小さく左右に振った。

「にーちゃま、おままごとをおままごと感覚でしたらよくないの。おままごとは遊びじゃないから」

　な、なんだって!?　唖あ然ぜんとする俺に美佳は続けた。

「ごっこ遊びなんだから、普段の自分じゃない自分にならなきゃ」

　今、遊びじゃないって言ったのに……。なんて、揚げ足をとるようなことは言わないでおこう。美佳は真剣だ。それに遊びだから真剣になれることって、あると思う。

　義務や責任から解放されたからこそ、なんの気がかりも余計な心配も無く、その行為に１００％没頭できる。

　遊びだからこそ、遊びじゃない。みたいな感じだ。

　うん、それをきちんとふまえた上で、お願いしよう。

「それでも長男役は恥ずかしい！」

　美佳は折れなかった。

「紫むらさきねーちゃまは長女役をしてくれたよ！　超かわいかったよ！」

　あの紫むらさきさんが……。

　やっぱり、いい人なんじゃないか？　契約だ義務だと言ってるけど……。

　美み佳かは心細そうに俺を見つめた。かすかに震えた声で聞く。

「それともにーちゃま、おままごと嫌い？　男の子っておままごと、してくれないし」

「し、します！　させてください！　長男としてがんばるから！」

　途端に薄曇りだった美佳の表情が、太陽みたいにぱあっと明るくなった。

「じゃあ陽よう一いちはお父さんにごめんなさいしようね」

　いきなり屈辱の展開で、おままごとはリスタートした。けど、良い子を演じるならここは甘んじて頭を下げよう。

「ご、ごめんなさい父さん」

　父さん……か。

　そういえば、今まで「お父さん」とか「父さん」って言葉にしたことが、ほとんど無かったと思う。覚えている限り、使う機会のない、俺にとって無縁の単語だった。

　小学生の頃ころから、俺の保護者はずっと、じっちゃんとばあちゃんだ。

　こうして本当の父親が誰だれか判明した今も、なんとなく言いづらかった。

　お父さん……父さん。

　やっぱり遠くの存在にしか思えなくて、陣じん矢やさんのことは父さんって思えないな。

　だからだと思う。自分の口から出た「父さん」って言葉が、どことなく嘘うそくさく感じられた。

　美佳はメープルをうんうんとうなずかせた。

「陽一は良い子だから、特別に許してやろうぞー」

　メープルのキャラが変わっている気がする。微妙に口ぶりが古くさい。美佳にとってのお父さん像って、こんな感じなんだろうか。

　美佳は立ち上がると、奥の部屋に引っ込んで……すぐにエプロン姿で戻ってきた。

　美佳の身体からだの大きさに合わせた、可愛かわいい花柄のエプロンだ。

「それじゃあお母さんが美お味いしいご飯を作ってあげますね。もう、キャベツが高くて困っちゃうわ。家計のやりくりが大変だから、今日は千切りキャベツはなしにしましょうね。もやしご飯にしましょうね」

　微妙に上から目線のお母さんだな。しかも、もやしご飯って……。

「料理は愛情だし、もやしは家計の味方ですからね」

　普段の天てん真しん爛らん漫まんな美佳っぽくない。お母さんをがんばらなきゃいけない。みたいな義務感が働いてる気がする……っていうのは、さすがに俺の思い過ごしか。

　美佳はジェスチャーでエアまな板の上にエア食材をのせると、エア包丁で切り始めた。

「トントントントン。トントントントン。もやしを刻んで炊飯ジャー♪　ソースと紅ショウガも入れましょう♪　へるしーおいしーりーずなぶるー」

　もやしご飯って、炊き込みご飯なのかよ！

　俺の心の声に反応した……わけじゃないけど、美み佳かは手を止めてメープルの両腕を万歳させるようにすっとあげてみせた。

「あー、父さんは肩がこったなぁ」

　美佳が俺の顔をじっと見つめてきた。参加しろという無言の抗議に他ほかならない。

「あ！　はい！　お父さん、俺が肩を揉もめばいいんですね？」

「にーちゃま、僕でしょ？」

　俺って言葉も使っちゃいけないのか。しかたない。観念しよう。子供らしく、子供っぽくふるまうんだ。

「ぼ、僕がお父さんの肩を揉んであげるね？」

「おおー！　息子よ。精神的にもたくましく成長したではないか」

　メープルのキャラについては、これ以上考えたら負けな気がした。俺はソファーに座ったメープルをスツールに座り直させると、後ろに回り込んで肩を揉む。

　めちゃくちゃなで肩だ。

「ど、どうかなお父さん？」

「陽よう一いちは親孝行だなー。気持ちよすぎて眠くなってきたわい」

　美佳が声色を変えた。

「あらあら、お父さんったら眠みがすごいみたい。お仕事お疲れだから」

　眠みって……いや、ツッコミは入れるまい。

「なあ美佳……じゃない、お母さん。お父さんはどんなお仕事をしてるの？」

「お父さんは電車の車掌さんよ。今度、運転手さんになる試験を受けるざますの」

　美佳は俺の質問にさらっとよどみなく返してきた。メープルが演じるお父さんの人物像や設定は、俺が思っているよりもしっかり固まってるみたいだ。

「じゃあ、お父さんも寝ちゃったし、陽一とお母さんが仲良くしましょっか？」

　おおい！　ご飯を作ってた流れはどこに行ったんだ!?　俺が心の中でツッコミをいれている間に、美佳はエプロンをするりと外してしまった。

「な、仲良く……って」

　美佳はカーペットの上にちょこんと正座をすると、自分の膝ひざのあたりをぺちぺち叩たたいた。

「はい。陽一はこっちにおいで」

　これって、膝ひざ枕まくらだよな。小学生の妹の膝枕を借りるのか……俺は!?

「おいでって言われても、その恥ずかしいというか……」

「お母さんの言うことは絶対です」

　絶対って!?　マジですか。

「陽よう一いちはお母さんのこと嫌いなの？」

　みるみるうちに涙目になる美み佳かに、俺は心の中にわき上がったむずがゆさや恥ずかしさや、母親をうまくイメージできない自分の空っぽさを全部、心の窓から投げ捨てた。

　美佳の膝ひざ枕まくらを借りて寝っ転がる。

「こ、こう……かな？」

　やっぱり恥ずかしい。小学生の妹を母さんと呼んで、膝枕を借りる男子高校生って！

「にーちゃま、みーちゃんに甘えてもいいんだよ？」

「甘えるなんて恥ずかしいんだけど」

「親子水入らずでしょ？　ねー、お父さんってば？　ほら、お父さんも言ってるよ？　陽一はいつからそんな息子甲が斐いのない子になったんだって」

「息子甲斐って……というか、お父さんは寝ちゃったんじゃ……」

　美佳は困ったように息を吐ついた。

「陽一がこんなにぐずるなんて、もしかして、お腹なか空すいたのかなぁ？　おっぱい？　おっぱい飲む？」

「俺の年齢設定はいったいいくつなんだー！」

「子供はいつまでたってもかわいいものなの。にーちゃま、赤ちゃんになる？」

「それだけは勘弁してください！」













「えー。つまんなーい！」

　服をお腹なかの方から胸元までたくし上げようとしないでください妹君。

　美み佳かは笑顔で続けた。

「じゃあ、おっぱいはやめて、お母さん大好きって言う練習ね」

「あの、そ、それだけは勘弁してください！」

　瞬間、美佳の瞳ひとみにじわっと涙が浮かんだ。

「みーちゃんは、にーちゃまにお母さんとして慕われたいのぉ！　そんなにお母さんって言えないなら、こうだよ！」

　再び、美佳は上着をたくし上げようとした。

　言わないと……脱ぐと!?

　美佳は真剣な顔で俺に訴えた。

「お母さんと、おっぱいと、どっちがいいか選んで！」

「ほ、他ほかの選択肢はないんでしょうか？」

「ありませんから！　みーちゃんだって、本当はおっぱいとか、恥ずかしいんだよ！　赤ちゃんじゃないですからね！」

　途中から、美佳自身も少し混乱してるような気が……。

　と、ともかくなんて二択なんだ。いや、どう考えても選ぶべき道は決まってるけど。

　俺は覚悟を決めた。ここで恥ずかしい目に遭うのは俺だけで十分だ。

「わ、わかった！　決めた！」

「にーちゃま、おっぱいですか？」

「ち、違うから！　え、えっと、お、おお、おか……」

　美佳はじーっと俺の目を見る。普段なら俺が彼女に見上げられているのに、こうして膝ひざ枕まくらをされていると立場が逆転していた。

　黙って美佳は俺の言葉を待つ。

「お、おおおおおおおお、お、おか……お母さ……ん大好……き……」

「声がちっちゃいし、後半ぼそぼそ言ってて聞き取れません」

　服の裾すそをたくし上げようとする美佳に、俺ははっきりと宣言した。

「お、お母さん大好き！」

「もう一回！」

「お母さん大好き！」

「もっと！」

「お母さん大好き！」

「もっともっと！」

「お母さん大好き！」

　リズミカルにテンポ良く、合いの手までいれられて、俺は恥ずかしい言葉を連呼した。

　美み佳かはほっとしたような、満足げな顔になった。

「良く言えましたぁ！　陽よう一いちは良い子良い子。あらあら、お父さんってば妬やかないの」

　美佳は俺の頭に抱きついて、またしても撫なで撫でを始めた。

　ああ、死ぬほど恥ずかしい。

　なのになんでだろう。少し……嬉うれしかった。

　お母さん大好き。なんて、口にする機会はこれまで一度も無かったっけ。お父さん以上に遠い存在だった。

　自分をこの世界に生んでくれた人への感謝の言葉……か。

　こんな風に誰だれかに甘えたのって、いつ以来だろう。不思議と安らいだ気持ちになった。




　そのあとおままごとは十分と続かず、いつも通りの折り紙やお絵かきといった遊びに戻ったけど、なんだか妙に濃密な時間を美佳と過ごしてしまった。









　May　　５／11　sat　　６　全員。集合。幸せな週末。






　土曜日の朝は相変わらず賑にぎやかだった。

　すっかり慣れたもので、早朝、やってくるなり小さ百ゆ合りがキッチンに入って、さっそく朝ご飯の準備を始めた。お皿を並べたり食卓を整えるお手伝いは、美佳の仕事だ。

　俺が手伝おうとすると「にーちゃまはゆっくりしてて！」と怒られてしまった。解せぬ。

　優ゆう希きは時々危なっかしくなる美佳を、そっと見守るよう目配りしている。俺の出る幕は無さそうだ。

　世せ霊れ音ねは普段通りのマイペースさで、リビングのソファーに寝転がってぼんやりテレビを観みていた。そんな世霊音のもとに友とも美みがやってきて、小さなお尻しりを軽くパンパン叩たたいて立たせた。

「じゃあ世霊音はあたしと洗濯物な」

「……どうして？　そんなに難しくないのに？」

「ん？　あたし一人でも簡単なミッションだけどさ」

「……うん。がんばって」

　再びソファーに寝転がろうとする世霊音に、友美はわざとらしくため息を吐ついた。

「そっかー。にーちゃんが見てるのに、世せ霊れ音ねだけなーんにもしないのかぁ。けどしょうがないよね。ニート属性なんだし」

　隣のソファーに座ってやることもなく……メープルと二人並んでなにもさせてもらえずにいる俺に、世霊音が無言で助けを求めてきた。

「じゃ、じゃあ俺の代わりにテレビ監視員をやるか？」

　洗濯は俺が手伝えばいい。そもそも俺がためこんだやつなんだし。と、思ったところで、すぐに友とも美みが俺の案を却下した。

「にーちゃんは世霊音を甘やかしすぎだぞ」

「そうか？」

「……そうでもないです」

　ぼそりと世霊音が口を挟んできた。一瞬、目を離した隙すきに、またソファーに寝転がってる。恐るべしニート魂。世霊音のやる気の無さに友美が肩を落とした。

「まあ、にーちゃんがそれでいいんなら、いいんだけどね。じゃあ洗濯機を回してくるよ。えっと、洗濯物をぶち込んで、洗剤をどばーっと入れて、あとはボタンを押すだけでばっちりだよね？」

　世霊音がスッと立ち上がった。

「……色柄物と無地のものは分けて、傷みやすいものは洗濯ネットに入れる。洗濯機で洗えないものは別にして手洗い。ドライマークにも注意しないと。洗剤もきちんと分量通りにして、柔軟剤も専用の投入口にきちんと入れなかったらお洋服がかわいそう……」

　俺の着てるものには、ドライマークとかついてないんだが……。

　友美が口を尖とがらせた。

「別にいーじゃん。そんなん適当でさ！」

　世霊音は困ったような顔をした。普段からあんまり感情が顔に出ない世霊音にしては、珍しい。

「なあ世霊音。友美に教えてあげてくれないか？」

　一瞬、友美が不満げな顔になりかけた。けど、すぐに笑顔になる。俺の考えを察してくれたみたいだ。

「やっぱ専門家がいてくれると助かるなぁ。洗濯の知識がある賢者はどこかにおられぬか？」

「……ここに」

　そっと世霊音が手を上げた。

「んじゃ！　行こっか？」

「……はい」

　二人が洗濯機のあるバスルームに行ってしまって、俺は相変わらず手持ちぶさたなままだった。やっぱり俺も手伝いに、一緒に行けばよかったかな。

　そんなことを考えていると、ダイニングの方から美み佳かの元気な声があがった。

「お皿の準備ができました！」

　小さ百ゆ合りが対面式のキッチンからダイニングの様子を確認する。テーブルの上にお皿が人数分並んでいた。

「ありがとうございます美佳さん。あとは任せてください」

　キッチンの方に美佳がトテトテ歩いていく。

「みーちゃんもお料理お手伝いしたいのですが！」

「大丈夫ですか？」

「自分の可能性をためしてみたいから」

　やる気を見せる美佳に、小百合は困ったように笑った。

「そうですね。けれど、もうほとんど準備は終わっていますし」

　いつの間にか、パンの焼ける香ばしい匂においが漂っていた。

「みーちゃん、お役に立てませんか!?」

「ええと……その……」

　今度はキッチンから、小百合が助けを求める視線を送ってきた。どうやら、小百合は美佳が苦手みたいだ。一方美佳はというと、料理ができる小百合を尊敬するような、キラキラした瞳ひとみで見つめていた。

　ずっと二人のやりとりを見守っていた優ゆう希きが提案する。

「じゃあ、美佳ちゃんはボクと一緒に、みんなの分のスープをカップに注いであげよっか？」

「みーちゃんスープ係？」

「そうだよ。ね？　いいよね小百合ちゃん？」

「は、はい！　それでお願いします！」

　こっちの三人は三人で、うまいことやれてる感じだ。俺もソファーから立ち上がって提案した。

「じゃあ、俺にも何か手伝いを……」

「にーちゃまは座ってて」

「兄さんはゆっくりしててよ」

「お兄様にお手伝いしてもらうようなことではありません」

　三人に一斉に言われて、俺はリビングのソファーにとんぼ返りさせられた。




　全員揃そろってダイニングで朝食を食べ終えた。そろそろ、紫むらさきさんがやってきてもおかしくないのに……彼女は姿を現さない。

　今週も、俺達は現状維持を認められたんだろうか。

　マウマウランドからの帰りに、自動車の中で俺に言った「あと数日だけ……待ってください」という、紫むらさきさんの言葉を思いだす。

　今日はまだ、その日……結論を出す日じゃないのかもしれない。

　キッチンに山となった洗い物を俺がしようとすると、小さ百ゆ合りに止められてしまった。

「お兄様は平日に私たちのために、貴重な時間を割さいてくださっているんですから、休日くらいはなにもなさらないでください」

「なにもしてない方が落ち着かないんだけど」

「落ち着くように努力してください」

　小百合が洗い物を始めると、いつの間にか友とも美みがやってきて手伝いだした。

「ほらほらにーちゃん！　行った行った！　ここはあたしらでやっとくからさ」

　リビングに戻ると優ゆう希きと美み佳かが、掃除機をかけ始めている。

「ぶうううん！　サイクロンサイクロン！　みーちゃんは、吸引力が落ちない妹だよ？」

「美佳ちゃんの魅力にボクの心は吸い込まれそうだよ」

　どういう流れでそんな会話になるんだか。美佳も優希も楽しそうで、ちょっとうらやましい。

　というか、これじゃあ妹を家政婦扱いする怠惰な兄じゃないか。

　と、自己嫌悪に陥りそうな俺に、堕天使……もとい惰天使が舞い降りた。世せ霊れ音ねがリビングのソファーに寝転んでごろごろしていたのだ。

　怠惰仲間発見！　である。俺はソファーで寝転がる世霊音の前にしゃがみこんだ。

「世霊音は俺の仲間だよな？　何もすることがなくて暇をもてあましてるんだよな？」

「……残念ですが、違います」

　寝転がってるだけかと思いきや、世霊音はＰＤＡ端末にタッチペンで服のデザイン画のラフスケッチを描いていた。

「し、仕事してたのか？」

「……はい。少し見ますか？」

　手を止めると、世霊音は次々とラフスケッチを俺に見せてくれた。

　デザインはどれも個性的だ。そして、不思議と誰だれに向けたデザインなのか、俺には一いち目もく瞭りよう然ぜんのように思えた。

　最後のページのドレスは、きっと優希をイメージしたデザインだ。

　もちろん優希のものだけじゃなく、美佳や小百合や友美の服も、世霊音はスケッチしていた。

「空うつ蝉せみ師匠、おつとめご苦労さまです」

「……はい」

　否定も謙けん遜そんもせず、世せ霊れ音ねは素直にうなずいた。ちょっとドライな反応だ。もしかして、世霊音の機嫌を損ねちゃったか？

「あの、今の師匠っていうのは皮肉で言ったつもりはなくて、本心だから」

「……？」

　不思議そうに世霊音は首を傾かしげた。どうやら俺の考えすぎだったみたいだ。

「えっと、なんでもないです。はい」

　傾げた首の角度を元に戻して、世霊音が口を開いた。

「……お兄ちゃんにお願いがあります」

　ＰＤＡの画面の方をテーブルの天板に伏せるようにして置くと、世霊音はぐったりソファーに倒れ込んだまま、顔だけ俺の方に向けて続けた。

「……どうしても欲しい品があって通販したんです」

「欲しい品って？」

「……女の子の秘密です」

　内容については言いたくないのか。

「ええと、通販っていうことは……世霊音の部屋に届けられるんだよな？」

「……受け取り先の住所と宛あて名なは、お兄ちゃんにしました。明日届きます。ただ……うっかり、時間指定を忘れてしまって」

「それじゃあ、明日のいつ頃ごろ、その荷物が届くかわからないってことか」

「……はい」

「それで、荷物の受け取りになにか問題でもあるのかな？」

　特技と言ってはいけない気もするけど、一日中部屋にいるのが得意な世霊音が、いったいどうしたんだろう。

「……実は、明日どうしても外出しなきゃいけなくなったんです」

「外出!?　え、ええと……偉いぞ世霊音！」

　つい、驚いちゃったけど、世霊音の進歩を祝福しなきゃな。

「……それほどでもあります」

　彼女は猫背をただして胸を張ってみせた。ちょっぴり自慢げだ。

　最近の世霊音はアクティブだ。秋あき葉は原ばらに行ったのをきっかけに、どんどん出歩けるようになっている。

　ここで応援してあげてこそ、お兄ちゃんというものだ。

「よし。荷物のことは俺に任せてくれ」

「……本当にいいの？」

「どうしてもその荷物は、明日中に受け取っておきたいんだろ？」

　こくこくと世霊音はうなずいた。

「俺が代わりに受け取るから」

　俺宛あてにしてあるんだし、問題ないだろう。

「……ありがとうございます」

「ところで、本当に一人で出かけて大丈夫なのか？」

「……問題ありません」

　あんまり疑うと、世せ霊れ音ねを信じてないみたいになるし、これ以上は聞かないでおこう。

　俺がしゃがんだ姿勢から立ち上がると、掃除を終えた優ゆう希きと美み佳かが二人並んで立っていた。今の俺と世霊音のやりとりを見てたんだろうか？

　優希が口を開く。

「兄さん、明日はお留守番なの？」

「ああ。だから一日中家にいるぞ」

　美佳がぴょんっとその場で小さくジャンプした。

「あのねあのね！　みーちゃん、明日ね！　メープルと一緒に優希ねーちゃまと、デートするの！」

「デートって……あ、いや、その……行ってらっしゃい」

　俺が過保護について回らなくても、優希が一緒なら美佳も安心だ。優希がはにかんだように笑った。

「そんなに遠くにはいかないし、夕飯の時間までには帰ってくる予定だよ」

「どこに行くんだ？」

　美佳が両手を万歳させる。

「デパートメントストアー！」

　脈絡も無くちょっと巻き舌っぽい発音で美佳は言い切った。この突拍子の無さ……美佳って自由だなとつくづく思う。

「えっとね兄さん。デートって言ってもちょっとした買い物なんだ」

　優希が困ったように眉まゆ尻じりを下げた。大丈夫だとは思うけど、一応言っておこう。

「迷子になったりしないでくれよ」

「大丈夫さ兄さん。ボクには児童追尾システムが組み込まれてるからね」

「自動追尾？　自動的に追尾するのか？」

「違うよ。自動じゃなくて児童だよ。小学生以下を追尾するチルドレントレース機能さ。そしてボクの追尾された指が美佳ちゃんの脇わき腹ばらを……狙ねらう！」

　優希は美佳の後ろに回り込むと、しゃがんでその脇腹をくすぐりだした。

「こしょこしょこしょこしょ！」

「きゃあああああああああああああああ！」

　最初は悲鳴をあげた美佳だけど、そのうちキャッキャと喜びだして、いつのまにか二人は俺の目の前でキャッキャウフフしはじめた。なんだこの状況は。

「しゅごしゅぎてみーちゃんしんじゃうぅ」

　美み佳かのろれつが回らなくなったところで、優ゆう希きはぴたりとくすぐるのをやめてから、立ち上がって俺を見つめ返した。

「だから、明日は兄さんの相手をしてあげられないんだ。ごめんね」

「俺を寂しすぎて死ぬ小動物扱いするなって」

　二人は手をつないで、掃除機を片付けに行ってしまった。

　となると残るのは……友とも美みと小さ百ゆ合りか。これはもしかしたら嵐あらしが来るかもしれない。

　二人とも、他ほかの妹がいると猫をかぶるところがあるからな。お互いに本性むき出しになったら……一波乱あるかもしれない。

　と、心配していたところに、小百合がお茶の湯飲みをトレーに載せて持ってきてくれた。

「お兄様。お茶が入りました」

「ありがとう。いただくよ」

　ソファーに掛けなおして、俺は湯飲みを手にした。トレーを胸に抱くようにしたまま、小百合が俺に告げる。

「あの、お兄様。明日なのですが……」

「まさか小百合も出かける予定があるのか？」

「なぜご存じなんですか？」

　小百合が目を丸くさせた。じゃあ、友美と二人きり？　小百合の性格からして、それをよしとしない気がするんだけど……。

　すると、洗濯カゴに洗い終わった洗濯物をどっさり入れて、友美がリビングまで運んできた。

「おーい世せ霊れ音ね！　洗濯終わったから干し方教えてくださいお願いします」

「……はい」

　ゆっくりと世霊音は身体からだをソファーから起こして立ち上がった。続けて友美が俺に告げる。

「あと、にーちゃん！　明日なんだけど、ちょっと出るんで留守番よろしくね」

「友美も出かけるのか？」

「え？　『も』ってことは、他に誰だれか出かけるの？」

「それが、俺以外全員なんだ」

「へぇ。そんな偶然もあるんだねぇ」

　なんだか少しぎこちない口ぶりで、友美はそっと俺から視線をそらした……ような気がする。考えすぎかな。

　小百合がニコリと微笑ほほえんだ。

「でしたら、お兄様は私と一緒に出かけますか？」

　すかさず友とも美みが悲鳴をあげた。

「ちょ、お、おいいい！　だったらにーちゃんをかけてしょ、しょしょしょ勝負だ！」

　慌てすぎだぞ友美。俺は友美と小さ百ゆ合りに告げた。

「明日は世せ霊れ音ねの代わりに荷物を受け取るって、ついさっき約束したばっかりなんだ。出かけられないよ」

　小百合が微笑ほほえむ。

「そうですか。それは残念です」

　そのまま、小百合は世霊音と友美に向き直った。

「はい、では世霊音さんと友美さんはお洗濯の続きをお願いしますね」

「……了解」

「お、おう！　あ、あーあ。残念だな。にーちゃん明日は一人ぼっちか」

　世霊音を引き連れ友美はベランダに向かった。小百合もキッチンに引っ込んでしまう。

　明日はみんな外出か。

　世霊音のお願いとはいえ、いつ来るかもわからない荷物を待つのは退屈だな。

　あれ？　おかしいな。少し前なら「やっと一人で落ち着いて勉強ができる！」って、喜んでたはずなのに。

　ああ、きっと……寂しいんだ。

　それに不安というか、不満というか……。

　いつ、どうなるかもわからないのに、明日は一人で過ごさなきゃいけないんだよな。

　妹たちを拘束したいなんて思わないけど、もしかしたら、最後の日曜日になる可能性だってある。そう思うと、一緒にすごせないことがもったいなく思えた。
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　目が覚めると、俺は大きなベッドの上に一人きりだった。

　部屋から人の気配が消え失うせている。ベッドルームだけじゃない。広すぎる７０１号室には俺しかいなかった。

　まだ朝の七時半なのに、みんなもう準備を終えて出かけたのか。お店が開くのって十時くらいからだよな。

　ぼんやり考えながら洗面所で顔を洗って歯を磨くと、キッチンに向かった。

　朝食の準備が一人分だけできている。ダイニングのテーブルに、キノコ柄のメモが一枚置いてあった。

『パンを焼いてスープを温め直して食べてください。小さ百ゆ合り』

　言われた通りにパンをトースターで焼き、スープを温めて、用意してあったサラダとハムとスパニッシュオムレツと一緒に食べた。

　キッチンに戻るとお弁当箱が置いてある。そこにもキノコ柄のメモがあった。

『きちんとお昼に食べてください。小百合』

　今、朝食を食べ終えたばっかりだけど、どんなお弁当なのか気になった。

　蓋ふたを開けてみる。卵焼きにタコさんウィンナー。それに里芋の煮っ転がしとひじきに、ほうれん草のおひたしというおかずだった。

　問題があるとすれば、白いご飯の上にピンク色のでんぶでハートマークが描かれていることくらいか……。切った海の苔りで「LOVE　小百合」とメッセージが添えられていた。

　愛妻弁当的な何かですか!?　お昼になったら残さず食べて、証拠隠滅（？）しなきゃな。

　リビングに戻ってテレビをぼんやり眺める。日曜朝のアニメタイムだ。

　いつも美み佳かや世せ霊れ音ねと一緒に観みてるから、一人だと寂しい。

　早めに世霊音の荷物が届けばいいのに。そうしたら、メールして誰だれかについていくんだけどな。美佳には優ゆう希きがついてるし、友とも美みもきっと大丈夫だと思う。

　世霊音の事は心配だけど、俺がついていったら彼女の自立の妨げになるかもしれない。

　そういえば、まだ小百合とは二人きりでデートしてないんだっけ。デートしてあげたいなんて上から目線だし、そもそもそれが兄の務めなのかわからないけど……。

　考えてもらちがあかないな。大人しく荷物が届くのを待とう。

　テレビを消して、俺はソファーに座ったままぼーっとした。

　平日はいつも妹の誰かと一緒だったし、週末は誰かと言わずみんなといられる。

　静かすぎて、ぞっとしない。孤独こそ平穏だと思っていたのが嘘うそみたいだ。

　いつまでこの生活を続けられるんだろう。

　先のことを考えると不安になってくる。

　思い起こせる過去のことは、なんだか楽しい思い出ばかりだった。

　おかしいな。俺は一度、みんなに「妹にはならない」って言われてるのに……。

　考えることといえば、今週もみんなのために、ちゃんとお兄ちゃんをできてただろうか？　っていう反省なんだから。

　世せ霊れ音ねはもう、引きこもりでニートなのを卒業しつつある。あとは学校に行くだけだ。

　友とも美みはすっかり落ち着いたな。むしろ俺の方が今週は子供だった。ＦＰＳはもう勘弁してもらおう。すっかり頭に血が上ってしまったし。

　あんなに熱くなったのって、本当にいつ以来だろう。

　そういえば、最近になって、小さ百ゆ合りにはオムライスをリクエストしたり、優ゆう希きと一緒にプリンサンデーを食べに行ったり……両方とも、俺が選んだメニューなんだけど、我ながらどうしてその二つが出てきたのかよくわからないままだ。

　もしかしたら自分でも気づいていない「本当の自分」ってのが存在していて、オムライスやプリンサンデーを求めてるのかも……なんて言ったら、今の俺はいったいなんなんだよ！　偽物ってことになるぞ。

　けど、やっぱり心のどこかにいるっぽいんだよな。オムライスにプリンサンデーが好きな自分が。

　思いだそうとすると……歯が痛くなった。

　優希と行ったメイドカフェのプリンサンデーはめちゃくちゃ甘かった。なんとか食べきったけど、生クリームという名の白い悪夢って感じだ。

　そうそう、悪夢とまではいかないまでも……美み佳かのおままごとは、あれはあれで大変だったな。早めに切り上げてもらえて良かった。危うく赤ちゃんにされかけたし。

　けど……美佳に頭を撫なでられてあんな奇妙な気持ちになるとは思わなかった。

　恥ずかしいのに、安らぐ感じがして……。

　い、いかんいかん。何を考えてるんだ。妹に甘えるなんて……俺はお兄ちゃんなんだぞ。しっかりしないと。

　時計を見ると、時間はほとんど進んでいなかった。

　勉強でもしよう。

　俺は自室に引っ込むと、自主学習に取り組んだ。静かで集中できるかと思ったんだけど、あまり捗はかどらなかった。




　夕方になっても世霊音の荷物は届かなかった。この分だと夜になりそうだ。

　自習も捗らず、読む本もなくぼんやり自室でスマートフォンをいじっていると、ＳＴＲＩＮＧに万ま里り子こからメッセージが飛んできた。

「十七日はお父さんとお母さんが親しん戚せきの家に行くことになって、千歳ちとせも友達の家にお泊まりだから、大切な日に二人きりだね」なんだそうだ。

　さらに「あ！　二人きりだけど、別に深い意味はないから！」と、万ま里り子こはメッセージを付け加えた。偶然……なんだよな？　万里子はまじめだから、逆にこういう状況になって困ったのかもしれない。俺だって、万里子のことをそういう風には……。

　って、やめよう。恥ずかしすぎる。

　それにしても大切な日って、なんだろう。

　五月十七日。金曜日……。あっ……。

　最近ずっと妹たちのことでいっぱいいっぱいで、自分の事なのに頭の中からすっぽり抜けていた。

　五月十七日は、俺の誕生日じゃないか。

　そもそもじっちゃんとばあちゃんと暮らしている間は、誕生日なんて素っ気ないもんだったし、祝ってもらった記憶もおぼろげだ。

　あんまり特別な日っていう気がしないんだよな。

　……もしかして、万里子は俺の誕生日を祝ってくれようと、この前から好物のこととか聞いてくれてたのか？

　だとしたら……。

　うわあああああああああああああああああああああああああああ。

　俺ってダメ人間だ。

　謝罪含みで返信すると、万里子は「もしかして自分の誕生日を忘れてたの!?」と、驚いた顔のスタンプをつけて返してきた。それから「本当はサプライズにしたかったんだけどね」とも。

　ずっと昔に離ればなれになった幼なじみの誕生日を覚えてるなんて、万里子ってすごい女の子だ。万里子の誕生日を聞いて、きちんとお返ししてあげなきゃ。

　俺が万里子に誕生日を聞こうとしたその時──。

　急に玄関の方が騒がしくなった。誰だれか帰ってきたみたいだ。

　俺は「じゃあ、金曜日は楽しみにしてる」と、万里子に返信して玄関に向かった。

　なぜか妹たちはみんな一緒のご帰宅だ。

「おかえり……って、バラバラに出かけたんじゃないのか？」

　小さ百ゆ合りがニコリと微笑ほほえむ。

「ただいま戻りました。ちょうど、駅で合流できそうだったので、みんなで一緒に帰ってきたんです。スーパーで食材も買ってきましたし、すぐに夕食の準備をしますね」

　いつもなら、友とも美みが一番に前に出て説明しそうなものなのに、小百合がリーダーみたいにふるまっていた。友美も無理に長女らしくがんばるのはやめて、小百合と持ち回りでリーダー役をするようになったのかな？

　俺が視線を友とも美みに向けると、スーパーの買い物袋を手にした友美が声を上げた。

「よ、よーし！　みんな手洗いうがいはしっかりとね。暖かくなったけど、うがいは重要だし。悪いウイルスを身体からだの中にとりこまないようにするんだッ！」

　友美の目は泳いでいた。様子が変だ。そんなあせりぎみの友美の後ろから、ぴょこんと子ウサギみたいに美み佳かが飛び出した。

「にーちゃまただいまー！　みーちゃんうがいするね！」

　美佳の後ろには、ぴたりと優ゆう希きがくっついていた。

「ただいま兄さん。良い子にしてたみたいだね」

　良い子って俺は子供じゃないぞ。まったく。

　最後尾はぐったりした顔の世せ霊れ音ねだった。

「……死にそうです」

　だいぶお疲れみたいだな。

　ぞろぞろと妹たちが玄関からあがってくる。ゆらゆらとゾンビのようなおぼつかない足取りで、世霊音が俺に近づいてきた。

「……お兄ちゃん、荷物のことなんですが」

　げっそりした表情だ。息も絶え絶えで……本当に大丈夫か世霊音？

「まだ届いてないな」

「……実は……調べてみたら、注文をキャンセルしてたみたいで……ごめんなさい」

「え!?　そ、そうなのか」

「……勘違いしてました。今日、届く荷物はなかったんです」

　スローモーションがかったような動きで、世霊音はゆっくりと頭を下げた。

「そんなに謝らなくてもいいって。誰だれだって勘違いくらいするし」

「……はい。気づかってくれてありがとうございます。少し心が楽になりました」

　ということは、今日の俺は一日、待ちぼうけする運命に決まってた……ってことだ。あ！　運命っていうのは変えられるもので、宿命って言った方がいいんだっけ。

　俺は待ちぼうけする宿命にあったのだ！　って、あんまりかっこよくない言い回しだ。

　それにしても、なんだかもったいないな。

　みんなそれぞれ遊びに行って、独りで留守番なんてちょっと損した気分だ。

　って、愚痴ってどうする。仕方ないだろ。世霊音の頼みを聞くと言ったのは俺なんだし。お兄ちゃんなら我慢しなきゃ。

　みんな充実した一日を過ごせたみたいだし、妹の喜びは、兄の喜びなんだから。

　世霊音が頭をふらふらと揺らしている。

「おつかれさま世霊音。あの、大丈夫？」

「……今すぐソファーでだらだらしたいです」

　おぼつかない足取りでリビングに向かう世せ霊れ音ねに、友とも美みが「こらこらー！　ちゃんと洗面所で手洗いうがいをするんだぞー！」と声をかけた。世霊音はなんとか洗面所に進路を変える。ちょっと心配だ。

　不意に友美と目が合った。

「友美は今日はどこに行ってたんだ？」

「え？　い、いいじゃん別にどこだって」

　さらりとかわされてしまった。避けられてるってほどじゃないけど、まぁ……兄妹きようだいだからって、なんでもかんでも知ってるのは変……か。

　ともかく、みんな無事に戻ってくれて一安心だ。

「うがいできたー！」

　メープルを背負った美み佳かが、とてとてとリビングの方に駆けていった。それを、優ゆう希きがゆったりとした足取りで追いかける。

　小さ百ゆ合りはキッチンに向かった。俺は友美からスーパーの買い物袋を受け取って、キッチンに運ぶ。

　こうしてみんなで一緒にいられることが、幸せに思えた。




　夕飯を食べ終えて、ダイニングでそのままお茶の時間になった。

　友美にはかわされちゃったけど、聞くだけ聞いてみよう。

「今日はそれぞれどこに行ってたんだ？」

　俺の質問に友美が席から立ち上がって告げた。

「そんなことよりにーちゃん！」

「そんなことって、土産みやげ話ばなしくらいは聞かせてくれてもいいんじゃないか？」

「特に話すこととかないし！」

　胸を大きく縦に揺らして……もとい、胸を大きく張って友美は断言した。

「友美にはなくても、世霊音や小百合や優希や美佳にはあるかもしれないだろ」

「……ありません」

「とくにはないですね」

「ボクからもないかな」

「ないよー！」

　まるで口裏を合わせたような反応だ。にやりと友美が口元を緩ませた。

「というわけだから、にーちゃんはあたしの質問に答えるように。来週の金曜日なんだけど、にーちゃん予定は空いてるよね？」

「金曜って、十七日のことか？」

「うん！　そうそう。その日なんだけど……」

「ああ、その日はちょっと用事が……」

「うんうん用事があるよね。にーちゃんだって用事くらいできるよね」

　と、言い終えてから、一瞬きょとんとした顔になったかと思うと、友とも美みが甲高い声を上げた。

「ま、まままマジで？」

「ああ。マジで」

　俺に予定があることが、友美には驚くほど意外だったんだろうか。

　ずっと平日は妹と過ごしてきたんだし、仕方ないかもしれないけれど。

　優ゆう希きと美み佳かに「学校の友達付き合いも大切にしてほしい」って、この前、背中を押してもらったばっかりだった。今回はそのご厚意に甘えるというか、なんというか……。

「その予定ずらせない？」

「うーん、結構前からの約束だし……」

　万ま里り子ことの約束をそう簡単に反ほ故ごにはできない。万里子からっていうのももちろんだけど、なにせ誕生日を覚えていてくれたんだからな。

　ふと、ずっと昔、誰だれかに同じように祝ってもらった記憶が、おぼろげながら甦よみがえった。

　詳細なことは覚えてないんだけど、俺だって祝ってもらったことはあったんだ。

　友美がさらに声を荒げた。

「約束っていつからの!?」

「二週間くらい前だったかな。前にも話したけど、幼なじみの万里子にお呼ばれしてるんだ。友美の予定は十七日じゃないとだめなのか？」

　あれ？　友美だけじゃなくて、世せ霊れ音ねも小さ百ゆ合りも優希も美佳も、心細そうな顔をしてるぞ。

　友美が焦った口ぶりでこたえる。

「べ、べべべ別にそうじゃないけど」

　なんだ、なら問題はないだろうに。今日の友美はちょっと変だ。

「それなら、日程をずらしてくれると助かるな」

「よ、良くないよ！　ずらすなんて！　ほらにーちゃん！　金曜日に家を空けたら美佳が寂しがるじゃんか！」

　俺が美佳をちらりと見ると、美佳はしょんぼりうつむいてしまった。

「友達付き合いを大切にした方がいいって、美佳には言われたんだけど……」

　美佳が顔を伏せたままつぶやく。

「そうだけど、みーちゃん、そう言ったけど……」

　美佳の大きな瞳ひとみから、突然、宝石みたいな大粒の涙がぽろぽろ落ちた。

　これは……緊急事態だ。

　友とも美みが吠ほえる。

「そんなの関係ない！　美み佳かの言ったことは……えっと……無し！　無しだ！」

　美佳は感極まったように、ひっくひっくと泣き続けた。

「う、うう……みーちゃん泣いてない！　泣いてないから！」

　どうして美佳が泣きだしたんだ？

　俺の言葉がきっかけだよな。じゃあ、やっぱり俺が悪いんだよな。

　美佳の隣の席に座っていた優ゆう希きが、そっと美佳の頭を抱き寄せた。優希は俺に顔を向ける。批難するというよりも、すごく寂しそうだ。

「兄さん。どうしても十七日は都合がつかないの？」

　都合がつかないもなにも、万ま里り子この方が先だったんだ。しかも、誕生日を祝ってくれるんだ。俺自身が忘れていたことなのに……覚えててくれたんだ。

　小さ百ゆ合りがじっと、俺を見据えて聞いてきた。

「お兄様は私たちよりも、幼なじみをとるんですか？」

　それは極論だ。どっちを選ぶとかじゃなくて、どっちも大事で……それなら、順番的に先だった方を優先するのが……。

　そもそも、友美のお願いは十七日じゃなくてもいいんだよな？

　だいたい今日だって、みんな俺を置いて出かけて……。

　みんなにはそんなつもりは無かった！

　俺は独りで待ちぼうけして……。

　寂しかったけど、仕方ないじゃないか！

　本当は追いかけたかった……。

　荷物の受け取りをお願いされて、引き受けたのは俺だろ？

　我慢したんだ……。お兄ちゃんだから……。なのに……。




　ぷつん、と、心の奥で張り詰めていた糸が切れた。緊張と責任と義務をより合わせた丈夫な糸は、自分の中で膨らんだ子供っぽい欲望にあっけなく寸断されると、一緒に言葉も漏れ出た。

「今日だって俺はみんなのために我慢してきたんだから……いいじゃんか。たまには自由にさせてくれたって……」

　もしかしたら、ずっと押し殺してきた、本当の自分の言葉だったのかもしれない。

　それに気づいた瞬間、自分の器から溢あふれ落ちた本音は後悔へと変わった。

　子供じみた言い分なんて、胸の中に押しとどめておくべきだったんだ。

　小さな穴からダムが決壊するように、一度でもはき出せば……待っているのは、あの嫌な空気だけだ。

　ずっと昔にも味わった、あの感覚──幼い頃ころにわがままを言って、じっちゃんとばあちゃんを困らせた時の気まずさと後悔が甦よみがえる。

　指先が震えた。自分に対する嫌悪感ばかりが増していく。

　俺の言葉に、友とも美みが目を丸く見開いた。

「な、なんだよにーちゃん！　そんな言い方しなくたっていいだろ？　今日だって、みんな……にーちゃんのために……なのに……にーちゃんの馬ば鹿か野や郎ろう！」

　だめだ。抑えようとしても口が勝手に動く。

「馬鹿とはなんだ」

「馬鹿だから馬鹿って言ったんですー！　ばーかばーか！」

「子供かお前は！」

　テーブルを挟んで俺と友美はにらみあった。友美にまで俺のガキっぽさが伝染したみたいだ。

　美み佳かが弱々しく呟つぶやいた。

「ケンカしないでぇ」

　これって兄妹きようだい喧げん嘩かなのか？　いや、違う。俺は俺の権利に基づいて主張してるだけだ。無茶苦茶なのは友美の方だ。

「少しは遠慮っつうか、言われる方の身にもなってみろ。いきなり馬鹿だのなんだの言われて、頭に来ないとでも思ったのか！」

　俺だって人並みにいらつくことだってあるんだ。我慢……してきたんだ。誰だれともぶつかり合わないように。

　友美はムッとした顔で口を尖とがらせた。

「頭に来させるつもりで言ったんだけど？　にーちゃん怒ってんの？　こっちだって怒ってるんだからね！」

「な、なんでそっちが怒るんだよ！　好きに買い物だかなんだか行ってきたんだろ？」

「好きにじゃないって！　ちゃんと目的があったの！　そういう決めつけとかやめてくれる？」

「き、決めつけもなにも事実だろ！　あっ！　どこに行ってきたのか言えないくらいだから、やましいことでもしてたのか？」

　言い過ぎだ。と、普段の俺ならブレーキがかかるはずなのに、まるで下り坂を転げ落ちるように、言葉は悪い方へと加速していった。

　友美の瞳ひとみに、ぶわっと涙が浮かぶ。

「や、やましくないし……今日だって、にーちゃんのお誕生会の準備の買い出しとか、プレゼント選びとかしに行ってたんだ！　サプライズなのに言えるわけないじゃん」

「……えっ」

　頭に昇った血がさっと引いた。

　小さ百ゆ合りが俺に向かって小さくうなずく。

「本当です。お兄様に喜んでいただきたくて、ずっと計画を秘密裏に進めて来ました。まさか……予定がバッティングするとはおもっていなくて……。今日もお兄様に気づかれないよう、みんなバラバラの場所に出かける振りをしていたんです。外に出てからは、ずっと一緒でした」

　友とも美みが涙目のまま力なく笑った。

「サプライズで、にーちゃんを驚かせたかったのに……これじゃ台無しだよ」

　頭の中が真っ白だ。

「そんな……嘘うそ……だろ？　ごめん……あの……どうすればいいんだ、俺？」

　うろたえる俺を友美がにらむ。

「こっちに聞くなよ！　だいたい、そーやって相手の顔色ばっかりうかがって、気持ちじゃなくて理由ばっかり考えて……そんなんだから、にーちゃんは何にも本気になれないし、誰だれも好きになれないんだ！」

「……俺が……誰も、好きになれない？」

　まだ落ち着かず呼吸の荒い美み佳かを抱きしめたまま、優ゆう希きが俺と友美に告げる。

「友美ちゃん。もうそれくらいにしよう。ほら、兄さんも……ね？」

　小百合が焦ったように早口になった。

「あ、あの！　私も友美さんと同じ意見です。お兄様は本気で愛するべきです。ええと、ええと……あの……う、うまく言えませんが！」

　小百合は混乱しているみたいだ。こんな状況になるなんて、想定してなかったんだろうな。俺だってそうだ。

　俺は……空っぽな人間なのかもしれない。成り行きでお兄ちゃんごっこをしてたんだ。お兄ちゃんらしく、振る舞おうとしてた……偽物だ。

　空っぽだから、自分の中を「お兄ちゃん」という役割で満たそうとしてたに過ぎないんだ。

　けど……。

「俺だって……努力してきたんだ。みんなに好きになってもらえるように。嫌われないように。それがいけないっていうのか？　波風立てずに人と人との摩擦を少なくして生きることが悪いのか？　こっちが折れて丸く収まるならそれでいいじゃないか！」

　誰か一人を選ぶわけにもいかないんだ。みんな平等じゃなきゃいけないんだ。

　その中で、最善を尽くしてきたつもりなのに……。

　優希が悲しそうな目をした。

「兄さん。それは……よくないよ。嫌われたくないから相手に合わせてるみたいな言い方をしたら、合わせられた相手だって傷つくんじゃないかな？」

「だから言わないでいた。言わないで我慢して嫌なことは全部忘れるようにしてきた。それでこれまでうまくやってこられたんだ！」

　思えば中学で生徒会に入ったのだって、他ほかに立候補する人間がいなかったからなんだ。なりたくてなったんじゃない。たまたまその役割を自分が許容できて、代わりが他に誰だれもいなかった。それだけのことなんだ。その役割の中で、自分なりに楽しいことを見つけてやっていける人間だと、自分のことを過大評価してたのかもしれない。

　ぜんぜん、そんなことはないのに。

　友とも美みが俺の顔を指さした。

「にーちゃんは逃げてるだけのチキン野郎だ」

「臆おく病びようで何が悪い！　今だってこうして……もう手遅れなのにどうにか取り繕えないか考えてる自分がいて、そんな自分が嫌になるんだ」

　保身だ。俺の本質って……。

　どうしようもないのに、まだ、関係を修復できないかどこかで考えようとしてる。

　未練がましく。

　妹が五人もいると知らされて、一人だけ選べと言われて、結局選べなかった。

　選ばなかった妹に嫌われたくない。怨うらまれたくない。相手が怨まないと言ったって、それを信じ切れずに俺は……保身に走った。

　そんな選択の積み重ねが、今に繋つながっている。俺が一番嫌で、苦手でずっとずっと逃げてきたこの状況は、自業自得だ。

　仲直りできるから喧けん嘩かなのかもしれないけれど、喧嘩なんてしたことがないから、俺は仲直りの方法を……知らない。

　ずっと黙っていた世せ霊れ音ねが、ぽつりと呟つぶやいた。

「……わたしが騙だましたから？」

「騙した……って？」

　つい、聞き返してしまった。

「……わたしがお兄ちゃんに荷物の受け取りを頼んだのは……ええと……」

　世霊音が言わんとしていることが、なんとなくわかった。

「そういうことか。俺が外出して、万が一にも街中で出くわさないようにしたかったんだな？」

　世霊音は小さくうなずいた。

　きっかけを作ったのは世霊音だ。けど、俺を騙したのは、俺に誕生日のお祝いをすることを、気づかせないためだ。

　俺のことを考えて吐ついた嘘うそだ。

　誰だれかを傷つけるつもりなんて誰にもなかった。

　解わかってる。解ってるんだ。

　なのに、頭で解っていても感情がついてこない。こういう状況に、俺はまるで免疫がないんだ。避け続けてきたから。逃げ続けてきたから。

　こんな俺に、妹たちを守る兄がつとまるわけないんだ。向いてないんだ。

　もう一度、世せ霊れ音ねは確認するように言った。

「……わたしがお兄ちゃんに嘘を吐いたから？」

「そうは言ってない……ただ……」

　もう、兄をしていく自信がなかった。

　一瞬、黙り込むと世霊音は俺の心を見透かすように言った。

「……そんなに嫌なら、お兄ちゃん……やめちゃえば？」

　世霊音は静かな口ぶりで続ける。

「……誰かにおしつけられたなら、拒否してもいい。そもそも、わたしたちは自分が妹だって知らなかったし、姉妹がいるのも知らなかった。お兄ちゃんも一人っ子として育ってきた。わたしたちは兄妹きようだいじゃない。一人っ子の集団……なのに、急に長男とか、長女にされたから……つらいなら、やめちゃえばいい」

　世霊音の言葉に、友とも美みが目を真っ赤にさせて声を上げた。

「そ、そーだそーだ！　にーちゃんなんてやめちまえ！　あたしだってお姉ちゃんやめてやる！　みんなバラバラで解散だ！」

　俺達は兄妹というには、やっぱり無理があったんだ。

　元々が、他人みたいなものだったんだから。

　うまく家族ごっこを演じてこられたのは、俺が一日に一人ずつとしか会わなくて、週末だけ集まってたからなんだと思う。近すぎず遠すぎないそんな距離だから、衝突しないでいた。

　それでも……遅かれ早かれなにか事件が起こって、こうしてバラバラに空中分解する運命……いや、宿命だったんだ。どうあがいたって、結果は変わらない。変えられない。

　紫むらさきさんが言った「早く妹を一人、決めないと後悔する」って、このことだったのかもしれない。

「そうかよ！　わかったよ！　だったらやめてやる！」

　その場に居られなくなって、俺は席を立つと自室に引きこもった。

　そうだ。やめてやる。お兄ちゃんなんてやらなきゃいいんだ。

　もう終わりだ。解散だ。離散だ。

　俺が望んでお兄ちゃんになりたいって言ったわけじゃないんだし、押しつけられた役目なんてうんざりだ。もうどうにでも……なるようになれ。
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　夢は見なかった。

　月曜日の朝、一人きりの自室で目が覚めた。

　妹たちの痕こん跡せきは残らず消えている。モデルルームみたいに生活感の無いリビングやダイニングキッチンは、まるで俺の心を映した鏡みたいに、空っぽだった。

　登校の準備をして普段通り学校に行く。

　教室で朝のホームルームの前に、万ま里り子こが心配そうに俺に声をかけてきた。

「なんでもないよ」

　そう、はぐらかす。

　いつもなら授業が終わるのを心待ちにしていたのに、今は少しでも授業が長引けばいいと思った。帰るのが怖かった。




　放課後、万里子と別れた帰り道の途中で、俺は児童公園のベンチに座ったまま途方に暮れていた。

　自室には入れないし、世せ霊れ音ねの部屋に行く理由もなくなった。もう、俺はお兄ちゃんをやめたんだ。うなだれて地面を見ていると、蟻ありの行列が巣に向かっていた。

　帰る場所があることがうらやましい。

　これから一週間、俺はどこに帰ればいいんだろう。現実的な問題にも直面して、俺は途方に暮れていた。

「……こんなところでなにをしてるんですか？」

　急に声を掛けられて、俺はびくっとなった。

　女の子の声だ。抑揚の無い口ぶりと澄んだ清水のようなその声には、聞き覚えがあった。ただ、声をかけられるまで、誰だれかが近づいてきたような気配を感じなかったので、不意打ちを食らったみたいに俺の心臓が早鐘を打った。

　いや、まさか。今日は平日の月曜日で、彼女がこんな場所にいるなんて考えにくい。

　もしかしたら、今のは幻聴なのかもしれない。ははは。どうしていいのかわからなくなって、ついに俺はいない人の声まで聞こえるようになったんだな。

　顔を上げると、そこには黒髪の美少女が真新しい制服に袖そでを通して、学生カバンを手にぼんやりと俺の顔を見下ろしていた。

　聞こえた声が幻聴でもなければ、目の前に立つ姿は幻覚でもなんでもない。

「世せ霊れ音ね……って、本当に世霊音なのか!?　その格好はまさか……」

「……学校に行きました」

　だらっとしてばかりの世霊音が、ピンと背筋を伸ばしていた。しわ一つ無い制服をきちっと着こなす姿は、凛り々りしくすら見えた。

「……隣、いいですか？」

「あ、ああ。いいけど」

　世霊音は俺の隣に座る。顔はこちらに向けず、前を見たままだった。

「どうしたんだよ。学校に行くなんて」

　遠くを眺めるように目を細めながら、世霊音は淡々とした口ぶりで俺に告げる。

「……元お兄ちゃんにはもう頼れないから、自分でがんばるんです。次の目標は学校でリアルの友達を作ることです。誰かさんが足踏みしている間に、わたしはごぼう抜きです」

　某、水み戸とのご老公の時代劇のオープニングにある、ワンフレーズを思いだした。

　俺が立ち止まって、世霊音は歩き始めた。というか、俺は立ち止まったんじゃなくて後退してるな。

　もう、世霊音は俺がいなくても立派に自分の足で歩いていけるんだ。

　俺のことなんて必要としていないんだ。

「元……か。もう、俺のことはお兄ちゃんとは呼ばないんだな」

「……そうですね」

「世霊音はなんでここにいるんだ？」

「……公園は公共の場所ですから。それより、貴方あなたはなんでここにいるんですか？」

　口ぶりまでどこか大人びた雰囲気だ。貴方という呼ばれ方から、改めて俺達は他人になったんだなと実感する。

　もともと、他人みたいなものだったけど。お兄ちゃんと呼んでもらえることで、俺は世せ霊れ音ねをずっと身近な存在に感じてたんだな。

「俺が公園にいるのは……お兄ちゃんじゃなくなったから、勝手に世霊音の部屋に入るのもよくないだろうと思って」

「……遠慮ですか？」

「配慮だよ。というか、こうして話しているのも、少し気まずいんだけど」

「……そうですか？」

「そうだよ！　昨日、あんなことになったのに……」

「……兄妹きようだい喧げん嘩かなんて、珍しくありません」

「あれは兄妹喧嘩じゃないだろ。なんちゃってお兄ちゃんのメッキが剥はがれたんだ。それで、みんなが幻滅した。そもそも、兄をやめろって言ったのは世霊音じゃないか」

　つい、言い方がきつくなった。不安定な気持ちを世霊音にぶつけて、どうするんだよ……俺。

「……やめてもいいと言っただけです。お兄ちゃんが望むなら、やめなくてもいい」

　そう告げてから、世霊音は目を見開いて首を小さく左右に振った。

「……今のは……お兄ちゃんと言ったのは……なしで」

「あ、ああ……えっと……その……」

　みるみるうちに、世霊音の顔が真っ赤になった。色白だから、変化がすごくわかりやすい。こちらが黙っていると、沈黙に耐えきれなくなって、世霊音は鼻に掛かったような声で吐息混じりに呟つぶやいた。

「……やっぱり……無理です……」

　彼女の小さな肩がかすかに震えていた。

「……学校怖い学校超怖い……友達なんてつくれる気がしません……死にます……むしろ殺してください楽にしてください」

「だ、大丈夫か世霊音!?」

　いったいどうしたんだ？　しゃきっとしていた世霊音が別人のように……というか、元通り、出会った時の頃ころのように、くんにゃりと猫背になってしまった。

「……貴方はすごいです。毎日学校に行くなんて」

「すごいもなにも、それが普通だろ？」

「……普通じゃないです。知らない人がいっぱいいるのに、それがクラスメートなんですよ？　いきなりクラスの仲間として迎え入れられるんですよ？　知らない人たちと、仲良くしなきゃいけないんです。そんなの無理です」

　世せ霊れ音ねは中学に入学してから、ずっと引きこもりっぱなしで入学式にも出ていないんだよな。

「クラスメートなんて以前からの知り合いでもない限り、最初はみんな知らない人同士だろ？」

「……それはそうですけど……そうじゃないんです」

　なんとなく、世霊音の言いたいことがわかってしまった。彼女は季節外れの転校生みたいな状況に陥っているのかもしれない。

「ま、まぁ……そうか。そうだよな。世霊音は一ヶ月遅れてスタートしたわけだし、クラス内の仲良しグループ分けとかも、四月の内にとっくに終わってるよな。そこに新参者が入っていくのは骨が折れることだ」

　今の俺も似たようなものだ。クラスでは軽く腫はれ物扱いである。

「……わたしの心は全身複雑粉砕疲労骨折です」

「それは重症だな」

「……みんなわたしをじろじろ見てくるんです」

「みんなって、男子も女子もか？」

「……はい。見られると緊張します。わたしは見世物じゃありません」













「それは……みんなが世せ霊れ音ねに興味を持ってるんだよ。仲良くなりたいんじゃないのかな？」

　世霊音はぼんやりした表情で、首を傾かしげた。

「……そんな風には思えません」

「誰だれかに直接、意地悪をされたりいじめられたりした……とかは？」

「……ありません」

「無視されてるって感じたりはしない？」

「……放っておいてほしいのに、こっちをちらちら見てきたり、話しかけてきます」

「話すってたとえばどんなことを？」

「……家族のこととか、どこに住んでるのかとか、シャンプーは何を使ってるかとか……集団で囲まれて圧迫面接されるみたいで、緊張して声も出ません」

　自然と、俺は心の中で安あん堵どの息を吐ついていた。

　世霊音は外見だけならどこか儚はかなげで、ミステリアスな美少女だ。中身が残念なわけだけど、それもまたギャップ的な可愛かわいさというか……って、何を考えてるんだ俺は。

　ともかく、その美少女っぷりに、クラスメートたちは世霊音が気になって仕方ないんだろう。

　うつむき気味な世霊音に、俺は確認した。

「そういえば、入学してから一ヶ月休学した理由とかは、どうしてるんだ？」

「……紫むらさきさんが病気療養ということで申請していてくれて……」

「なるほどな。世霊音がやる気を出したら、いつでも学校に登校できる準備は整っていたってわけか」

「……無理です。あんなにたくさんの人に囲まれて……死にます。明日から普通の引きこもりに戻ります」

「引退宣言早すぎだから。それに、今の世霊音ならもう大丈夫だよ」

「……大丈夫なわけありません。もう、お兄ちゃ……貴方あなたもいないのに」

「俺と出会った時の世霊音とは、すっかり別人じゃないか。自分の意思で学校に行くと決断して、こうして学校に行くこともできた。俺がしたのは、ほんの少しのきっかけ作りだよ。がんばったのは世霊音自身なんだから」

「……う、うう……」

「それにクラスメートの二十人や三十人がなんだっていうんだ。空うつ蝉せみさんのフォロワー数と比べたら、たいしたことないって」

　世霊音はハッと目を丸くさせた。

「……そう……なんですか？」

「そうだよ。自分のフォロワーが三十人増えたと思えばいいんじゃないかな？」

　世せ霊れ音ねはゆっくり頷うなずいた。

　いつの間にか、俺はまた世霊音の人生相談に乗ってしまったみたいだ。今のは兄としてじゃなくて、クラスであぶれている先輩からのアドバイス……ということにしてもらおう。

「……やっぱりお兄ちゃんがいないと無理だから。頼らないようにしたいのに……」

　俺の胸に顔をうずめて世霊音はぎゅーっと抱きしめてくる。

　昨日、やめると宣言したのに、俺の手が……。

　勝手に……世霊音の頭を……。




〈撫なでた〉




　撫でてしまった。止められない。世霊音のことをそっと抱きしめ返す。

「世霊音、良くがんばったな」

　俺の胸におでこをくっつけたまま、世霊音はフルフルと小さく首を左右に振った。

「……そんなことないです。お兄ちゃんがいてくれたから……」

「俺は……お前にお兄ちゃんって呼ばれる資格なんてないダメ人間だぞ」

　世霊音はゆっくり顔をあげた。

「……わたしもダメ人間なので、ダメ人間同士仲良くしましょう」

「怒ってないのか？　お兄ちゃんをやめるって言って、全部投げだしたんだぞ？」

　世霊音は首を左右に振った。

「……それでもかまいません。それにわたしはダメ人間だから、同じダメ人間の気持ちが少しはわかるつもりです。わたしはお兄ちゃんの重荷にはなりたくなかったんです。だから、お兄ちゃんがお兄ちゃんをするのが辛つらいなら、やめてもいいって思って……お兄ちゃんが嫌いになったわけじゃありません」

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど、俺はお兄ちゃんをやめて、万ま里り子こを選んだんだぞ？　お兄ちゃん失格だ」

　結果的に、そうなってしまったとはいえ、妹たちではなく、俺は万里子をとったんだ。

「……お兄ちゃんが自分で考えて選んだなら、わたしはそれを尊重します。お兄ちゃんは選択する理由を、保身とか妥協っていうけど、それでも自分で悩んで、選んで、決断したんだから立派です」

　理由ではなく、決断したこと自体が大切……ってことか。

　世霊音は伏し目がちになって続けた。

「……あのあと、お兄ちゃんが部屋に閉じこもってから、友とも美みちゃんが大変でした」

「友美が？」

「とっても落ち込んでいました。こんなことを言ってました」

　世せ霊れ音ねは友とも美みの代わりに、友美の言葉で語ってくれた。




「にーちゃんの本音がやっと聞けた気がすんだよね。ずっとどこかで遠慮っぽいところがあったじゃん。怒らせたら本気になってくれるかなって思ってたんだ。なのに、にーちゃんをおいつめて、引っ込みがつかなくしちゃった。あたしって……馬ば鹿かだな」




　友美がそういう性格なことくらい、解わかってたはずじゃないか。むしろ「馬鹿」って言われて怒って、すっかり術中にはまったのは俺の方だ。俺が馬鹿だ！

「……お兄ちゃん。みんな、お兄ちゃんのことが嫌いになったわけじゃないと思います。けど、それはわたしの印象だから、会って……最後になるかもしれないけど、ちゃんと……お話した方がいいと思う」

「明日から、またみんなの部屋に行けっていうのか？」

「……はい」

「何を話して良いのかわからない。というか、仲直りできる自信もないし……」

「……仲直りする必要はないです。その時、思い浮かんだ気持ちに従って、正直に素直に打ち明ければいいと思います。お兄ちゃんはなにかをする前から、考えすぎです」

「結果を恐れずにやってみろってことか」

「……もう、これ以上悪くなりようがないと思えば、正直になって相手を傷つけてしまっても、あきらめがつきます。本音できちんと話せる最後のチャンスだから」

　極端な話だけど、世霊音の言う通りだ。嫌われたくないと思って自分を抑える必要がなくなる……というか、そこまでしないと本音を口に出来ないなんて、我ながら情けない。

「ああ。世霊音の言う通りにしてみるよ」

　コクリとうなずくと、世霊音はベンチから立ち上がった。俺の方に向き直り、そっと手を差し伸べる。

「……お兄ちゃん。行きたいところがあるんです。一緒に来てください」

「今からか？」

「……はい」

　どこに行くかも確認せず、俺は世霊音の手を取って立ち上がった。




　世霊音に手を引かれるままバスに乗って、たどり着いたのは最寄り駅だった。

　駅ビル内にある、手芸用品店が世霊音の「行きたいところ」らしい。

　広くて明るいフロアに、大きな布のロールがいくつも並んでいた。

　ミシンコーナーや編み物用品コーナーも揃そろっている。素人目だけど、なかなかの品しな揃ぞろえだ。

　フロアの広さのわりには、お客さんは少なくてぽつぽつと店内にまばらだった。お店の人には悪いと思いつつ、人ひと混ごみに酔いやすい世せ霊れ音ねには、少し閑散と思えるくらいがちょうどいい。

「世霊音は何か、買いたい物があるのかな？」

「……とくには」

「ないのに来たのか？」

「……」

　世霊音は黙り込んでしまった。なんだか気まずいな。

　周囲をぐるりと見渡してから、俺はおもしろそうなものを見つけた。

「あ、ああ。ほらここの金具コーナー。すごいな……がま口の口の部分だけ売ってるなんて。それにこっちのはベルトのバックルじゃないか。これを使えば好きな布とか革でベルトが作れるっぽいし」

「……ででーん……お兄ちゃん……アウトー」

　淡々とした口ぶりで、世霊音は宣言した。

「その『ででーん』ってのはいったい……」

「……笑ったらいけないシリーズです」

　ああ、たしか毎年、年末になるとテレビやっているやつだよな。国民的な歌合戦の裏番組で、参加者が仕掛け人のネタで笑うと、ハリセンでお尻しりを叩たたかれるんだっけ……。

　ぺちん！

　と、俺のお尻が世霊音の平手で叩かれた。

「ちょ、ちょっと世霊音！　痛くはないけど……いきなりなにをするんだ!?」

　端はたから見れば、年下の女の子にお尻を叩かれる男子高校生……お客さんがまばらとはいえ、フロアには店員さんもいるんだし、なんともいえない恥ずかしさだ。

「……お兄ちゃんがアウトだったから」

「アウトって言われても、今……俺、世霊音に何かしたのか？」

　世霊音は小さく息を吐ついた。

「……ででーん……お兄ちゃん……アウトー」

「え？　ちょ、ちょっと世霊音……」

　ぺちん！

　またしても、俺のお尻は世霊音にお仕置きされてしまった。

　これはいったい……。ともかく世霊音が急に不機嫌になったみたいだ。なんとかしないと……。

「そ、そうだ世霊音！　せっかく駅まで来たんだし、このまま日につ暮ぽ里りまで行ってみる……とか？」

　世せ霊れ音ねはふるふると首を左右に振った。

「……今からだと、着くころには、お店がしまってます」

「そっか。残念だな。ええと……じゃあ、このお店を見て回ろうか」

「……」

　再び、世霊音は黙ってしまった。

「世霊音は編み物には興味がないのか？　カラフルな毛糸がいっぱいあるぞ！」

「……ででーん……お兄ちゃん……アウトー」

　ペチン！

　提案したのに不条理だ。俺が妹にお尻しりを叩たたかれて喜ぶ人間だったら、ご褒美なのかもしれない。けど、違うぞ！　断じて違うからな！　そもそも公衆の面前じゃないか。

　あ、いや……密室で二人きりならやぶさかでないんじゃなくて。

　って、なにを俺は言い訳してるんだ。

「なあ世霊音！　さっきからなんで俺がアウトなんだ!?　いい加減にしないと俺だって怒るぞ」

「……お兄ちゃん……セーフ」

「へっ？」

　世霊音はかかとを上げて背伸びをしながら、手を伸ばして俺の頭を撫なで撫でした。

　これは……一応、褒められてるのか？

「ちゃんと質問に答えてくれ」

「……はい。どうぞ」

　どうぞ……って。仕方ない、もう一度きちんと聞くか。

「ええとだな……さっきから世霊音は、せっかく手芸のお店に来たのに買い物するわけでもなく、俺が何か言うとアウト判定してお尻を叩いたり、いきなりセーフ判定したりしてるんだけど、まず、その判定基準がなんなのかわからないんだ。どうすればセーフに……いや、セーフじゃなくてもいい。アウトにならないのか教えてくれ」

「……ででーん……お兄ちゃん……限りなく灰色に近い……アウトー」

　ペチン！

　世霊音の細腕から放たれる平手打ちに威力はないけど、いい加減俺達の奇行に気づいた店員さんや、他ほかのお客さんたちの視線が痛い。

　しかし、今のはなんでわざわざ「限りなく灰色に近い」なんて付け加えたんだろう。

「……」

　また、世霊音は黙り込んでしまった。ぼんやりと立ち尽くしている。

　うーん。どうしたものか。世霊音の気まぐれなんだろうか？

　俺は……黙って見ていることにした。

　今はなにを言ってもアウトにされてしまいそうだ。

「……？」

　世せ霊れ音ねは無言で俺の顔を見つめると、子リスみたいに首を傾かしげてみせた。

「……お兄ちゃん？」

「な、なんだい世霊音？」

「……なんでもないです」

「なんでもないのかよ！」

　つい、ツッコミを入れてしまった。すかさず俺は自分のお尻しりを守るように両手で覆う。

　けど、世霊音はなにもしてこなかった。俺を無視するように、飾りボタンのコーナーまで歩いて行って、ボタンを見始めている。気に入ったのか、棚の小さな引き出しから、世霊音はボタンを二つ取り出した。

「何かいいのはあったかい？」

「……これと……これ……」

　青い石が入ったブローチのような飾りボタンと、貝殻みたいな乳白色をした大きな飾りボタンだ。

「どっちも綺き麗れいだな」

　正直、甲乙付けがたい。

　って、しまった。また、俺はうかつに反応したかもしれない。

　前に万ま里り子こから聞いた話だけど、女の人が二つの品物を持ってきた時には、悩んでいるんじゃなく、もう答えは決まっていて、どっちかが彼女にとっての正解らしい。相手が自分の気に入ってる方を選んでくれると、嬉うれしいのだそうだ。

　俺は正解を選ぶどころか、どっちもいいなんていう曖あい昧まいな回答をしてしまった。

「……」

　世霊音は黙ったままだった。

　うーん、相変わらず「ででーん」になる基準がわからない。

　こうなったら、世霊音の反応を見ながら色々やってみるしかないな。

　何回か叩たたかれるだろうけど、数をこなせばある程度、正解の傾向も見えてくるだろうし。

「あ、あの……今のはアウトじゃないのかな？」

「……ででーん……お兄ちゃん……アウトー」

　ぺちん！

「うわっ！　なんでこのタイミングなんだよ！　二択の選択肢を選ぶのに失敗してアウトならわかるけど」

「……お兄ちゃん。選択肢とか……人生はゲームじゃないんだよ」

　ぼそりと呟つぶやくと、世霊音は手にしていた飾りボタンを元の引き出しに戻してしまった。

「なあ世せ霊れ音ね。さっきからなにがしたいんだ？」

「……お買い物です」

　いやまあ、お店に来てるんだからそうなんだけど……。

「特に買う物はないって、最初に言ったじゃないか？」

「……掘り出し物があれば、その限りじゃないです」

　さっぱり訳がわからない。

　店舗の外の通路沿いに、買い物客向けの休憩スペースが設置されていた。自販機とベンチが並んでいる。

　それが視界に入った瞬間、俺の口から自然と言葉が漏れた。

「ハァ……わかった。じゃあ俺はすぐそこのベンチに座ってるから、おわったら声をかけてくれ」

　つい、本音を漏らしてしまった。正直なところ、布も飾りボタンも綺き麗れいだとは思うけど、俺自身にとっては見ていてあまり楽しいものでもない。

「……」

　俺の言葉に世霊音は黙って頷うなずいた。あれ？　アウトじゃないのか。

「ええと……いいのか世霊音？　本当に俺、休憩してるぞ？　本当にいいんだな？」

「……ででー……」

「休憩する。します。してきます！」

　世霊音に「ででーん」と言われる前に、俺は逃げるようにベンチのある休憩スペースに逃げ込んだ。

　すると、世霊音は俺がそばにいた時よりも、活発に動き始めた。まるで、ミシン部屋で作品を仕上げている時みたいな集中力だ。

　集中？

　あっ……もしかして……俺がそばにいると、買い物の邪魔だったのか？

　だったら俺が一緒じゃなくてもいいじゃないか。一人でお店に来れば……って、それが世霊音には大変なことなのかもしれないな。

　けど、それならそれで俺に話してくれればいいのに。

　……集中して品物を見たいから、そこで休憩しててください……とかさ。

　二十分ほどで、世霊音は品物を見終えると、結局なにも買わずに戻って来た。

「おかえり世霊音」

「……はい」

　なんだか、出会った当初の世霊音みたいなとっつきにくさだ。もしかして、やっぱり俺がそばにいた方がよくて、一緒に買い物をしなかったことを密かに怒ってる……とか？

　ベンチから立ち上がると、俺は世霊音に聞いた。

「もしかして、俺が本当に休憩したから怒ってるんじゃ……」

「……ででーん……お兄ちゃん……アウトー」

　ペチン！

　立ち上がった俺のお尻しりに、またしても世せ霊れ音ねの平手打ちが炸さく裂れつした。

「こ、こら！　いい加減にしろ！」

「……？」

　悪びれるでも無く、世霊音は不思議そうに俺の顔を見つめていた。

　元々、つかみ所のない女の子だとは思ってたけど、今日の世霊音はやっぱり変だ。

　最近ようやく、世霊音と通じ合えるようになったと思ってたんだけど、あれは全部俺の一方的な思い込みだったんだろうか。

「……お兄ちゃんも、わたしのお尻を叩たたきたい？」

「なんでそうなるんだ!?　いや待て。『も』ってことは、世霊音は俺のお尻を叩きたくてやってたってことなのか？」

「……」

　まさか、俺を挑発して怒らせようとしてるんじゃ……。

「あの……世霊音。もしかして……俺のことを怒らせたいのか？　そういうのは世霊音らしくないっていうか……いや、じゃあ友とも美みならぴったりだ！　とは言わないけど」

　世霊音はまっすぐな眼まな差ざしで俺を見つめた。宝石みたいな瞳ひとみで、訴えるように無言のままだ。

　世霊音は真剣だ。この真剣さは……疑いようがない。

　俺はなにを見落とした？

　今の世霊音は沈黙を守っている。まるで、俺の回答を待っているように。

　アウトだった時のことを思いだせ。

　金具コーナーのがま口。編み物のこと。俺は世霊音に何かしたのか？　と聞いたこと。今のはアウトじゃないのかと確認したこと。

　俺が休憩すると念押しした時にも、世霊音はアウトと言いかけた。

　それに休憩した俺を世霊音が怒ってるんじゃないかって……顔色をうかがった。

　ああ、そうだ。全部……俺は世霊音の顔色をうかがってたんだ。

　世霊音はそれを感じ取ったのかもしれない。

　だから、俺が本音を漏らした時はアウトにはならなかったんだ。

「もしかして、俺が顔色をうかがってるって、世霊音が感じた時にアウトになるってことなのか？」

　俺は思いっきり世霊音の顔色をうかがってみた。世霊音は一瞬、驚いたような顔になってから声を上げる。

「……ででーん……お兄ちゃん……アウトー」

　ペチン！

　どうやら、間違いなさそうだ。

　じゃあ、一度だけあったセーフはなんだったんだろう。

　確か「いい加減にしないと俺だって怒るぞ！」って、言ったんだ。

　怒るっていうのは、俺の感情だよな。相手に……世せ霊れ音ねに遠慮してない、自分の気持ちだ。

　ああ、なんとなくわかった気がした。世霊音は俺に気づかせたかったんだ。

　けど、どうすればうまく俺が理解したことを伝えられる？　いや、考えるな。こういう風に考えるから、顔色ばかり気になるんだ。

「世霊音。お兄ちゃんを叩たたくなんていけないだろ？　反省しなさい」

　俺の言葉に、世霊音がまた目を見開いた。そして、ちょこんと頭を下げる。

「……はい。反省します。ごめんなさい」

「よろしい」

「……あの、お兄ちゃん……それだけですか？」

　不安げに世霊音は呟つぶやいた。言葉足らずで、俺の方から世霊音の言葉の足りない部分を補完して、翻訳しなきゃならない時がある。

　けど、それをやめた。結局それは、世霊音に合わせてるだけなんだ。もちろん、必要な時にはそうすべきだけど、全部を世霊音に合わせる必要はない。

「それだけだ」

「……お兄ちゃんらしくないです」

「俺らしくない？　そんなことないだろ。それより、お腹なかも空すいたし、そろそろ帰らないか？」

　世霊音のお腹が空いてるとは限らないけど、今の俺はお腹が空いている。相手の要望を聞いてからリアクションするんじゃなくて、たまには俺の方から要望を出しても、いいんだ。世霊音が俺に気づかせたいことはきっと……いや、絶対にこれだ。

　俺がそう感じたんだから、今、この時点でそうと決まった。

「……おなかが空きました」

「よし。じゃあ帰ろう！」

　俺は手を差し伸べた。世霊音は俺の手をそっと優しく握り返す。

　手をつないだまま、二人並んで歩き出した。

「食べて帰るより、世霊音の部屋がいいな。コンビニで何か買って帰るぞ」

「……お兄ちゃんのおおせのままに」

　異論があったら聞く耳はもつけど、必要以上に相手の顔色をうかがって怯おびえることなんて、ないんだよな。それが妹なら……家族なら余計にそうだ。

　バスターミナルに向かう途中、世せ霊れ音ねが思いだしたように口を開いた。前置きもなにもなく、大事な質問でも相変わらず唐突だ。

「……お兄ちゃん……金曜日のことだけど」

「あ、ああ……準備してくれてたんだよな。誕生会」

「……お兄ちゃんは幼なじみの万ま里り子こちゃんの家に行きますか？」

　正直に答えよう。世霊音のことを心配する……ふりをして、嫌われないような答えを探すのは、今日限りだ。

「そのつもりだ」

　世霊音はゆっくりと頷うなずいた。

「……はい。お兄ちゃん、正直になりましたね。相手の顔色ばかりうかがわないで、ちゃんと決断できましたね。偉いと思います」

　俺の弱さを世霊音は知っている。人の弱さを理解して、そばに立ち共感できる。

　そして、気づかせようとしてくれる。

　そんな世霊音がいてくれて、本当によかった。心からそう、思った。
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　三日後。俺は万里子に誕生日を祝ってもらう。

　昼休みに一緒に手作り弁当を食べながら思った。

　もっと素直にならなきゃいけない。そうなると世霊音と約束したはずなのに、万里子に本当の自分をさらけ出すのが怖い。

　万里子は嬉うれしそうにしていた。言葉に出さなくても雰囲気でわかる。

　俺だって万里子と一緒にいられて嬉しいはずなのに、重りのついた足かせをつけて泳ぐみたいに、気分が沈みそうになった。だからもがくようにして、俺ははしゃいだ。

　万里子は「なんだか様子が変だよ？」と、怪け訝げんそうにしている。

　落ち込んでいることを悟られないよう、無理に笑って……それを相手に見透かされる。それなら最初から素直に落ち込んでればいいのに、そうしていられない自分がいる。

　また俺は、相手の顔色をうかがってしまった。妹の世霊音には素直になれたのに、万里子には、そうできない。できない自分が情けない。

　心配をかけたくないと思うのは、結局のところ心配をかけて、相手に気を揉もませて相手から面倒なやつだと思われて、うざがられて嫌われたくないからなんだ。

　誰だれかのためじゃない、自分のためなんだ。

　俺は万ま里り子こに聞いてみた。

「本音でなんでも言い合える相手って、万里子にはいるか？」

　万里子はちょっと困ったような顔をしたけど、きちんと答えてくれた。「うん。家族かな」……と。

　それはきっと最初からそこにあったものじゃなくて、永く家族として暮らしながら培ってきたものなんじゃないかと思う。

　家族にも遠慮や配慮が必要だと考える俺と同時に、なんでも話し合えるという万里子の家族を、ただただうらやましく思う俺がいた。




　放課後、俺は意を決して友とも美みの部屋に向かった。

　大おお喧げん嘩かをして一番顔を合わせづらい。

　一昨日も、俺が本心でぶつかってくることを友美は望んでたみたいだ。

　あの時はお互いに衝突して砕けちゃったけどな。

　インターホンを鳴らして、俺はドアノブに手を掛けた。

　チェーンロックをかけられて閉め出された経験があるだけに、余計に慎重になる。

　そっとドアノブを引くと、チェーンはかかっておらずドアは普通に開いた。

　ほっと息が漏れる。

　ドアは開かれていた。けど、友美は玄関までやってこない。

　玄関から上がってリビングに足を運ぶ。

　友美は俺がやってくるのを待っていた。じっと俺を見据える。怒り混じりの眼まな差ざしだ。

　いざ、こうして対面すると、どうしたらいいのかわからなくなる。迷うとつい、弱気になって逃げるように言葉が漏れた。

「あの、ご、ごめん。一昨日は俺、兄らしくできなくて。だからその……謝罪する」

「表面的な謝罪は一切うけつけないからね。そんなんじゃ、絶対に許さない」

「なら、どうすればいいんだ？」

　直立不動で腕組みをすると、にやりと口元を緩ませて友美は宣言する。

「にーちゃん。万里子ちゃんとラブラブ誕生日パーティーをしたければ、このあたしを倒して行くことだな！」

　先に進みたければ倒して行けって……。

「お前はゲームの敵キャラか」

「ともかく勝負だにーちゃん！」

　友美は俺の顔をびしっと指さした。

「まさか、またゲームで決めるなんて言わないよな？」

「ゲームだとにーちゃんに勝ち目はないじゃん！　だから、口論で勝負だ。あたしを説得してみろ」

「説得って言われても……」

　ムッとした顔で友とも美みは俺を睨にらみつけた。

「もう戦いは始まってるんだぞ。攻めてこないならこっちから行くからな！　にーちゃんの意気地なし！　ちょっと喧けん嘩かになったくらいで自分の部屋に引きこもるなんて、女々しすぎるし！」

「あれは俺がその場にいたら空気がおかしくなると思ったから……兄なりの配慮だ！」

「配慮だって？　笑わせてくれるじゃん。逃げたことも認められないで、まだ配慮だとか言っちゃうわけ？」

「ああ逃げたよ逃げました！　あの時はもうこれ以上傷つけるのも傷つけられるのも嫌だったんだ！」

「あれくらいのことで一家離散だとか、ガキじゃん。一回つまずいて転んだらもう立てなくなるほど、にーちゃんってやわなの？」

「その一回が致命傷だったんだ。なのに今日、こうして追い打ちをかけるのか？」

「誰だれかが助けおこしてくれるまで待って、ずーっと地面に寝転んでるなら、こうして蹴けってやる！」

　友美がその場でローキックの素振りをしてみせた。格闘技にまで精通しているのか、思いの外ほかキレッキレな動作だ。

「倒れた相手まで蹴るなんて、友美は凶暴だな」

「にーちゃんが悪いんだぞ！」

「ああ、俺が悪いよ。悪かったよ！」

　急に友美の表情から怒気が消えた。

「そういうのが悪いって言ってるんじゃん」

「な、なんだよ急に……」

　寂しそうな眼まな差ざしで俺を見つめて、友美は続けた。

「助けて欲しい時は、ちゃんと『助けて』って言ってよ……」

　俺の本心が聞きたくて、わざと挑発するようなことを言っていた友美の本心を、聞くことができた気がした。

「ごめん……じゃないな。ありがとう友美。心配してくれて」

「ば、バカ！　そんなんじゃないし！」

　友美は顔を真っ赤にしながら、声を裏返させた。

　それから俺をびしっと指さして、声を張る。

「そっちが恥ずかし責めで来るなら、こっちも切り札を使わせてもらうし！　で、結局、幼なじみの万ま里り子こちゃんってさ……にーちゃんのなんなの？」

　なんだその恥ずかし責めって。それに、万里子のことをなんで今聞いてくるんだ。

　自分の顔が急激に熱くなってくるのがわかった。

「な、なにって、久しぶりに再会した……ただの幼なじみだよ」

　大おお股またで一歩進むと、友とも美みはいぶかしげに俺の顔をのぞき込んできた。吐息が掛かる距離なんですけど。

「本当にそれだけ？　そんな理由で毎日お弁当を作ってきてくれるかな？　何年も会ってなかった幼なじみの誕生日を覚えてて、祝ってくれたりするのかな？」

　つい、俺は顔を背けてしまった。そんな俺の顔を両手で自分の方に向けさせながら、友美はかすかに潤んだ瞳ひとみで告げる。

「それって絶対、にーちゃんのこと……好きじゃんか」

　その事を俺はずっと考えないようにしてきた。万里子との今の距離感が心地よすぎて、これ以上近づくのも怖いし、遠のくのはもっと……怖い。

「べ、弁当は万里子が料理の練習をしたいって言うから、その……付き合いっていうか……俺は実験台なんだ！　万里子の創作料理の処理班なんだよ！」

「ほぅほぅ……それでそれで？　ちなみに、にーちゃんが一番好きな万里子ちゃんの手料理はなにかな？」

　だいたいどんな料理も美う味まいけど、あえて挙げるならから揚げと卵焼きだな。

　って、このままじゃ完全に友美のペースだ。

「なんでそんなこと聞くんだよ！」

「万里子ちゃんがどういう女の子か気になるからに決まってんじゃん！」

「友美には関係ないだろ？」

「あるよ。にーちゃんはにーちゃんをやめるって言ったけど、あたしからすれば、にーちゃんがやめようが、やめまいが……やっぱりにーちゃんはにーちゃんだから」

　困ったように眉まゆを八の字にさせて、友美は照れ笑いを浮かべた。

「にーちゃんに片かた想おもいするようになるなんて、おもわなかったよ。普通の兄妹きようだいならこんなことないのにね」

　うっ……なんか……可愛かわいい。というか言われたこっちも死ぬほど恥ずかしい。

「片想いって……友美はまだ俺に兄役をやってほしいのか？」

「そ、そそそそうだよ！　兄役といわず、兄そのものだよ」

「やめちまえって言ったじゃないか」

「言った！　にーちゃんが嫌なら無理強じいしない。けど、それでもあたしには、ずっと、ずーっとにーちゃんはにーちゃんなんだよ。だから……片想いなんだ。にーちゃんににーちゃんでいてほしいっていう、片想いでいいんだ！　にーちゃんやって！　とは言わないけど、にーちゃんのことを想おもうくらいはいいでしょ？」

　耳の先まで顔を真っ赤にさせて、友とも美みは声を震えさせた。そんな言い方をされたら、正直困る。

「か、勝手なやつだな」

「片想いするのは誰だれだって自由だし。だ、だからにーちゃんの彼女が、どういう女の子なのか気になるの！　妹としてね！」

　俺も顔が赤外線ヒーターにあぶられたみたいに熱い。

「だから彼女じゃないって言ってるだろ！」

「付き合ってないなら、万ま里り子こちゃんも片想いだな。ってことは、にーちゃんの誕生日に万里子ちゃんの方から告白するパターンだってあるかもしれないよ？」

「なんだそのフィクションみたいな展開は」

「にーちゃんが言うな！　莫ばく大だいな遺産をもらえて妹が五人できて、幼なじみに誕生日に告白されて、あまつさえ誕生日プレゼントは、わ・た・し！　とか……それなんてエロゲ!?」

　しまった。反論できない。

「俺が太たい子し堂どうの名字になって、遺産が転がり込んでくるって考えた万里子が、幼なじみだったことを利用して遺産目当てに近づいてきた。っていうことだって考えられるだろ」

　自分で言って最悪な気分になった。

「じゃあ、万里子ちゃんは悪い女なのか？」

「今のはあくまで、可能性の一つだ。限りなくゼロに近い……つうか、自分で言ったけど実際にはありえん」

　万里子に限ってそんなこと、あるわけがない。

「じゃあじゃあ、やっぱり万里子ちゃんは可愛かわいい女の子で、にーちゃんのことが好きなんだな？」

「どうしてそうなるんだ！」

「にーちゃん顔が真っ赤だぞ」

「これは……お、怒ってるからだ。お前が挑発してくるからだろ？」

「挑発なんてしてないよ。事実関係の確認ってやつをしてるんだ。それで、にーちゃんは万里子ちゃんのこと、どう思ってるの？」

「どうもこうも……いい幼なじみだなって……」

「もし、万里子ちゃんが『彼女にして』って頼んできたら、にーちゃんはどうする？」

「ど、ど、どうしようと俺の勝手だろ？」

「勝手じゃないよ。にーちゃんの彼女ってことは、つまり、あたしにとっての義理のおねーちゃんじゃん？」

「はぁ？」

「にーちゃんがにーちゃんをやめても、あたしの気持ちの上ではそういうことになるの！」

「無茶苦茶言うなよ」

「無茶で結構ですー」

　あえて棒読みっぽく友とも美みは返してきた。ごびをのばすな！

「うわ……なんかその言い方むかつくな」

「むかつかせるつもりでやってますからー。ほら、万ま里り子こちゃんが自分の身体からだにリボンラッピングして、ハッピーバースデイ陽よう一いち君！　って、抱きついてきたら、にーちゃんどうなるの？　リア充なの？　爆はぜるの？　死ぬの？」

　うっ……一瞬、万里子のあられもない姿を想像しちゃったじゃないか。

「友美……お前、いったいどこからそういう危ない情報を仕入れてくるんだ」

「ヤファオー知恵袋。にーちゃんに毎日お弁当を作ってくれる女の子がいるんですけど、これって恋ですか？　ってトピック立てたら１０００レス突破したし」

「やめてくれええええええええええええええええええええええええええええええ！」

「匿名なんだから別にいいじゃん。ちなみに釣りや荒しを抜かした、世間一般の意見をまとめると、間違いなく恋です本当にありがとうございました……だってさ。ネットの有名人の『死んでない空うつ蝉せみ』って人まで『２００％本命』って書き込みしてたし」

　世せ霊れ音ねまで……なりすましなんて簡単にできるだろうけど、これは本人の可能性が高そうだ。友美の俺を攻める手は緩まない。

「んでんで、再会する前はどうだったの？　子供の頃ころの事を教えてよ」

「な、なんでだよ」

「にーちゃんの昔のことも、一緒に聞けて二度美お味いしいじゃん。それとも、言えないような悪事を働いてたの？　小学校の窓ガラスを一枚残らず金属バットでたたき割って回ったとか、体育館のバスケットゴールを豪快なダンクシュートで破壊しまくったとか！」

「どんだけ問題児なんだよ！　そんなことするか！」

「まあ、言えない事の一つや二つや、三つや四つあるとは思うけどね。小学校三年生までおねしょしてたとか」

「してないから！」

　二年生まで……って、今は俺の恥部を掘り起こしている場合じゃないぞ。

「あたしを黙らせたかったら、素直に白状するしかないぞ！」

　友美は真剣な眼まな差ざしで俺を見つめた。

　しんっと、部屋の中が静まりかえる。

　一拍置いて、俺は咳せき払ばらいをしてから答えた。

「わかった。長くなるからちょっと座ろうか」

　俺がソファーに腰掛けると、友とも美みはキッチンにある冷蔵庫からコーラの五百ミリリットル入りペットボトルを二本もってきた。

　一本を受け取ると、俺は万ま里り子ことの思い出を友美に話し始めた。

　といっても、特別なことなんてなにもない。

　当時は万里子の方が背が高くて、まるでお姉ちゃんみたいだった……みたいな話だ。

　元々、万里子には千歳ちとせちゃんっていう妹がいたから、お姉ちゃんらしく振る舞うのになれてたんだと思う。それから……遠足の班を決める時にあぶれた俺を誘ってくれたんだよな。あとは……ええと、ええと……。




　一通り話し終えたころには、時刻は午後七時を過ぎていた。

　自分でも思っていた以上に、万里子との思い出やエピソードは多かった。

　聞き終えて友美はゆっくりと息を吐つく。

「万里子ちゃんって、昔っからにーちゃんのお姉ちゃんみたいな人だったんだ」

「そ、そうなんだよ。面倒見がいいんだ。今だって、その延長で俺の面倒をみてくれてるんだよ。だから別に恋とかじゃなくて……」

「そっかな？　直接好きって言って困惑させないよう、万里子ちゃんがにーちゃんを気づかってたんじゃない？　ま、本当のところはどうだかわかんないけどね」

　友美は両腕を上げて、背筋を伸ばしながら呟つぶやいた。

「これだけたくさんにーちゃんが語れる相手なのかぁ……万里子ちゃんって」

　空になったペットボトルを友美はゴミ箱に放り投げた。バスケットボールのフリースローみたいに、ボトルはゴミ箱にすぽっと収まる。

　それから俺の方に向き直って、友美は満足そうに笑った。

「昨日今日の関係ってわけでもないんじゃん。どこにでも行っちゃえ馬ばー鹿かぁ」

　友美は俺にあっかんべーをしてみせた。

　それから意地悪っぽく笑う。笑っているのにどことなく、友美の眼まな差ざしは寂しげだ。

　それでも笑顔を保つ。

　俺に心配をさせないように。健気けなげに。気丈に。

　友美のことが愛いとおしくなるのと同時に、不思議と許された気がした。

　今日こうして友美に気持ちを打ち明けて、心が軽くなった気がする。

　きっと友美じゃなかったら、本音でぶつかり合うことなんてできなかった。

　傷つくことを恐れない勇気を、友美から分けてもらえた気がした。
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　誕生日まで、あと二日。

　俺は十六歳になって、万ま里り子こは一時的に年下になる。

　万里子は「今度から、お兄ちゃんって呼ばないとね？」と、俺を茶化した。

　小学生の頃ころは俺の方が背が低かったから、年上だって言っても万里子はずっと俺を年下扱いしてたっけ。

　ちなみに万里子は十月十日生まれの天てん秤びん座らしい。なので十月まで俺をお兄ちゃんと呼ぶ事を本気で検討している──とのことだ。

　丁重にお断りする俺に、万里子は「昨日より元気になったね？」と、優しく微笑ほほえんでくれた。彼女の笑顔は柔らかい春の木漏れ日のようだった。




　学園での一日が終わり、万里子と別れて帰宅する。

　小さ百ゆ合りの部屋の前で俺は一度、深呼吸をした。

　兄をやめると言ったことを、小百合はどう考えるだろう。

　小百合は兄妹きようだいよりも……恋人というか……ともかく、俺との関係を兄妹以上のものにしたがっている。だから、俺が兄をやめてもあまり関係が無いのかも知れない。

　むしろ、それで「倫理のくびきから解放された」とか、言い出さないか心配だ。

　何も準備はしていなかった。しっかり準備をして臨んでも、想定外の出来事一つで計画が瓦が解かいすることなんて、しばしばだ。計画が破は綻たんしたことに動じてうろたえて、失敗することだってあるだろう。

　ええい、ままよ。是非も無し。もうどうにでもな～れ。

　インターホンを鳴らしてからドアを開いた。

　小さ百ゆ合りが出迎えに飛び出してくる様子はない。やっぱり、怒ってるのかな？

　リビングに向かうと、彼女はぴしっと背筋を伸ばし、正座をして俺を待っていた。

　キューちゃんのカゴには暗幕がかけられている。部屋の空気はどことなくよどんでいて、まとわりつくように重たい。

　小百合はくいっと顔をあげて、俺をじっと見つめた。

「まずは座ってください。お兄様」

「あ、ああ」

　今日の小百合の服装は、地味な色合いの薄手のカーディガンとスカート姿で、飾り気がなく最初に会った時の印象に近かった。

「お兄様に折り入ってお話があります」

「な、なんでしょうか？」

　相手の口調に呑のまれて、俺の口ぶりまで改まってしまった。

「私と結婚してください」

「えっ……!?」

「私と結婚して家族になってください。妹には美み佳かさんを選んでください」

「いきなりなんてことを言い出すんだ！」

「本気です。そうすれば、みんな家族でいられますから」

　これが小百合の導き出した、俺との関係性の答えということか。

　あくまで仮にだけど、俺が小百合と結婚すると小百合の姉妹は俺の義理の妹ないし姉ということになる。だから、みんな家族でいられる……と。

　俺と小百合に血の繋つながりがあるということに目をつむれば、丸く収まるとでもいうんだろうか。

　震える声で彼女は続けた。

「だから……金曜日には……行かないでください」

　目に涙を浮かべながら小百合は訴える。

「行くなって……万ま里り子この所にか？」

「そうです！　私は万里子さんを認めません。そこは、わ、わわわ私の場所です。お兄様を愛しているんです！　大好きですお兄様。本当に、本当にお慕いしています」

　小さな肩を震えさせて、今にも泣き崩れてしまいそうだ。

　守ってあげたいと思う。小さ百ゆ合りの願いなら叶かなえてあげたい。けど……。

　どれだけ求められても、俺は小百合の気持ちに応こたえられない。

　小百合は妹なんだ。

「小百合と俺は兄妹きようだいだろ？」

「お兄様は兄をやめるとおっしゃったじゃありませんか。そうなれば、私とお兄様は……男と女の関係です！　兄妹である以前に、男女です！」

「男と女って……」

「おしべとめしべですから！」

　プルプルと小型犬みたいに震えながら、小百合は俺に訴え続けた。

「俺だって……小百合のことが好きだ。それは、日曜日にあんなことがあったけど、今も変わらない」

　小百合の表情がぱあっと明るくなる。

「でしたら、お兄様のお嫁さんにしてくださるんですね？　たくさんお勉強をして、お料理もがんばって、誰だれからも文句を言われない、お兄様にぴったりの素敵な女の子になります！　お兄様の理想とする女の子になって、お兄様の願望も欲望もすべて満たせるように、精一杯努力します。お兄様に愛していただければ、他ほかに何も必要ありません」

　俺はじっと小百合を見つめ返した。

「好きだけど、恋愛じゃないんだ。家族として……兄妹だから、妹として小百合が好きだ」

　俺のためになんでもする……なんて、おかしいじゃないか。全部俺の好みに合わせるなんて、それじゃあどこにも小百合がいない。俺以外何も必要ないなんて、小百合にはもっといろんな幸せを体験してほしいのに……それでいいのか小百合？

　俺を好きだと言いながら、小百合はまるで生いけ贄にえにでもなろうとしているように思えた。今までの「好き」という小百合の気持ちに加えて、姉妹を守るための義務感の匂においがした。

　その義務感が、小百合が本来もっていた個性や願望や、彼女自身の気持ちを全部、押しつぶしている気がしてならない。

　俺の否定的な返答に、小百合は首を小さく左右に振った。

「どうすれば一人の女の子として、愛してもらえるんですか？」

「どうもこうも、できないものはできない！」

「私が……お兄様の妹じゃなかったら、お兄様は私のことを好きになってくれましたか？　お兄様には遺産の相続のこともなくて、いきなり妹ができるようなこともなくて……お兄様が普通に高校生をしていて、その高校に私が入学して……私がお兄様のことを好きになって告白しても、お兄様は……私を愛してはくれないんですか？」

　もしそうなら、俺は小さ百ゆ合りを受け入れていた可能性は……否定できない。本当は兄妹きようだいだということに気づかずに。

　けど、俺達はこうして兄妹という立場で出会ってしまったんだ。

　どうすれば小百合を傷つけずにわかってもらえるんだろう。

　いや、それじゃあ足りない。今まで通りで何も変わらない。

　友とも美みが教えてくれたじゃないか？

　変わっていくためにも俺達は傷つけ合うことを、恐れちゃいけないんだ。

　お互いを理解しあうために、本当の気持ちでぶつからなきゃいけないんだ。

　俺は小百合の気持ちにはこたえられないと、ハッキリさせなきゃならないんだ。

　今の小百合は姉妹のことを思って自分を犠牲にしようとしている。

　その事に、小百合自身気づいていないみたいだった。自分自身を騙だまして得る幸せになんの意味がある？

　俺は呼吸を整えて、小百合に臨んだ。

「小百合が妹じゃなかったとしても……俺には小百合のことが妹みたいに思えてたと思う。すごく健気けなげで俺のためにがんばってくれる、可愛かわいい妹みたいな後輩だ」

　小百合の目め尻じりからぽろぽろと透明な雫しずくが頬ほおを伝って落ちた。

「私はお兄様の妹にしかなれないんですか？　お兄様が望むのであれば、いつでもこの身を捧ささげます。お兄様の欲望を満たしてください！」

　羽織っているカーディガンを脱いで、シャツのボタンに指を掛けながら小百合は正座の姿勢から俺に詰め寄ってきた。そして、小さく悲鳴をあげる。

「はうぁ！」

　その勢いのまま、俺を押し倒すように小百合は覆い被かぶさってきた。受け止めた俺に、泣きながら告げる。

「足がしびれてしまいました。お兄様チャンスですよ？　自分では身動きがとれない女子中学生が、食べて食べてとお兄様に迫ってるんですよ！　棒に振るんですか？　むしろ棒を奮い立たせるなら、今をおいてほかにありません」

「女の子が下品なことを言うな！」

「下品なのはいずれ直します！」

　今直そうよ！　というか、こうやって時々エロに走るところも、問題だったな。小百合って。

　密着したまま、小百合は足を俺の足にからめるようにしてきた。

　さらに足で俺の胴を挟み込むようにして密着してくる。

「お兄様。これはその……あの……」

「女の子がなんて格好してるんだ！」

　小さ百ゆ合りの呼吸が荒くなる。

「ぜんぶ足のしびれがいけないんです。足がしびれてお兄様をキャッチしてしまったんです。これでは、抵抗したくてもできません。お兄様に無茶苦茶にされてしまっても……し、仕方ないかと思います」

　とりあえず、ちゃんと話をするためにも、ここは覚悟を決めよう。最近、小百合に対して覚悟を完了するまでの時間がずいぶんと短縮された気がする。

「ええい。ならば、めちゃくちゃにしてやる！」

　俺は小百合の身体からだを抱き寄せると、腹筋に力を込めて小百合ごと身体を起こした。あぐらをかいて対面するような姿勢になると、今度はごろんと小百合を俺が押し倒す。これで主導権はこっちに移ったな。

「はぅ……ついにお兄様と結ばれる時が来たんですね」

「手加減はしないからな」

　俺はそっと小百合の細い足首に触れると、ゆっくりとその手をふくらはぎにそわせて……一気にもみ上げた。

「────ッ!?」

　小百合が声にならない悲鳴をあげる。俺は両手で小百合の両脚のふくらはぎを、ひたすら揉もみしだいた。しびれた足をマッサージされて、小百合はピンッと足の指先を吊りそうなくらいに伸ばしながら、全身をぶるりと痙けい攣れんさせる。













「あ、あ、あああっ！　お兄様！　来ちゃう！　来ちゃいます！」

「変な声をあげるなッ！」

　十分にもみ上げてから、俺は小さ百ゆ合りの足の指を上向きにさせるようにして、ゆっくり伸ばした。こむら返りを起こした時にするストレッチだ。両足ともに伸ばし終えると、小百合はゆっくりとお腹なかから息を吐いた。

「お兄様……私を弄もてあそびましたね……」

「足のマッサージをしただけだぞ。これで足のしびれに気を取られずにちゃんと話せるよな？」

「そうは言いましたが……どうして、お兄様は私を食べてくれないんですか？　つまみ食いでもいいんです。とりあえず試食してから考えましょう」

「倫理的に、人としてそれはいけない」

「倫理の無い世界に行きましょう！　死んで転生して記憶を失ったまま再会したとしても、きっと出会ってしまえば私はお兄様に惹ひかれるはずです」

　死んで転生とか、スピリチュアル入ってるぞ。

「俺にはやっぱり小百合は妹だ」

「ではそれでもかまいません。兄妹きようだいで愛し合いましょう。現代社会が抱える無駄な倫理観なんて脱ぎ捨てて、襲ってきてくださいお兄様！」

「脱ぐか！　捨てるか！　襲うか！」

　いつの間にか、普段の困った小百合になっていた。他ほかに妹がいる時は理性的なのに、二人きりになると彼女はしばしば暴走する。

　小百合がうつむいて、小声で呟つぶやいた。

「やっぱり……万ま里り子こさんのことがお好きなんですか？　だから、私とは……ごにょごにょ……できないんですか？」

　言いづらい部分を「ごにょごにょ」って濁らせた!?　ちょっとずつ直してるつもりかもしれないけど、逆に目立ってるぞ小百合。

　隠さず誤魔化さず、俺は素直に白状した。

「万里子のことは好きだけど、それが恋なのかはまだわからない。小百合のことは大好きだし、大切に思う……家族として。これは誰だれに遠慮もしていない、俺の本心だ」

「私のことが好きだというなら、なおさらです。家族を守るためには、私とお兄様が結ばれるのが……お兄様にご迷惑はおかけしませんから！　それに、お兄様だって妹を一人だけ選ぶなんていう、つらい思いをしなくて済むんです。選んでもみんな家族でいられるんですよ？　みんなが幸せになれるんです」

　私さえ我慢すれば。

　そんな言葉を、小さ百ゆ合りは絶対に口にしない。それに、小百合が俺に寄せてくれている好意も本物だと思う。なのに、彼女の表情から、俺はその言葉を連想した。

　みんな「が」幸せでは、そこに小百合がいないんだ。

　小百合が自分の心に嘘うそをついていないなら、そこは、みんな「も」になるような気がしてならない。

　好きだという気持ちで自分を騙だましきろうとしてるんだ。そんな「好き」は、小百合らしくない。

「本当に純粋に好きだっていうなら、相手に迷惑をかけるとか、そもそも考えないんじゃないか？」

「えっ!?」

　小百合は目を丸くさせた。俺は続ける。

「小百合と俺が結ばれて、世せ霊れ音ねや友とも美みや優ゆう希きや美み佳かと家族でいられるようになる。それでみんなは納得してくれるのか？　もしかしたら、この暮らしを守るために小百合を自分たちが犠牲にした……なんて思うんじゃないか？」

「それは……考えていませんでした。私の行動で、姉妹が責任を感じるなんて……」

「小百合はなんでも俺に合わせるっていうけど、それじゃあ……小百合の気持ちはどうなる？　なにもかも俺に合わせてたら、どこにも小百合がいないじゃないか？」

「わ、私はお兄様と結ばれたいんです。もう、可愛かわいいお洋服だって必要ありません。おしゃれだって不要です。お兄様の幸せだけが、私の幸せなんです。だから私なんて……いなくなっていいんです！」

「そんなわけないだろ！　小百合は俺じゃないんだ。小百合には小百合のやりたいことがあるはずだ。俺のためだって心の中で決めつけて、自分が持ってる可能性を全部諦あきらめるなんておかしいだろ!?」

「ほ、他ほかになりたいものなんてありません。私には、みんなみたいな特別な才能も、際だった個性もないんです。なにもないんです」

　料理が得意で勉強もできる小百合だけど、彼女は自分が持っている「努力の才能」に気づいていない。料理も勉強も、彼女の努力の賜たま物ものだ。

「俺は……自分の好きな女の子には自由でいて欲しいって思うんだ」

「私は……お兄様にはふさわしくない……ですか？」

　力なく切れ切れに小百合は呟つぶやいた。

「小百合には、俺のために生きるようになんて、なってほしくない。誰だれのためでもない、自分のために生きる小百合でいてほしい。姉妹や俺のことを想おもってくれるのと同じくらい、小百合には自分のことも想ってほしいんだ」

　これだけだと、自分を大切にしろって無責任に言うだけになる。それも嫌だ。

　俺は断言した。

「それができて、偽らずに本当の自分になってから、何度でもかかってこい小さ百ゆ合り！」

　かかってこいって……我ながら最後の言葉がしまらない。

　なのに、小百合はゆっくりうなずいた。それから吹っ切れたような顔で俺に告げる。

「そうですか……ううん、そうですよね。私としたことが、お兄様への欲望を純粋にぶつけられずに、みんなのこととか、家族の未来とか、自分に言い訳をしていました。そんなのはお兄様に対して失礼です！　反省です」

　どうやら、俺が言いたいことは全部小百合に伝わったみたいだ。

　小百合は憑つき物が落ちたように、すっきりした顔をすると、立ち上がって部屋の窓を開いた。風が吹いて、よどんでいた室内の空気を新鮮なものへと入れ替える。

　窓の外を眺めながら、小百合は俺に背を向けたまま呟つぶやいた。

「けど、もうかかってなんていきません。お兄様が成長した私と結婚したいって思うなら、考えてあげてもいいですけど……その頃ころには、私は他ほかの誰だれかのものかもしれないですよ？　負け惜しみじゃなくて、その……それくらい魅力的な女の子になっているっていうことです」

　小百合の肩が一度だけ、ヒクッと上下した。かみ殺すように彼女は呟く。

「お兄様を後悔させてみせます。一人の自立した女の子として、絶対にきれいになって見返してあげるんですから。私のことを逃したのを、後悔しても知りませんからね」

　振り返ると、小百合は人差し指でこぼれた涙をぬぐってみせた。

「だから、お兄様も好きにすればいいんです。それに、誕生日は一度きりではありませんし。恋人は別れてしまえばそれっきりですけど、妹ならお祝いする機会は何度だってありますから」

「小百合……」

　彼女は涙をため込んだ笑顔で、俺の背中をそっと静かに押してくれた。
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　放課後、翌日の予定を話しながら万ま里り子こと一緒に通学路を歩いた。

　明日は授業が終わったら、すぐに池いけ袋ぶくろまで出て西せい部ぶデパートへ行って、プレゼント選びをするらしい。いくつか候補はあったけど、どうしても最後は俺に選んで欲しいのだそうだ。万里子からのプレゼントなら、なんだって嬉うれしいんだけどな。

　プレゼントを決めたら池袋から戻って、万里子の家に行って二人でお祝いという流れだった。

　前にもＳＴＲＩＮＧでやりとりをして聞いてたけど、明日から万里子の両親は二人で旅行の予定で、妹の千歳ちとせちゃんもお友達の家にお泊まりにいくらしい。

　これはつまり……。

　い、いかんいかん。友とも美みの言葉に惑うな俺。またしても、リボンラッピングされた万里子のあられもない姿を、想像してしまった。

　まじめな万里子に限って、自分をプレゼントとかそういうことはない……はずだ。

　顔から火が出そうになった。俺の顔が真っ赤になると、万里子も「どうしたの？」と、顔を赤らめながら首をかしげてみせた。

　な、なんで万里子まで恥ずかしがってるんだよ。

　うう……変に意識してしまって、これ以上万里子の顔を直視できないまま、俺はいつもの交差点で彼女と別れて家路についた。




　優ゆう希きの部屋の前に立つと、俺は自分がほっとしていることに気づいた。

　妹たちの中でも、優希は一番大人だと思う。出会ったばかりの頃ころはお互いに緊張しがちで、テンパることもあったけど、打ち解けてみて彼女の優しさや配慮が身に染みてわかるようになった。

　こんな言い方をするのは変かもしれないけど、会うのが怖くない。

　インターホンを鳴らすと、ドアを開いて優希が俺を迎え入れてくれた。

「お帰りなさい兄さん」

「え、ええと……ただいま」

　俺が兄をやめると言っても、優希の俺への接し方は変わらないんだな。

　リビングに通されてソファーにかけると、さっそく優希はキッチンでコーヒーを作り始めた。レギュラーコーヒーなら淹いれるって気がするけど、自然と作るって思ったのは彼女がインスタントコーヒーの愛飲家だからかもしれない。

　俺は優希の作ってくれる甘くてミルクのたっぷり入ったコーヒーが、いつのまにか好きになっていた。

　二人で静かにコーヒーを飲む。ほっとする時間がゆっくりと過ぎていった。優ゆう希きの方から言葉はない。

「な、なあ優希。俺は……お兄ちゃんをやめたわけだけど……」

　優希はブラックコーヒーの入ったマグカップをテーブルに置いて、小さくうなずいた。

「ボクは兄さんがどんな道を選んでも、それを受け入れるよ」

「俺が選ぶ道って……あ、ああそうか」

　そういえば妹選びにも決着がついていなかった。先延ばしにされたままだ。

　兄妹きようだいを続けるにせよ、やめるにせよ一人だけを選ぶなんて、俺にはできそうにない。

「俺には誰だれか一人を選ぶなんてできないから、心配……っていう言い方も変だけど、ともかく安心してくれ」

　優希は困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「そ、そういうことも含めてだけど、今のボクの発言はその……兄さんのすべてを受け入れるって意味で言ったんだよ」

「俺のすべてを？」

「うん。だから今日も、ボクはこれまで通りなんだ。コーヒーもブラックだしね。兄さんにはミルク入りの甘いコーヒー。そして、二人で過ごすんだ。とりとめの無い話をしたりして。それがボクにはとても幸せで、心地よい時間なんだ」

「優希……」

「兄さんはボクのことを心配して、力になってくれた。ボクはすごく感謝してる。過去形にはならないし、ずっとずっと、ボクは兄さんに感謝し続けるよ」

「そ、そんなに感謝されると逆に重たいのですけど！」

「ご、ごめんね兄さん！　けど、それくらい兄さんにありがとうって言いたい気持ちなんだ。だから兄さんは……兄さんをやめたいって思ったかもしれないけど、それでも兄さんが兄さんをしてくれたおかげで、ここに救われた妹がいることを、忘れないでいてほしいな」

　はにかむように優希は笑った。

　彼女は強制も否定もしない。ありのままを受け入れてくれた。俺のメッキみたいな努力でも、それを認めてくれた。

　なんて良い子なんだろう。優希の後光がまぶしすぎる。

　そんな優希に返せる言葉は一つしかない。感謝だ。

「あ、あの……ありがとう優希。俺の方こそ、優希が妹でいてくれて本当によかったよ。もちろん、優希だけじゃない。世せ霊れ音ねも友とも美みも小さ百ゆ合りも美み佳かも、みんな大切な妹だ」

「じゃあ、兄さんは兄さんを続けてくれるの？」

「それは……」

　あんなことを言ってしまった俺に、資格なんてない。きっと優ゆう希きは「そんなことないよ」と言ってくれるけど、その言葉に甘えてしまうのが怖かった。

　話を変えよう。

「な、なぁ優希。俺はほら……なりゆきでお兄ちゃんをすることになってさ……」

「ボクもいきなりお兄ちゃんができたってわかった時は驚いたよ。それにお姉ちゃんと妹がいるって知って、驚いたけど……嬉うれしかった。兄さんは嬉しくなかった？」

「紫むらさきさんから話を聞かされた時は、現実離れしすぎていて嬉しいとか、そういう感情が芽生える暇も無かったかな」

「そっか。なんとなく兄さんっぽいね。感情よりも先に思考するって感じだし」

「そうだな。俺は頭でっかちなんだ」

「今回は考えすぎて、重たい頭を支えきれずにバランスを崩しちゃったんだね」

「大けがする勢いで転んだな。やっぱりダメだな、俺って」

「ダメじゃないよ。それに、兄さんは無理に変わろうとする必要もないと思う。兄さんは兄さんらしくあればいいんだよ」

　優希は学校の先生になったら、すごく慕われるんじゃないだろうか。

「俺らしく……か」

「兄さんは明日、万ま里り子こさんのところに行くんだよね？」

「あ、ああ」

　ばつが悪そうな俺に、優希は笑顔になった。

「美み佳かちゃんのことはボクに任せてよ！」

「悪い……じゃない。ありがとう優希」

「うんうん。そうだよ兄さん。ボクを頼ってくれていいんだからね。それで、兄さんは何時頃ごろに帰ってくるのかな？　ご飯は万里子さんと一緒に食べるんだよね？」

「そ、それが……その、何時になるかまでは……」

「え？　もしかしてお泊まりなの!?」

　優希が目を丸くさせた。そして耳の先まで顔が真っ赤になる。

「いやいやいや。万里子の両親と妹さんが家を留守にするってだけで……ハッ!?」

　つい、口から言葉がこぼれ出た。

「兄さん、も、ももももしかして……童貞卒業なの!?」

「もう少し言い方に手心を加えてくれえええええええええええええええええええ！」

「けど、そういうことだよね？」

「そ、そういう可能性も……なきにしもあらずっていうか……」

　優希の顔が完全に真っ赤にゆであがった。ぽやーっとした表情になる。

「兄さん。ちゃんと……その、ご、ゴム的なものはつけるんだよ」

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「ぼ、ボクで先にれ、れれれ練習する？　と、途中までなら犯罪とかにはならないよね？」

　優ゆう希きが小さ百ゆ合り化したッ!?

「で、できるわけないだろ！」

「じょ、じょじょじょ冗談だよ。いやだなぁ兄さんのエッチ」

　ささやくように俺の耳元で優希は呟つぶやいた。

　まさか優希がこんなことを言い出すなんて……姉妹でそれぞれ影響を与え合った結果なんだろうか。

　優希は恥ずかしそうにうつむき気味になりながら、マグカップを手にコーヒーで口を湿らせてから続けた。

「そ、そういう大人の階段的なものはひとまずおいておいて……何か心配事があるなら、ボクで良ければなんでも相談にのるよ」

「心配事とは違うかもしれないけど、その……万ま里り子ことは……手をつないだりした方がいいのかな？」

「つなぐべきだよ！　兄さんの方からエスコートしなくちゃね」

「そ、そうなのか」

「そうだよ兄さん。こういう時こそ男子の方から行かないと」

　妹以外の女の子と手をつなぐ経験なんて皆無だ。というか、この前の友とも美みと渋しぶ谷やでデートした時に、妹なのに少しドキドキしちゃったくらいだし。

「わ、わかった。やってみる」

「大丈夫だよ。兄さんならできるって！」

　励ましてくれるのが、なんだかこそばゆい。

「ほら、兄さんも友美ちゃんやボクとのデートで経験は積んでるんだから、自信を持つべきだよ！」

　そういえば、世せ霊れ音ねとも出かけてるよな……俺。

　明日の万里子とのデートにも臆おくする必要なんてないんだ。

「あ、ああ。励ましてくれてありがとう優希」

「がんばってね兄さん！」

　俺はうなずくとミルク入りコーヒーを飲み干した。癒いやされる甘さに、ほっと安あん堵どの息を吐つく。

「兄さん、口にコーヒー牛乳色のヒゲができてるよ」

　ティッシュの箱から何枚かとって優希が俺の口元を、とんとんと軽くタッチするみたいに拭ふき取った。

「こ、子供じゃないんだから自分でやるって！」

「いいじゃない。兄妹きようだいなんだし」

　優ゆう希きは改めて俺を見つめた。

「本当に不思議だね。ボクらが兄妹だなんて」

「優希と俺って、全然似てないよな」

　優希はすらりとした体型の美人で、そこに立っているだけで人だかりができるくらいだもんな。しかも細身の割には胸もあるし……と、ともかく目立つ存在だ。

　俺の少しだけ下がった視線に気づいて、優希は胸を腕で隠すようにした。

「外見的な違いとかじゃなくて、不思議な縁だなってことだよ！」

　視線の行き先がバレて俺は慌て気味に返した。

「あ、ああ！　縁……か。そうだな。一年前の自分に、今の状況を教えたらきっと信じてもらえないだろうな」

「ボクもそうだと思う。こんなに素敵な兄さんができるなんて、驚いちゃうよね」

「は、恥ずかしいから！　さらりと褒めワードを織り込まないで！」

「本当の事なのに恥ずかしがるなんて可愛かわいいなぁ兄さんは」

　まずい……いや、別に何がまずいってことはないんだけど、優希のペースだ。

「あ、あのさ優希。俺……」













「なんだい兄さん？」

「最初はその……陣じん矢やさんのことなんてほとんど知らないし、小さな時に会ってたことも忘れかけてて……こういう状況になって、最初は困惑してたんだけどさ」

　優ゆう希きは黙って俺の言葉の終わりを待ってくれた。

「俺、良かったよ。みんなと出会えて」

「なんだか、それってもう会えないみたいな言い方だよね」

「そんなつもりじゃあないんだけど……」

　明日、万ま里り子こと一緒に誕生日を祝ったら、みんなが遠くなるような気がした。

「お兄ちゃんをやめる宣言はどうするの？」

　みんなだって「俺の妹にはならない」宣言をしてるのに、なんか変だな。

「優希だって、俺が妹になってくれって言ったら、ならないって言ったよな」

「そうだね。あれは今も有効かな」

「なのに俺はお兄ちゃんなんだよな？」

「そうだよ！」

「矛盾してないか？」

　優希はうなずいた。

「矛盾してるけど、それもありのまま受け入れるよ。矛盾してて何が悪いんだ！　それがどうした！　ってね。ボクは兄さんが好きで、姉妹のみんなが好き。矛盾を解消するためにその気持ちに嘘うそをつきたくないから、矛盾していることも受け入れるんだ」

「なんだか、無茶苦茶だけど……言い切っちゃうと逆にすがすがしくて器が大きな感じがするな」

「兄さんも大きな袋に矛盾を詰め込んで、のみ込んじゃえばいいんじゃないかな？」

「のみ込むって……」

「大事なのはここだと思うよ」

　優希はそっと、自分の心臓のあたりに手をあてて言い切った。

　大切なものがなにかはっきりわかっていて、それを見失わなければなんとかなる。

　そんな風に、優希は教えてくれた。

　いつの間にか、俺は彼女の生徒になっていた。時には教えて、教えられて、支えて支えられて生きること。普通のことかもしれないけど、優希に改めてその大切さを教えてもらえた気がした。

「そうだ兄さん！　今から出かけない？」

「いったいどこに？」

「二人で遊びに行けば美み佳かちゃんも寂しくなくなると思うんだ」

「美佳の部屋か！」

　察した俺に優ゆう希きは嬉うれしそうに目を細めた。

　明日、いかない分の埋め合わせ……ってことになるのかな。

「いいのか優希は？」

「ボクが美み佳かちゃん大好きッ子なことは、兄さんが一番良く知ってるでしょ？」

「ああ、けど……大丈夫かな？」

　紫むらさきさんとのバッティングを心配してしまった。

「今日は美佳ちゃん、予定が空いてるって確認済みだよ」

　スマホを取り出して優希は笑って見せた。手際が良すぎるくらいだ。さすが美佳大好きッ子。

「それじゃあ行こうか、優希」

「うん！　行こう兄さん！」

　俺と優希は部屋を出ると、二人一緒にエレベーターで二階に下りた。




　美佳の部屋の前に二人ならんで立つと、俺はインターホンを鳴らした。

　すぐに美佳がドアを開いて、俺と優希にほほえみかける。

「わーい！　にーちゃまと優希ねーちゃまだぁ。本当に来てくれるなんて、みーちゃんは感激です。けど、ねーちゃま本当にいいの？」

　笑顔から一転して、美佳は心配そうに優希を見上げた。

「ボクも一緒に美佳ちゃんの部屋にお邪魔するから、兄さんをとられた！　なんて思わないよ。むしろ美佳ちゃんと一緒に過ごせてボクの方こそ幸せさ」

　もし、俺が女の子で優希が男の子だったなら、惚ほれてしまいかねないイケメン力だ。

「俺もそうだよ。だから美佳が心配するようなことはないからな」

　美佳は玄関前で楽しそうに飛び跳ねた。

「じゃあじゃあ、一緒だね！　四人一緒だね！」

　俺と美佳と優希と……よ、四人!?

　慌てて俺は振り向き背後を確認した。マンションの廊下には誰だれもいない。まさか、中に紫さんが……。

　優希が笑顔で美佳にうなずいた。

「そうだね。美佳ちゃんと兄さんとボクと、それにメープルの四人だね」

「うん！」

　ああ、なんだメープルか。紫さんのことをびびりすぎかな、俺。

　美佳に通されて、俺と優希はリビングに向かった。

　そういえば、土日は全員集合だけど、こうして平日に三人で過ごすのってなかったよな。美佳と優希と一緒にいるのは、新鮮な気がした。

　リビングのスツールにはメープルがちょこんと座っている。

「メープルは今日はもうおねむさんだね。おやすみなさい」

　メープルの手をとると美み佳かは寝室の方に引きずっていった。

　寝室の方から、美佳の声が聞こえてきた。

「もう、ここからは大人の時間なんだから、メープルにはまだ早すぎます。それに夜更かしは美容と健康の大敵でしょ？」

　なにやら説得が難航してるみたいだ。それにしても、メープルの設定がまたおかしなことになっているような……。

　少しして、やり遂げたような顔をした美佳がリビングに戻ってきた。優ゆう希きが聞く。

「メープルはちゃんと寝たかな？」

「ちゃーんと寝たよ。眠みがすごすぎたって」

「眠みがすごいなら、寝た方がいいよね」

　美佳と話している優希は、目を細めて幸せそうだ。たまには俺が働かないとな。

「二人は座っててくれ」

　キッチンに向かおうとする俺の背中を、優希が呼び止めた。

「いいよ兄さん。ボクがやるから」

　振り返って俺はお願いするような眼まな差ざしで優希に告げた。

「たまにはやらせてください。お願いします」

「大丈夫かい兄さん？」

「ココアを作るくらい簡単だって」

　俺はキッチンで牛乳をレンジで温めて、インスタントココアを作った。

　トレーにココアのカップを三つ並べて、リビングに戻る。

　美佳と優希はソファーに並んで、歌っていた。

「にーちゃまーのココアはどんな味[image: ][image: ]♪」

「きっと優しい味だよね[image: ][image: ]♪」

　無性に恥ずかしくなる歌詞だ。こういう幸せな気持ちに不慣れで、こそばゆい。

「お待たせしましたお嬢様。お姫様。ココアでございます」

　俺がテーブルにココアをそっと置くと、美佳が目を丸くさせた。

「み、みーちゃんお嬢様？　お姫様？　ど、どっちなの!?」

　優希が腕組みしながら考えた。

「うーん、どっちかなぁ」

　美佳はココアのカップを手にしてうなずいた。

「にーちゃま、優希ねーちゃまは王子様みたいだよね」

　急に話が斜め上の方向に飛んでいった。

「え、えっと……」

　返答につまって視線を向け直すと、美み佳かの予想外な一言に、優ゆう希きも動揺していた。

「ぼ、ぼぼぼボクって王子様なの!?　女子力アップしてたと思ったのに」

「落ち込むな優希！　今のは俺が言い間違えたんだ。二人ともお姫様だよ」

　美佳は「そっかー。にーちゃまのうっかりさん」と、無邪気に笑ってみせた。

　優希も胸をなで下ろす。

　美佳はココアを一口飲んでから、俺と優希に提案した。

「あのねあのね！　みーちゃん今日は、三人でお風ふ呂ろに入りたいな」

　優希の顔が真っ赤になった。

「さ、三人で……兄妹きようだい水入らず……」

　ゴクリと優希は喉のどを鳴らした。ここは兄としてくぎを刺さねば。

「なあ美佳。さすがに三人はちょっと……」

　美佳がぷくっと、焼いたお餅もちみたいにほっぺたをふくらませた。

「えー！　にーちゃまお風呂してくれたのに」

　優希の耳がピクピクっと動いた。スツールに座った俺の方に身を乗り出してくる。

「それはどういうことなの兄さん!?」

「えっと、それっていったいなんのことでしょうか？」

「お風呂したの!?　美佳ちゃんとお風呂したの!?」

　念入りに二回も聞いてきた。これは、正直に話さないとな。と、俺が思ったところで、美佳が嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そうだよ。にーちゃまシャンプー屋さんなの。それからね、えっと、みーちゃんおっぱいがぺったんこだからブラしなくていいのと、お風呂には百数えるまで入ってなきゃいけないの」

　優希が鼻息を荒くさせた。

「兄さん！　そ、そういうのはよくないよ！」

「よくもなにも……」

「う、うううらやまけしからんですよ！　兄さん！」

　口調が変わるほど、動揺してるのか優希……。美佳のこととなると、少し人が変わるのかもしれない。

　美佳は俺と優希の顔を交互に見た。

「じゃあじゃあ、やっぱり三人でお風呂に入ろうね？」

　優希の顔が、カアアアアア！　と熱を発しはじめた。

「み、美佳ちゃん、それはその……あの……！」

「優希ねーちゃまは、にーちゃまのこと嫌いなの？　一緒にお風呂したくないのに、みーちゃんはねーちゃまに無理強じいしちゃった？」

　心配する美み佳かに優ゆう希きは自分のほっぺたを両手で押さえながら、顔をぶんぶん左右に振った。

「す、好きだよ！　好きだから困るっていうか」

「変な優希ねーちゃま。にーちゃまはもちろん、お風ふ呂ろするよね？」

　うっ……ここでノーと言えば角が立つな……って、また俺は顔色をうかがってたな。

　そうじゃないんだ。美佳なら俺がちゃんと話せば、わかってくれる。

　相手を信じることで、ちゃんと向き合える。きちんと話せることがあると思う。

「三人でお風呂はできないんだ」

「えっ!?　どうして？」

「美佳は銭湯とか温泉とか、お風呂屋さんに行ったことあるかい？」

「知識では知ってるよ！」

「大人の人は、男湯と女湯に分かれて入るよね」

「大人のお風呂屋さん？」

　わざとじゃないとは思うけど、間違え方がきわどすぎる。

「ええとそうじゃなくて……ともかく大人になると、女の人は裸を男の人に見られるのがとっても恥ずかしくなるんだ。だからお風呂は男女で分かれてるんだよ」

　美佳は小さく首を傾かしげた。

「はー。そうですかー。みーちゃんにはちょっと、わかりかねます」

　微妙に紫むらさきさんっぽい口ぶりだった。それから、何かに気づいて美佳は目を丸くさせた。

「ということは、みーちゃんまだ子供ですか!?」

　優希が困ったように、眉まゆを八の字にさせた。

「そうかもしれないね」

「きゃー！　恥ずかしい！　みーちゃんはにーちゃまに裸を見られて恥ずかしいです」

　微妙に棒読みっぽく、美佳は声をあげた。そこまでして大人として認められたいのか。

　俺は美佳に続けた。

「それじゃあ仕方ないな。美佳は大人のレディーだから、俺とお風呂に入るわけにはいかないもんな」

「あっ……う、うん。みーちゃんに二言はありませんから。お風呂くらい一人で入れますから」

　残念そうに美佳はしょんぼりと肩を落としてしまった。なんだか、これはこれで気の毒な展開だな。よし、こうしよう。

「けど、美佳は女の子で優希も女の子だから、女の子同士なら一緒にお風呂に入っても、恥ずかしくないんじゃないかな？」

　美み佳かに太陽みたいなまぶしい笑顔が戻った。

「にーちゃまって天才ですか？」

「天才は言い過ぎだけど、我ながら名案だと思うよ。いいよね優ゆう希き？」

　視線を改めて優希に向けると……彼女は涙目になって耳の先まで真っ赤にさせながら、プルプルと震えていた。

　美佳が心配そうに優希の顔をのぞきこむ。

「ねーちゃま大丈夫!?」

「だ、だだだ大丈夫だよ！　むしろ健康になりそうな勢いさ！」

「よかったぁ」

　まったりとした安あん堵どの息を吐ついてから、美佳は俺の顔を見つめた。

「にーちゃま、みーちゃんまた大人の階段をのぼっちゃいました」

　ええと……男の人に裸を見られるのは恥ずかしいっていうことを知ったから……なのかな。

「そ、そうだね。美佳は成長が著しいな」

「いちじる？」

「めざましいとか、際立ってるって意味だよ。ともかく、美佳はすごいなって感心したんだ」

「それほどでもあります」

　えっへんと美佳はぺったんこな胸を張った。そして、落ち着いた口ぶりで続けた。

「みーちゃんは、にーちゃまのことが好きだよ」

「美佳……きゅ、急にどうしたんだい？」

「好きだから、にーちゃまのこと応援したいの」

　応援……か。

「みーちゃん、ねーちゃまたちからいっぱい聞いたの。優希ねーちゃまも、世せ霊れ音ねねーちゃまも友とも美みねーちゃまも小さ百ゆ合りねーちゃまも、にーちゃまに応援してもらえたから、がんばれたって。みーちゃんもそうだよ。だから、今度はみーちゃんがにーちゃまのことを応援したいの」

　優希がそっと美佳の頭を小こ脇わきに抱えるようにして抱き寄せた。

「そうだね美佳ちゃん。ボクも同じ気持ちだよ。美佳ちゃんはまだ小学生なのに、兄さんのことを応援できて、とっても偉いね」

　美佳は笑顔で大きくうなずいた。

「うん！　だってみーちゃん、レディーですから！　だから、明日はいってらっしゃい、にーちゃま！　その分、今日はサービスしてね！」

　サービスって、いったいどこでその言葉を覚えたんだか……。

　明日、俺が万ま里り子こと過ごすことを美み佳かは許してくれた。

　ずっと心の中につっかえていたものが、スーッと溶けて流れていったような気がした。

　美佳だけじゃない。

　世せ霊れ音ねからも、友とも美みからも、小さ百ゆ合りからも、優ゆう希きからも。

　みんなに俺は背中を押してもらえた気がする。

「わ、わかった！　今日はなんでもするぞ！　出血覚悟の大サービスだ！」

　美佳はうなずくと、さっそく俺にリクエストした。

「じゃあじゃあ、おままごとの続きね。みーちゃんお母さんで、優希ねーちゃまはメープルの代わりにお父さん。にーちゃまは長男だよ！」

　しまったあああああああああああああああああああああああああああああ！




　その日、俺は美佳が飽きるまでおままごとをすることになった。優希も途中からノリノリになり、予想外に二人してもりあがり、美佳と優希がお風ふ呂ろに入る時間になるまで、俺は長男役に徹することになった。









　May　　５／17　fri　　12　十六歳。誕生日。思い出のあの場所。






　放課後、俺と万里子は駅に向かうバスに乗った。下校からそのままなので、制服姿だ。

　万里子の淡い栗くり色の髪は肩に触れるか触れないかという長さで、普段から落ち着いた雰囲気をいつも漂わせていた。そばにいてくれるだけで、なんとなくほっとする。

　けど、困った事に制服のリボンタイの下に隠されている胸に視線が行きがちになる。こればかりは１００％俺が悪い。

　バスで二人がけの席に座ると、密着したような感じになってドキドキしてくる。万里子と並べた膝ひざに視線を落として、一緒にバスに揺られた。

　うつむき気味な俺を万里子は「どうしたの？　大丈夫？」と、心配してくれる。

　笑顔で返した。

「大丈夫だよ。なんでもないから」

　妹たちのことを、まだ少しだけ気に掛けている自分がいた。心の中で頭を振って、その存在を振り払う。

　誕生日は万里子に祝ってもらうと決めたんだ。みんなにも、背中を押してもらったのに、情けないことを考えるな。

　考え事をしているうちに、バスは駅前に着いてしまった。

　あんまり万ま里り子こと話せてないな。で、デートなんだから俺がリードしなきゃならないのに。

　駅前のロータリーでバスを降りると、駅で私鉄に乗って東とう京きよう方面に向かった。私鉄が乗り入れているのでＪＲへの乗り換えは無しだ。

　到着した池いけ袋ぶくろ駅は東京でも、どちらかと言えば埼さい玉たま県よりにある街だと思う。

　そんなことを話したら、万里子がクスリと笑った。

　万里子曰いわく「池袋は埼玉県領なの」だそうだ。結構無茶苦茶なことをおっしゃる。

　そういえば、友とも美みのデート練習の時に、池袋もデート場所の候補に挙げていたことを思いだした。

　オタク系のお店の充実っぷりは、なかなかのもので、乙女ロードが有名なのだとか。

　東の秋あき葉は原ばら。北の池袋。西の中なか野の。南には国こく際さい展てん示じ場じようがあって、年二回、大きなお祭が行われる。四し天てん王のうみたいなものかな。

　うーん、万里子に振れる話題じゃないな。

　なんてことを考えていたら、万里子が不思議そうに俺の顔をのぞき込んできた。万里子は「もしかして、体調が良くないの？　無理しちゃだめだよ？」と、心配してくれた。

　いかん。さっきから俺、あんまり楽しそうにしてないみたいだ。

　いやいや、楽しいアピールを無理にすれば、いっそう万里子は心配するかもしれない。

「あ、いや、その……池袋って賑にぎわってるんだなって思って。体調は万全だよ。ごめんな万里子。俺の誕生日なのに、こんなんで」

　万里子はフルフルと首を左右に振った。それから「ごめんとか、こんなんとか、思わないでほしいな。無理に楽しそうにしなくてもいいんだからね」と、俺の心の中を超能力者みたいに読み取って、優しく微笑ほほえんでくれた。

　それから、万里子は手をもじもじとさせてうつむいてしまった。

「えっと……行こっか？」

　俺の方から万里子の手を取った。そっと握る。こういう時は、男がリードしないとな。

　万里子は「あっ！」と、小さく声をあげたけど、嫌がるような素振りはみせなかった。ほんのりと、彼女のほっぺたが赤らむ。

　万里子の手は少しだけしっとりしていた。緊張してるみたいだ。俺の手も同じだろう。意識は平常を保ってるつもりなのに、心臓が勝手にペースを上げてしまう。

　二人並んで、手をつないで歩く。

　混雑する駅構内から通路を抜けて、俺達は西せい部ぶデパートに入った。

　万里子は急に立ち止まると、俺にこう言った。

「ごめんね！　本当はもう、プレゼント……準備できてるの」

　俺にプレゼントを選ばせるんじゃなかったのか。

　聞いてみると、万ま里り子こは「一緒に電車でお出かけして、ウィンドウショッピングがしたかったんだ」と、今日のお出かけの真の目的を発表した。

「それならそう言ってくれればいいのに」

　小さな嘘うそだけど「ごめんね」と、彼女は小さく舌を出して俺に謝った。

　そんな仕草と一緒に、万里子は恥ずかしそうにもじもじと膝ひざをすりあわせるようにしていた。

　俺は現在進行形で万里子に嘘をついている。妹がいるということを、黙っているのは彼女を騙だましているようなものだ。むしろ謝るのはこっちだと思った。

　かといって、今、ここで切り出すのもどうなんだろう。誕生会どころじゃなくなるかもしれない。

　今日まで、万里子は俺の誕生日に向けて準備を進めてくれていたんだ。それを考えると、言うべきじゃないような気がした。




　二人でデパートのフロアを回った。女の子って、買わなくてもこうしてお店を巡るだけで楽しめるんだよな。そのことも妹たちとの交流で学習済みだ。

　高級ブランド品のバッグや靴が並ぶ階で、ちらりと万里子の様子を観察した。

　万里子は値段を見て「うわー。高いねー。お金持ちの人が買うのかなぁ」と、感慨深げに呟つぶやいた。

「万里子は、こういうのが欲しいのか？」

　彼女は首を左右に振った。それから「えっとね、時々かわいい！　って思うのもあるんだけど、お値段でびっくりしちゃって……それで満足しちゃうんだよね。変かな？」と、はにかんだように笑った。

　つかみ所がないな。万里子って。

　自然と、並んで歩く時は手をつないでいた。

　もし、みんなと……妹たちとふれ合ってなかったら、こんな風に落ち着いていられただろうか。

　なんとなく、みんなと万里子を比べてしまう自分がいた。比べるといってもどっちが上とかじゃなくて、印象の違いについてだ。

　動物にたとえるとどうだろう。

　世せ霊れ音ねは猫っぽいな。猫は寒い時には暖かいところを。暑い時には涼しいところを探すのが得意だ。世霊音も自分の心地よい場所を見つける名人のように思えた。

　友とも美みは犬のような気がする。元気いっぱいで、自分の感情に素直な気がした。雪が降ったら一番に飛び出していきそうだ。

　小さ百ゆ合りは狐きつねか狸たぬきか。最初の頃ころは狐っぽく俺を騙だませていたけど、正体がばれてからは愛あい嬌きようのある狸っぽく思えてきた。上う手まく化けられている時の小百合は完かん璧ぺきだ。

　優ゆう希きは大きな動物のように思えた。大人しくて穏やかな、象とかシロナガスクジラとか。背が高いことを気にしてるみたいだから、優希には言えないな。だから、こんなことは無いとは思うけど「ボクって動物にたとえると何かな？」なんて聞かれたら、兎うさぎと答えておこう。瞬発力があって、いつも耳を立ててセンサーを張り巡らせてるしな。

　美み佳かはハムスターかな。小さくて可愛かわいくて、ちょっと目を離している間にいつの間にか驚くような場所にいたりする。好奇心が刺激されたら、どこまでも走っていってしまうような気がした。

　万ま里り子こはリスみたいな感じがした。木登りが得意っていうわけでもないし、ほっぺたの中にドングリを詰め込んでるって印象でもないのに……これはもう、本当に印象でしかない。

　ふと、思った。俺は再会してからの万里子のことを、あんまり知らないんだ。だから、動物にたとえてみても、どうして万里子がリスなのかっていう理由が思い浮かばないんだ。

　万里子は心配そうな顔で「もしかして、つまんない？」と聞いてきた。

　しまった。ぼんやりしすぎだろ俺。目の前に万里子がいるのに、みんなのことを考えるなんて……。

「そんなことないよ」

　万里子は「よかったぁ」と、ほっと息を吐ついた。

　心の中でぶんぶんと首を振って、俺は妹たちのことを頭の外においやった。

　なのに、それでもみんなの顔が思い浮かぶ。これじゃあ俺の方が妹離れできてないな。

　万里子と一緒にエスカレーターで上の階に向かった。紳士服や玩がん具ぐ売り場や催事場を流すように見ていき、残すは最上階だけとなった。

　エスカレーターで最上階に向かいながら、万里子は「もう一番上まで来ちゃったね」と、少し残念そうに呟つぶやいた。

「次はどうするんだ？」

　困ったように眉まゆを八の字にさせて「えっとね……実は何にも考えてないんだ」と、万里子は照れたように頬ほおを赤らめる。

　何もって……いつもきちんとしてるのに、万里子にしてはいい加減だな。

　いや、そうじゃない。俺が一方的に万里子を「きちんとしてる」と、思い込んでただけだ。万里子だって普通の女の子なんだ。

　予定がないなら、むしろ俺が万里子をリードするチャンスじゃないか。シャンサイン通り沿いにあるお店を見て回るのもいいかもしれない。

　そう、提案しようとした瞬間、エスカレーターを上りきった最上階のフロアで、俺の足はぴたりと止まった。

　いつだったかは憶おぼえていないけど、見たことのある光景が目の前に広がったんだ。

　内装だって入ってるお店だって違うのに、俺はこのフロアの雰囲気を知っている。

　なんで「知っている」なんて言葉が心に浮かんだんだろう。

　胸が……高鳴っていた。自分の鼓動が聞こえるような錯覚に、俺はいてもたってもいられなくなる。

「このフロアのエレベーター！　どこだ!?」

　急に声をあげた俺に「え？　ちょっと、どうしたの急に？」と、万ま里り子こは困惑していた。

　俺は万里子の手を握ったまま、早足でフロアのエレベーターを探した。

　そうだ。俺は何度もあの人に手を引かれて、エレベーターでこのフロアまで一気にあがってきたんだ。このフロアのあの場所に向かうために。

　だからエレベーターを見つける必要があった。

　万里子はきょとんとした顔で、俺に手を引かれるまま付いて来る。

　すぐに目的のエレベーターは見つかった。

　そのエレベーターに背を向けて立つと、俺の記憶の中で、すべてがかっちりとはまる音がした。

　エレベーターを降りた場所から、まっすぐ歩く。一番奥の突き当たりが……展望レストランだ。その前まで俺達はやってきた。

　万里子はおっかなびっくりしていた。俺に手を引かれたまま「ここって……昭和テイストな感じだね」と、呟つぶやく。レトロな雰囲気のレストランだ。

　俺が子供の頃ころからすでに、こんな風に古びていた。

　思い出の場所……変わらない場所。

　レストランの入り口前にあるショーケースには、様々なサンプルが並んでいた。メニューも永らく変わってないみたいで、サンプルそのものが古びていた。

　その中に、俺はお子様ランチを見つける。

　お皿にオムライスにハンバーグとエビフライが勢せい揃ぞろいしていた。

　セットのデザートに……プリンサンデーだ。

　万里子は小さく首を傾かしげてから「もしかして、お腹なか空すいたの？」と、俺を心配するように聞いてきた。

「あ、あの、そうじゃなくて……」

　レストランの入り口から中の様子をのぞき見る。俺の目は展望レストランの窓際の席を自然と探していた。

　景色が一望できる席だ。ふっと粉雪が舞い降りたように、記憶が甦よみがえる。




　エレベーターのドアが開いて、最上階に出た。

　俺は、おじさんに手を引かれて歩いたんだ。

　まっすぐ行った一番奥の突き当たりにある、展望レストラン。それが、ここだ。

　ガラスのショーケースに並んでいたのは、チョコレートパフェやプリンサンデーや、エビフライやオムライスに、デミグラスソースのたっぷりかかったハンバーグだ。

　あの日も今日と同じで、特別な日だった。なんでも食べていいと、おじさんは言っていた。

　俺は……ぜんぶ食べたいってお願いしたんだ。おじさんは優しく笑ってこう言った。

「じゃあ、お子様ランチだな」

　オムライスにハンバーグにエビフライが一枚のお皿に勢せい揃ぞろいしていた。デザートはプリンサンデーだ。ぜんぶ俺の大好物で、美お味いしかったことを思いだす。懐かしい味なんだ。

　おなかいっぱいになった俺は、クリームソーダを飲みながら窓際の席から外を見ていた。

　あの日も、俺の誕生日だった。

　そうだ……思いだした。全部……思いだしてしまった。

　おじさん──陣じん矢やさんが俺の誕生日を祝ってくれたあの時、俺に言ったんだ。

　それは簡単な……それでいて重大な質問だった。

　その意味が、最初はよくわからなかった。

　けど、子供だけど子供なりに俺はその提案が、とても良いことのように思えた。

　だから「うん！」と、答えたんだ。

　選択していたんだ……自分の意思で、今ここにある未来を。

　なのに俺はすっかり忘れてしまっていた。

　陣矢さんが来なくなってから、俺はわがままを言って、じっちゃんとばあちゃんを困らせるようになった。

　陣矢さんがどうして来てくれなくなったのかを聞いた時、じっちゃんにすごく怒られたんだ。

　そして、陣矢さんのことを忘れるように言われた。陣矢さんも来なくなって、半年が過ぎて一年が経たつころには、俺も諦あきらめて忘れることにしたんだ。

　俺はその時、悲しかった。陣矢さんに見捨てられたのかもって思った。それに、じっちゃんたちのことも好きだったから、俺は陣矢さんの存在を心の中で希薄なものにすることにしたんだ。

　今なら、陣矢さんの気持ちもじっちゃんの気持ちも、両方わかる。

　きっと陣矢さんは、あの時にすぐにでも俺とみんなを引き合わせたかったんだ。

　けど、じっちゃんはそれを認めなかった。

　母さんとは別の女性の間に授かった、妹たちと俺を一緒に暮らさせる。そんなことを、じっちゃんが許せるわけがない。

　陣じん矢やさんは俺を味方に引き入れたかったんだろうか。

　純粋な気持ちで、俺にあの質問をしたんだろうか。

　今となっては確認する術すべなんてないけれど……俺は「うん！」と言ったあの日、あの時……嬉うれしかったんだ。たくさんの宝物を得た気持ちだった。

　大切な宝物を。家族を……妹を。

「ごめん万ま里り子こ！　俺……行かないと」

　万里子は目をまん丸くさせて「行くってどこに？」と、首を傾かしげた。

「妹たちのところに行かなくちゃ……行って言わなきゃならないことがあるんだ！」

　俺はそっと手を離した。

　万里子は……その場に立ち尽くしている。その口から「……妹？」と、声が漏れた。

　不思議そうな顔をしていた。怒るとか悲しいとか、そういう感情も忘れたようにぼんやりとしている。

　ごめん。本当にごめん。本当に本当にごめん。

　俺自身も、まだ混乱してるんだ。でも、行かなくちゃならないんだ。

　俺は走った。エレベーターを待ってる時間さえ惜しい。フロアを回り込んでエスカレーターを跳ぶように下り、デパートから出ると駅に走って自動改札に駆け込んだ。

　一秒でも早く帰りたかった。

　ああ、万里子の準備してくれた誕生日を最悪の形でキャンセルしちまった。

　後悔しても、もう手遅れだ。

　万里子に導かれて、自分が生まれた日に思い出の場所に立つことができたのは、偶然なのか？　それとも……宿命ってやつだったんだろうか。

　いや、このタイミングだったことすらも含めて、きっと全部、ただの偶然なんだ。

　だからこの幸運な偶然を引き込んでくれた万里子には、いくら感謝してもしたりない。

　なのに俺は、万里子を裏切った。恩を仇あだで返すとはこのことだ。

　気持ちが真っ白になりかける。けど、俺は選択してしまった。

　諦あきらめろ。

　万里子にはもう、申し開きなんて立たないんだから。

　俺はみんなを……妹を選んだのだから。

　万里子の偶然の手助けがなくても、いつか俺はこの思い出の場所に立ち寄ったかもしれない。そして今日のように思いだす。けど、その時にはもう、俺達兄妹きようだいはバラバラになっていて、太たい子し堂どうとの関係も途切れた後だったに違いない。

　手遅れになっていたはずだ。

　いや、どのみち、何を選択してもあらがえず、今だってみんなと別れる可能性の方が高いじゃないか。

　それでも、伝えたかった。

　バラバラになる前に、この気持ちでもう一度、みんなと向き合いたかった。




　最寄り駅に着くと、ちょうどバスが来ていた。飛び乗ってようやく安あん堵どの息を吐つく。

　駅の構内にいる間もずっと駆け足で、バスの席についてからしばらく、肩で息をし続けた。スマートフォンはずっと静かなままだ。

　突然、いなくなった俺に万ま里り子こは愛想を尽かしたんだろうな。

　バスを降りて、俺はレジデンス太たい子し堂どうの前に立った。

　建物を見上げる。

　今になって思えば、俺の部屋──７０１号室の、あの無駄とも言える広さも……全部、陣じん矢やさんの考えあってのことだったのかもしれない。

　マンションのロビーに駆け込むと、俺は二階の美み佳かの部屋に向かった。

　エレベーターが降りてくるのを待つ時間がもどかしい。

　階段の方が早かったと後悔しつつ、降りてきたエレベーターに乗って二階に上がった。

　美佳の部屋の前で、一度深呼吸する。

　インターホンを鳴らすと、俺は自分からドアを開いた。













「あれ!?　にーちゃまだよ？」

　リビングの方から、メープルを抱えるようにして美み佳かが姿を現した。

「にーちゃんが帰ってくるわけないじゃ……マジで？」

　友とも美みが廊下に顔を出して、きょとんとする。

「そうやって驚かせようとしても、騙だまされませんよ」

　驚く友美の反応に、小さ百ゆ合りがやれやれとため息混じりに廊下をのぞき込んで、ぽかんとした顔になった。

「三人ともどうしたんだい？　いくら兄さんのことが恋しくても、今日だけはエア兄さんで我慢しないと」

　落ち着いた口ぶりで優ゆう希きが言いながら、廊下に棒立ちな俺の姿を確認して言葉を失う。

「……お兄ちゃん？」

　世せ霊れ音ねがごろりとリビングの床に転がったまま小さく首を傾かしげた。

「た、ただいま。みんな」

　すぐに友美が声をあげた。

「にーちゃん今日は朝帰りじゃないの！　なんで!?」

　友美の言い方は極端すぎるけど、みんな「俺は帰ってこないもの」だと思ってたみたいだ。さらに、友美が付け加える。

「つうかにーちゃんさ。お泊まりとか抜きで、普通に帰ってきたにしても早すぎるし。いったいどうしちゃったんだよ？」

　小百合が困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「そ、そそそそうです。どうしてですか？」

　優希も小さく息を吐ついた。

「兄さん、ボクらに気を遣ったのかい？」

　美佳が不思議そうに首を傾げる。

「にーちゃま、お友達は大切にしなきゃいけないんだよ？」

　世霊音がぽつりと呟つぶやいた。

「……がんばってお兄ちゃんの背中を押したのに……帰ってきたらだめじゃないですか」

　驚いていた妹たちの眼まな差ざしは、いつの間にか俺を責める批難めいたものに変わっていた。友美が俺に詰め寄る。

「まさか、万ま里り子こちゃんを放って帰ってきたなんて言わないよね？　それともにーちゃん、外で万里子ちゃんが待ってて、あたしたちを紹介するつもり……とか？」

　それなら会うことにやぶさかでない。むしろ、そうだよね？　そうなんだよね？　と、友美の瞳ひとみが俺に訴える。

　俺は首を左右に振った。

「万ま里り子こと別れて、一人で戻ってきたんだ」

　小さ百ゆ合りがため息混じりに聞いてくる。

「喧けん嘩かでもなさったんですか？　一度や二度、失敗したくらいで逃げ帰ってくるなんて、お兄様を見損ないました」

「喧嘩もしてない。俺の都合で一方的に……それがダメなこともわかってる」

　優ゆう希きが心配そうに呟つぶやく。

「いけないよ兄さん。すぐに万里子ちゃんを迎えにいかないと。わかってて万里子ちゃんを置いて逃げるなんて、兄さんらしくないよ」

「もう、自分の気持ちに嘘うそは……つけない。俺は万里子のことが好きだ。けど……もっと近くにある、大切なものに気付いたから……」

　自分の気持ちに素直になったとたん、俺は自分が万里子のことを好きなんだと気付いた。好きだから、大切だから選べなくて苦しくて、どちらも優先出来なくて、二つの大切なものを天てん秤びんの上で揺らしながら、どちらからも嫌われないようバランスをとろうとしてきた。

　美み佳かが、ぎゅっとメープルを抱きしめながら俺を見上げた。

「にーちゃま、女の子にひどいことしちゃだめ！」

「ごめん。美佳……万里子には、きちんと謝るよ」

　世せ霊れ音ねがぼそりと呟く。

「……お兄ちゃんはどうしたいの？」

　好きな女の子と、大切な妹たち。心の天秤が大きく揺れ動く。

　万里子とはこの先、他人になるかもしれないし、恋人になるかもしれない。友達でいられるかもしれないけれど、絶交されるかもしれない。どんな結末になろうとも、未来はある。

　けど、みんなとは……みんなとの関係は過去も今も、未来もきっと変わらない。この先、バラバラになってしまうかもしれないから、その前に俺はその「変わらない関係」を宣言する。どこにいても、誰だれといても、俺達は……家族だと。

「今、俺が選ばなきゃならないのは……みんなだ。どう言われても俺、妹が欲しいんだ！　ずっと妹が欲しかったんだ！」

　みんな一斉に、狐きつねにつままれた顔になった。

　ハッとなって友とも美みが声を荒げる。

「い、今さら何言ってんの？　そ、そりゃあ言ったよ。にーちゃんに片かた想おもいする妹でいいって。け、けけけけど、そんなこと言われたら、りょ、両想いじゃん！　相思相愛じゃん！　あ！　そっか、美佳を妹にするってことだよね？」

　俺は小さく首を左右に振ってから続けた。

「みんなを妹にする。独り残らず全員俺の妹にしたいんだ。友美は俺に甘えてくれ！　今日から俺は十六歳だし、短い間だけど、それでも友とも美みより年上だ。にーちゃんらしいだろ？」

「ば、馬ば鹿かなの？　ぜんっぜんにーちゃんらしくないし」

「なら、これから兄らしくなるよ。もう迷うのはやめたんだ。俺はみんなの兄になる。だから、みんなは俺の妹に……俺達は家族になるんだ」

　無茶苦茶なのは百も承知だ。選ばないとか、選べないんじゃない。

　俺はみんなを選ぶんだ。

「な、なれなかったらどうするの？　にーちゃん、いっつもビクビクしてんじゃん」

「なる。俺達が家族になれないわけがない」

　弱気は見せない。お兄ちゃんの俺が不安がっていたら、みんなだって不安になる。

　友美が半べそをかいた。

「うう、にーちゃんが壊れた」

「俺は友美が好きだ。元気でリーダーシップがあって、活発で前向きな友美が大好きだ。好きな人と一緒にいたいと思うのは、自然なことだろ？」

　泣き出しそうな友美の顔が真っ赤になる。その隣で小さ百ゆ合りがプルプルと小型犬みたいに震えだした。

「お、お兄様！　友美さんばっかりずるいです！」

「小百合のことも大好きだ。努力家でしっかりしてて、料理が得意で女の子らしくて、それに……ちょっと腹黒なところも可愛かわいいと思う！」

「最後のは余計です！」

　ぴしゃりと言いながらも、小百合はさらにプルプルと震えていた。

　美み佳かがその場でぴょこんと飛び上がる。

「みーちゃんは!?」

「美佳も大好きだ。素直でピュアで天使みたいに可愛くて、守ってあげたくなる。それに美佳は大人のレディーの素質があるからな」

「みーちゃんレディーですか？」

「ああ。悲しんでる人のそばによりそって、励ましてあげられるなんて、とっても素敵だと思う」

　美佳は自分のほっぺたを両手でもちあげるようにしながら「あらやだ、あらやだ」と身もだえてみせた。

　ちらちらと、優ゆう希きが視線で自己主張してくる。

「そんなに心配しなくても大丈夫だぞ。俺は優希のことが好きだ。優しくて温かい心を持っていて、人を敬うことができるなんて素晴らしいじゃないか。そんな優希が大好きだ！」

「に、兄さん。ボクなんかに……も、もったいないよ！」

「謙虚なところも、優ゆう希きの美点だと思うぞ」

　優希の顔から、ふやぁ～っと湯気があがった。

「……お兄ちゃん、何があったんですか？」

　一人、世せ霊れ音ねは冷静だ。

「ああ。世霊音……俺はお前の……」

「……褒めなくていいです」

「褒めてるつもりなんてないよ。世霊音が教えてくれた通り、今の自分の気持ちを素直にぶつけてるだけだ」

「……どうして今日、このタイミングなんですか？」

「全部、思いだしたんだ」

　きっかけをくれた万ま里り子このことが気がかりだ。

　次に会った時にすべてを正直に話して、ぶん殴られよう。それで許してもらえるなんて思わない。

　世霊音が小さく首を傾かしげた。

「……全部……ですか？」

「ああ。この状況は、誰だれに押しつけられたわけでもない、俺が願った『今』なんだ。約束したんだ……父さんと」

「……思いだしたから、お兄ちゃんをするの？　昔、そうするって決めてたって思いだしたから……それだけ？」

　俺は世霊音に向き直ると、小さく首を左右に振った。

「昔の約束を守るためじゃない。約束したっていう義務感からでもない。きっかけにはなったけど、思いだしたから、みんなを妹にするんじゃないんだ」

「……じゃあ、どうして？」

　宝石みたいな瞳ひとみで世霊音はじっと俺を見つめた。彼女だけじゃない。みんなが俺の答えを待っている。

　思いだしたのは、きっかけに過ぎない。

「俺、子供の頃ころは今よりも欲張りだったんだ。それに、わがままだった。それで失敗もしたし、後悔もした。だから、そういうのは良くないって思うようになって、それが成長することだって……大人になることだと思ってたんだ」

　友とも美みが小さく息を吐ついた。

「そっか。だからにーちゃんって、趣味がないんだ。あれがしたいとか、これが欲しい！　って、なんないもんね」

　友美の言葉に頷うなずきながら続けた。

「そうだな。そのくせ本当は負けず嫌いなのに、負けてもいい。遊びじゃないか……とかさ。そうやって小さなプライドを守ってたんだ。結局、どれだけ表面的に大人になろうとしてみても、俺はまだガキだってわかったんだ」

　優ゆう希きが心細そうな顔をした。

「兄さんは、今まで自分が積み上げてきたものを否定してしまうの？　そんな言い方をしたら、良くなろうと努力してきたことも、捨てようとしてるみたいに聞こえるよ」

「心配してくれるんだな。安心……って言い方は変だけど、今の俺にプラスするのさ。もう少しだけ、心の中にある欲望の窓を開こうと思うんだ。ずっと閉ざしてきたから。そう思えるようになったのも、みんなのおかげだよ。夢を持って、やりたいことがあって、希望を抱いて前を見て……自分のしたいことを肯定する。そのことの大切さにようやく気づいたんだ。俺にもそういう気持ちがあったことを、思いだしたんだ。だから、俺は自分の欲望の窓を開放する。みんなのお兄ちゃんにしてくれ！」

　俺の気持ちのすべてを、ありのままに俺はみんなにぶつけた。

　世せ霊れ音ねがよろよろとした足取りで抱きついてきた。

「……わたし、田た宮みや世霊音は太たい子し堂どう陽よう一いちを、お兄ちゃんと認めます」

　すぐに友とも美みが反応した。

「ず、ずるいぞ！　あたしもにーちゃんを……にーちゃんって認めてやる！」

　俺の右腕に抱きつくように友美がくっついた。胸で挟み込むように押しつけてくるのは……ええと、きっと友美もいっぱいいっぱいで気づいてないんだ。

　小さ百ゆ合りが躊ちゆう躇ちよしている。

「認めてしまったら……ずっと……妹ですよね」

　そう呟つぶやいてから、小百合は俺の左腕をとった。

「けど、認めます。お兄様をお兄様として受け入れます。先のことはわかりませんが、今は妹になりたいと思います」

　今は……ということは、将来的には別の展開を考えているのかもしれない。

　けど、それでも今は妹だ。

　美み佳かが俺の背中にジャンプしておぶさってきた。

「にーちゃまはずーっと、みーちゃんのにーちゃまだよ！　死んでも！」

　殺さないでくれ！　俺も死なないように努力するから！

「あ、あの……ボクは……」

　俺の胴に腕を回して抱きついていた世霊音が、少しずれて優希を手招きした。

「ボクも兄さんが好きだー！　誤解を招く意味はないからね！」

　優希にも抱きつかれて、俺は妹たちに埋もれるような格好になった。

「みんな、俺の妹になってくれるんだな？」

　世霊音が小さくうなずいた。

「……お兄ちゃんが望むなら」

　困ったように友とも美みが微笑ほほえむ。

「最初っからお互い、素直になってればよかったのかもね」

　小さ百ゆ合りが鼻息を荒げた。

「いつかは妹以上恋人未満に……えっと、な、なんでもありません」

　良く通る綺き麗れいな声で、優ゆう希きが告げる。

「ボクには兄さんがいて、可愛かわいい姉妹がいる。こんなに幸せなことはないよ」

　美み佳かが俺の背中から、一層ぎゅっと抱きついてきた。

「みーちゃん、にーちゃまもねーちゃまたちも、みーんな大好き！」

　俺はゆっくりうなずいた。

「俺もだ。これからもよろしくな」

　やっと俺はみんなを受け入れることができて、みんなも俺を受け入れてくれた。

　ようやく兄妹きようだいになるためのスタートラインに立てた気がした。

　不意に、世せ霊れ音ねが呟つぶやいた。

「……お兄ちゃん、お誕生日おめでとう」

　それにみんなが続く。

「あっ！　そうだったね。おめでとうにーちゃん」

「おめでとうございます。ああ、お兄様がまたいちだんとたくましくなられて……」

「兄さんおめでとう。これからの一年が兄さんにとって、幸せなものになりますように」

「にーちゃまおめでとうございます。メープルも、おめでとうって言ってるよ！」

　悲しくもないのに、急に涙が溢あふれてきた。兄なのに泣き出すなんて、格好が付かない。

　すると、まるで伝染したみたいに、みんなしてぽろぽろと泣きだした。

「……涙なんて気のせいです」

「うわ！　変なの。天気雨みたいだな。心は快晴なのにさ」

「不思議ですね。兄さんに釣られたみたいです」

「悲しい涙はしょっぱいっていうけど、嬉うれしい涙は甘いのかな？」

「みーちゃん泣いてません！　泣いてませんから！」

　この二ヶ月にも満たない期間は──。

　俺達が家族になるための、儀式だったのかもしれない。

　そして俺達は、家族になる一歩目を踏みだそうとしていた。

　──そう、思ったところで、突然、来客を知らせるインターホンが部屋に鳴り響いた。

　インターホンでドアの外の相手を確認して、俺は覚悟を決める。

　世界の終わりを告げる最後の審判。インターホンは、さしずめ天使の吹くラッパだったんだ。
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　こんな時間に美み佳かの部屋を訪れる人なんて、一人しかいない。

　インターホンの液晶画面には、スーツ姿の紫むらさきさんが映っていた。

　友とも美みが吠える。

「総員第一種警戒態勢！　対管財人迎撃用意！」

　小さ百ゆ合りがあたふたしながら、なぜかキッチンに入ってガスの元栓を確認すると、窓を開けた。

「こ、これでいいですか!?」

　それは地震の時の対応だ。俺の口からため息が漏れる。

「というか、なんだその対管財人迎撃用意って」

　玄関に行って鍵かぎを開けると、紫さんは会釈をしてから「失礼します」と一言告げて、あがってきた。

　マウマウランドに連れて行ってもらったのが、もうずっと昔のことのようだ。

　今日はメガネをしていなかった。

　俺をじっと見つめると、紫さんは落ち着いた口ぶりで俺に聞いた。

「なにか、心境の変化でもありましたか？」

「え？　俺……ですか？」

「はい。雰囲気が違うように感じられたもので」

「自覚ができて、少しだけ兄らしくなったのかもしれません」

　紫さんは眉まゆ一つ動かさず「そうですか」と素っ気ない返事をした。

　紫さんと一緒に俺はリビングに戻った。みんなは部屋の隅っこに固まっている。

　怯おびえすぎだ！　と、ツッコミをいれられるほど、俺の心も落ち着いてはいない。それでも覚悟は決めたんだ。

　俺は振り返った。みんなを背中に守るようにして立ち、紫さんと対たい峙じする。

「それで、用件はなんですか？」

　もしかしたら、レジデンス太たい子し堂どうからの立たち退のき勧告かもしれない。

　心臓が早鐘を打った。

　紫さんは部屋を見回してから、ゆっくりと息を吐ついた。

「妹候補も全員、揃そろっているようですね。個別に訪問する予定でしたが、手間が省けました」

「用件はなんですか、紫さん？」

　彼女はいつもの冷徹な表情のまま、口を閉ざす。

「紫むらさきさんの方から言わないんなら、俺から言わせてもらいます。俺は……他ほかに何もいりません。だから、俺にみんなをください！」

　紫さんは肩を落とした。

「経済的な援助無しに生活はできません。何もいらないという言葉は、現実的ではありません」

　そうだ。いつもここで俺は考えて、無理だと判断して、立ち止まるんだ。

　子供なのに大人になりたくて……子供なのにわがままを言わない、良い子でいようとして。

　どんなに背伸びしたって、俺はまだ十六歳のガキなんだ。

　心の窓は開いてしまった。

　小さなプライドなんて、窓の外に投げ捨ててしまえ。

　かっこわるくて何が悪い。開き直って居直って、どこまでだってふてぶてしくなってやる。

「じゃあ、経済援助をしてください。そして、俺にみんなをください！」

　冷たい表情を崩さなかった紫さんが、目を丸く見開いた。

「すべてを得たいとおっしゃるのですか？」

　ゆっくり大きく頷うなずいて返す。

「俺は子供でわがままなんです。だいたい、無理じゃないですか。みんな妹なんですよ？　一人だけ選べっていう方がおかしいんだ！　紫さんが陣じん矢やさんとどんな契約をしてるのかはわからないけど、陣矢さんが一人だけ選べなんて、言うはずがない」

　思いだした今なら、そう断言できる。

　これまでは心のどこかで太たい子し堂どう陣矢という人を疑っていたけど、今なら……今の俺なら信じられる。陣矢さんと俺が親子なら、同じ欲望を持ったはずだ。




「俺はみんなと、これまで通り暮らしていきたいんです!!」




　紫さんがうつむいた。

「それが通ると、本気でお考えなのですか？」

　その声はひどく冷たい。

　俺だけじゃなく、妹たちの心もまとめて凍らせるような厳しい口ぶりだ。

　紫さんを怒らせれば、どうなるかもわからない。

　それでも俺は……俺の心は前に進んだ。吹き荒れる激しい暴風雪を切り裂くように、心の前傾姿勢を保って、一歩一歩前へ……前へ！

「わがままな自分を我慢して、一人を選んで大人になれるほど、俺は聞き分けがよくないんです。俺達は六人一緒。それ以外は考えられません！」

　紫むらさきさんが顔を上げて俺を見据えた。

　もう、目をそらさない。どれだけ冷たい眼光を向けられても、俺の後ろには守らなきゃならない、大切な家族がいるんだから。

　つっぱねられても食い下がってやる。

　一度や二度転んだくらいで、足を止めるのはもうやめたんだ！

　足が折れるまで進んでやる。折れて倒れたら這はいつくばってでも……。

　もう逃げない。ごまかさない。俺達は前に……未来に進むんだ。

　後ろで怯おびえていたはずの世せ霊れ音ねが、俺の右隣にいつのまにか立って呟つぶやいた。

「……お兄ちゃん。今が、一歩を踏み出す時……だから、わたしもお兄ちゃんと一緒にがんばるね」

　紫さんの顔を見つめて、世霊音は願った。

「……紫さん。お兄ちゃんとわたしたちを兄妹きようだいにしてください」

　世霊音だけじゃない。友とも美みが俺の左隣に寄り添うように立つ。

「にーちゃんだけに背負わせないって。にーちゃんはあたしより一歳年上になったけどさ、そこは長男と長女だし、対等なのは変わらないからね」

　友美が笑顔で宣言する。

「紫さん。にーちゃんだけじゃ頼りないっていうなら、長女のあたしも支えるよ」

　友美の隣に小さ百ゆ合りが並んだ。

「今こそ、レールを外れて……自分たちの道を見つける時なんですね」

　落ち着いた口ぶりで、小百合は紫さんに訴える。

「進むべき道を私たち自身に決めさせてください。わがままな願望かもしれないですけど、ようやくお兄様が見つけた道なんです」

　世霊音の隣に優ゆう希きが並び立つ。自然と俺達は手をつなぎ合っていた。

　手をつないだ優希は振り返り、美み佳かを呼ぶように手を差し伸べる。

「ボクらは兄妹になれるように、これからもお互い努力し続けます。できるよね、美佳ちゃん？」

　美佳がうんと大きくうなずいて、優希の手をとった。

「うん！　みーちゃんはにーちゃまともねーちゃまたちとも、みんな家族だよ！　家族は誇りなんだよ！」

　俺達は一つなぎになって、紫さんに対たい峙じした。

「紫さん。陣じん矢やさんの……父さんの残した遺言のことを教えてください」

　冷たい仮面のような表情のまま、紫さんは静かな口ぶりで言う。

「わかりました……お答え……いたし……」

　紫むらさきさんの声がかすかに震える。俺達はギュッと手を握りあった。

「……ます」

　一瞬、俺は自分の耳を疑った。確認のため、もう一度聞く。

「いたしかねます……じゃないんですね？」

　改めて、紫さんは言い直した。

「お答えいたします。そもそも……陽よう一いちさんには改めて、そのことについてお伝えする予定でした」

「えっ!?　そ、そうだったんですか？」

「みなさん、異存はないようですね」

　意気込みまくっていた自分が、かなり恥ずかしい。

　それでも、俺達の気持ちを紫さんにぶつけたことは、まったくの無駄というわけじゃなかったみたいだ。

　そして紫さんは、雪解けを誘う春の日差しのような笑顔で、こう言った。

「陽一さん。お誕生日おめでとうございます」









　epilogue　　エピローグ






　ここから先の話は、紫さんから聞かされたものだ。

　すべて、俺が十六歳になるまでの秘密だった。

　言われてみれば、マウマウランドからの帰りの車内で、紫さんがこんなことを言っていたのが思いだされる。




「今後のことなんですけど……」

「あと数日だけ……待ってください」




　紫さんはこの日が来るのをずっと待っていた……と、教えてくれた。

　ある条件が揃そろうまで、遺言については秘密にしなければならない。それが陣じん矢やさんと紫さんの間にある契約だったんだ。

　条件というのは、俺が十六歳になること。ただ、それだけ。

　なんで十六歳だったのか？　今となっては陣矢さんにしかわからないことだ。けど、義務教育を終えて、大人になることを意識しだす年齢なんじゃないかな……と、俺は思う。

　俺が二十代の時に……三十代の時に……四十代の時に……と、年代ごとに、きちんと遺言は用意されていた。十代の遺言だけが、かなり異質だったらしい。

　俺やみんなが子供なうちだけが、兄妹きようだいになれるかもしれない最後のチャンスだった。

　大人になってみんなと出会っても、きっと兄妹にはなれなかったと思う。遠い親しん戚せきくらいにしか、感じられなかったと思う。

　俺のお兄ちゃんとしての適性をみるために「二週間のうちに一人だけ妹を選ぶ」という試験を陣じん矢やさんは用意していた。

　その結果、一人だけを選んで遺産を分配したとしても、それはそれで認める……というのが、陣矢さんの考え方だったんだ。

　問題は、この十代の俺への遺言が、不確定要素ばかりだってことだ。

　俺が誰だれも選べない可能性も十分に考えられる。

　その場合、困るのは俺達じゃなくて紫むらさきさんだった。

　俺が一人だけ妹を決めることを拒否した場合の判断は、すべて紫さんにゆだねられる。

　これも陣矢さんの遺言の条項の一つだ。おかげで、紫さんは多大な責任を背負うことになってしまった。

　六人分の命運を決めるために振るう大おお鉈なたは、紫さんの手に余るものだった。

　俺が一人、妹を選んでいれば紫さんだって悩まずに済んだに違いない。

　紫さんがもっとクールでドライな人だったら、ずっと心が楽だったと思う。

　けど、紫さんは悩んでしまった。

　そもそも、一人を選ぶ試験には正解なんてない。

　俺が誰かを選ぶことも、紫さんにとっては「尊重すべき答え」だった。

　けど、その一方で俺が誰か一人を選べば、家族はバラバラになってしまう。かといって、十五歳の俺には遺言の全容は教えられない。だから「選ばないで待て」とは言えなかった。

　紫さんは、俺達に情が移らないようにと、ずっと冷徹さを装って無理をしていた。

　やっぱり、いい人だったんだな。紫さんって。

　そして、紫さんはすべてを語り終えてから約束してくれた。

　これまで通り、俺達が暮らせるようにしてくれる……と。




　こうして俺達は家族になった。

　記念すべき家族の最初の行事は……俺の誕生会だ。

　時間は遅くなったけど、みんなでスーパーに買い出しに行くことになった。

　残された問題は……万ま里り子ことのことだ。

　結論だけ言うと、万里子は俺のことを許してくれた。

　電話越しとはいえ、こんなに謝ったのは生まれて初めてだ。

　最後は万ま里り子こが「しばらくお弁当はオムライス弁当だからね」と、根負けしたような感じになってしまった。

　それから、俺は事情を正直に白状して、近所のスーパーで万里子と待ち合わせをした。

　俺は妹たちと紫むらさきさんを万里子に紹介した。

　信じられないと思うけど……と、前置きをしたのに、万里子は俺のおかれている現状を、まるごと飲み干す勢いで理解して「妹が増えたみたい」と、むしろ喜んだ。

　ええと……その……万里子を見つめる小さ百ゆ合りの視線が怖いです。

　そんなことがあったけど、俺の誕生会のあとも、妹たちと万里子の関係は比較的良好だ。

　世せ霊れ音ねとは服の話題で盛り上がったし、その世霊音がネットの有名人だとカミングアウトして、万里子と一緒に優ゆう希きも仰天してたっけ。

　世霊音は「……聞かれなかったから」と、隠していたつもりなんてみじんもなかったようだけど、空うつ蝉せみブランド信者な優希は、それからしばらく世霊音を「先生！」と呼んで、少しの間だけど世霊音に煙たがられることになった。

　友とも美みと小百合は、万里子としょっちゅう張り合おうとするんだけど……いつの間にか万里子は小百合と一緒に料理をしたり、友美にＦＰＳを習ったりして仲良くなっていた。

　料理好き同士で気が合うのは、まあわからなくもないけど……まさか万里子にゲームの才能があったとは。友美ほどじゃないけど、友美曰いわく「逸材」なんだとか。当然、俺よりも万里子の方が上手で、ことゲームに関してもお兄ちゃんには立つ瀬がありません。

　姉妹のアイドル、美み佳かはというと、紫さんと優希の間で引っ張りだこだ。謎なぞの三角関係ができあがっていた。

　で、俺はといえばあれからも、毎日、日替わりでみんなの部屋に行っている。

　今までとルールは変わっていない。時々、会えない日もあるけど、そういう時は持ち回りでその日に空いている妹の部屋に行くようになった。

　週末も変わらず、７０１号室に集合だ。

　みんなで朝食を摂とったあと、俺は空気の入れ替えをしようとベランダ側の窓に近づいた。半分だけ窓を開ける。

　舞い込む風を帆のように受けて、薄手のカーテンがふわりとふくらんだ。

「……おおきなおっぱい」

「うわ！　世霊音！　いたのか……」

　リビングで美佳とテレビを観みていたはずの世霊音が、俺の隣に立っていた。

「……日につ暮ぽ里り、いついけますか？」

「期末テストのあとがいいな」

「……安心しました」

「安心？」

　世せ霊れ音ねはカーテンを手でまとめながら頷うなずいた。

「……相手のこととかばかり考えるんじゃなくて、ちゃんと自分の都合も考えられるお兄ちゃんになって、よかったです。わたしはかまってほしいですけど、かまわれすぎると困ります」

「構って欲しいのに構われすぎるのは困るなんて、世霊音って猫みたいだな」

「……にゃー」

　世霊音は招き猫みたいなポーズをとった。うっ……かわいい。かなりの破壊力だ。

　そのまま彼女は続けた。

「……お兄ちゃんは忘れっぽいから、忘れないでください」

「心に留めておくよ。肝心なことをずっと忘れてたしな……」

　夢の中にも出てきていた陣じん矢やさんの言葉。

　陣矢さんに祝ってもらった最後の誕生日に、言われたんだ。




「お前をお兄ちゃんにしてやろうか？」




　そう言うと、陣矢さんはさらに付け加えた。

「しかも妹は五人もいるんだぞ！」

「本当に!?　すごいね！　うん！　僕、お兄ちゃんになる！」




　妹が五人いると知って、悩んだり困惑したりもせず普通に喜んでたっけ。

　妹ができて、家族が増えるのはいいことだって、思ってた。

　今のこの状況そのものが、陣矢さんの……父さんの遺産なんだ。

　じっちゃんとばあちゃんは、そのことを知らないかもしれない。

　夏休みに入ったら、じっちゃんとばあちゃんに会いに行って父さんのことを、きちんと話したいな。

　気が早いけど、八月にはお盆休みか。毎年、母さんのお墓参りには行っていたけど……。

　ぼんやりと、そんなことを考えながら、俺は目の前の簀す巻まき状になった妹に確認した。

「ところで……世霊音はなにしてるんだ？」

「……蓑みの虫むしごっこです」

　世霊音はカーテンに巻かれたまま、隙すき間まから顔だけ出してぽつりと呟つぶやいた。

「あー！　みーちゃんもやりたいですから！」

　美み佳かが気づいて駆けてくる。駆け足で少し危なっかしい。

「きゃっ!?」

　小さな悲鳴をあげて、美佳は足をもつれさせた。

「あぶなっ……はぁ」

　転びそうになった美み佳かを、すかさず優ゆう希きと紫むらさきさんが抱き支える。俺が危ないと声を上げるよりも、優希の動作は速かった。

「大丈夫かい美佳ちゃん？」

「ありがとう！　優希ねーちゃま」

　美佳はてへへと笑ってみせた。この笑顔一つで優希はとろけたチーズみたいな顔になる。平和だなぁ……と、思った瞬間──。

「にーちゃんゲームやろっか！」

「お兄様！　一緒にケーキを焼きましょう！」

　俺は左右から友とも美みと小さ百ゆ合りに挟み撃ちにされた。

「俺としては学校の課題をしたいんですが……」

　友美がぷくっとふくれる。

「じゃあ、折衷案で焼いたケーキを敵にぶつけよう！」

「ケーキは食べるものです。ぶつけるものではありません！」

　にらみあう二人に、俺は笑顔で言った。

「よし。じゃあケーキを焼いて、父さんに会いに行こう」

　俺の唐突な提案に、友美と小百合が目を丸くさせた。

　友美が聞く。

「会いに行くって、とーちゃん死んでるし！」

　小百合がすぐに、察して付け加えた。

「もしかして、お父様のお墓参りに行くんですか？」

　かなりのエスパーっぷりだな。俺は驚きつつも頷うなずいた。

「お盆あたりにいいかなって思って。こうなったことを、きちんと報告したいし」

　美佳がばんざいした。

「みーちゃんも行きたい！　お盆ダンスしたいなー！　メープルとワルツを踊るんだよ」

　優希が目を細めた。

「そうだね兄さん。ボクも賛成だよ。そうと決まれば、紫さんに相談しないとね」

　世せ霊れ音ねがカーテンでぐるぐる巻きにされたまま呟つぶやいた。

「……暑いのに外に出なきゃいけないなんて……死にたい」

「おいおい、くるまってないで、出てきなさい」

　俺はカーテンを引っ張って、世霊音の蓑みの虫むしごっこを解く。世霊音はその場でくるくる回った。

「……あーれー。お代官様ごむたいなー」

「俺を悪代官にするな！」

　ツッコミつつ、カーテンを端に寄せてまとめると、窓を全部開けた。

　夏の匂においをかすかに含んだ風が、７０１号室に吹き込んできた。少し蒸し暑い。

　くるくる回っていた世せ霊れ音ねが、ぺたんと床に寝転がるとあおむけになった。

「……床がひんやりして気持ちいいです」

　友とも美みが真ま似ねして床に背中をつける。

「まじか？　あっ！　ほんとだ！　気持ちいいなこれ」

　美み佳かが笑顔でそれに加わった。

「みーちゃんもやるー！」

　優ゆう希きも美佳に釣られて床に寝転がる。

「じゃあボクも」

　四人がやって、一人だけ立っているわけにもいかず、小さ百ゆ合りも参加表明した。

「え、えっと……私もまぜてください！」

　床に円を描いて頭を並べ。花の花はな弁びらみたいに広がった妹たちが、俺に微笑ほほえむ。

　代表して、プロの寝転がリストの世霊音が俺に告げた。

「……お兄ちゃんもどうぞ」

　やれやれ。しょうがないな。俺も……交ぜてもらうか！

　みんなの輪に入れてもらって寝転がり、開いた窓から空を見上げた。













　雲一つなく、広がる青空に太陽がさんさんと照っている。

　今日も一日、快晴だ。





〈おわり〉










あとがき




　無事三巻を出すことができ……また、なんか来たー!?

優ゆう希き「みんな、こっちこっち！　楽しいあとがきの時間がはっじまるよー！」

友とも美み「よっしゃ！　あとがきはあたしら妹軍団が占拠した！　えーっと……四ページ使っていいってさ。わくわくしてきたな！」

小さ百ゆ合り「やめた方がいいって止めたんです。なのに、友美さんが無理矢理……」

友美「一人だけ良い子ぶるなんて、小百合は腹黒だな」

小百合「私は『この前、あとがきに優希さんが出た』っていう、事実をお伝えしただけで……前々から出てみたいとは思っていましたけど……」

世せ霊れ音ね「……夢がかなったね」

小百合「かなったもなにも、いきなり押しかけてあとがきをジャックするとは思ってませんでした。もし、このことがお兄様にバレたりでもしたら、あとで……お、お仕置きされてしまいます！」

美み佳か「小百合ねーちゃま、顔が真っ赤っかですんごーくうれしそう。変なのー」

友美「小百合はお仕置きされて喜ぶ性格なんだよなー？」

小さ百ゆ合り「人を変態さんみたく言わないでください！　美み佳かさんが誤解したらどうするんですか？」

美佳「へんたいさんってなになに？　みーちゃん、知りたいです」

優ゆう希き「まぁまぁ二人とも。それくらいにして。それに美佳ちゃんも、変態さんのことは……その……あの……あとにしようね。せっかくのあとがきなんだし！　もっと有意義に使わなくちゃもったいないよ」

世せ霊れ音ね「……めんどくさい」

友とも美み「世霊音はすぐに面倒がるよな。今回、表紙なんだから、もっと読者のみんなにアピールしなって」

世霊音「……アピール？」

小百合「そ、そうです！　表紙を飾ったのに……しかも、あ、あんなところに手をおいて、隠してますけど、あれって……」

世霊音「……？」

美佳「世霊音ねーちゃま、ぱんつはいてないみたい」

世霊音「……シャツまでは着られたけど、途中で着替えるのがめんどくなっちゃって」

美佳「いそがしくても、たいへんな時でも、ちゃんとぱんつはかなきゃだめだよ。お腹なかひえちゃうし、風邪引いちゃうよ」

世霊音「……今度から気をつけるね」

友美「いいか美佳。ぱんつをはいてないやつは変態さんの可能性があるんだぞ」

優希「蒸し返さないでー！　その話はフェードアウトしよう！　うん！」

美佳「へんたいさん？　そ、そうなの友美ねーちゃま？　じゃあ、世霊音ねーちゃまはへんたいさん？」

世霊音「……知らなかった。自分が変態だったなんて」

優希「ストーップ！　もう半分ページ使ったのに、変態のことばっかりじゃないか！」

友美「ちぇーっ。盛り上がってきたのに。けどまぁ、変態であとがきを終えるのはさすがによくないか。そういえば、優希は前のあとがきで、あたしたちのことを話してたんだよね？　だったら、みんなで優希のいいところを一つずつ言っていこっか？」

優希「や、やめてよ友美ちゃん！　恥ずかしいよ！」

友美「遠慮しないの！　うーん、そうだな。優希のいいところは……良い身体からだしてるとこ！　胸はあたしの勝ちだけど、腰とかお尻しりとか足とか……うへへへ」

優希「それじゃ変態さんっぽいよ！　怖いよ友美ちゃん！」

小百合「私は違いますが……いじめられて喜びそうなところでしょうか」

優希「違うって前置きしつつ、仲間を欲するような目でボクを見ないで！」

美佳「いっつもみーちゃんを助けてくれる、王子様みたいなの！」

優ゆう希き「うん。そうだね。ボクも美み佳かちゃんを助けられて嬉うれしいよ！　けど、これまでがんばって女の子らしくなろうと、努力してきたのに王子様は勘弁してよ！」

世せ霊れ音ね「……意外にツッコミ上手」

優希「兄さんがいないからだよ！」

世霊音「……kakaoさん。かわいい表紙を描いてくれて、ありがとう」

優希「しかもここでいきなりメタ発言で感謝!?　それを言うならもっと前にしようよ！　って、あれ、そろそろあとがきも終わりっぽいんだけど……」

友とも美み「えー！　結構あっという間だな」

小さ百ゆ合り「楽しい時間は過ぎるのも早いといいますし」

世霊音「……今日はここまで」

美佳「早く明日になんないかなー」

優希「えーと、それじゃあ最後にみんなで」




　読了ありがとうございました！





妹一同＆（おまけで）すぎやまリュウ
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